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令和７年第２回中種子町議会定例会会議録（第１号） 

 

令和７年６月11日（水曜日）午前10時開議 

１．議事日程（第１号） 

第１　会議録署名議員の指名 

第２　会期の決定 

第３　諸般の報告 

第４　行政報告 

第５　一般質問 

　　　　池山　朝生 

　　　　池山　喜一郎 

　　　　梶原　哲朗 

　　　　大町田　勇希 

　　　　秋田　澄德 

　　　　永濵　一則 

第６　報告第１号　令和６年度中種子町一般会計繰越明許費繰越計算書につい 

　　　　　　　　　て 

第７　報告第２号　令和６年度中種子町一般会計事故繰越し繰越計算書につい 

　　　　　　　　  て 

第８　承認第１号　専決処分の承認を求めることについて 

　　　　　　　　　（中種子町水道法施行条例の全部を改正する条例） 

第９　承認第２号　専決処分の承認を求めることについて 

　　　　　　　　　（中種子町税賦課徴収条例の一部を改正する条例） 

第10　承認第３号　専決処分の承認を求めることについて 

　　　　　　　　　（中種子町国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 

第11　承認第４号　専決処分の承認を求めることについて 

　　　　　　　　　（令和６年度中種子町一般会計補正予算（第９号）） 

第12　承認第５号　専決処分の承認を求めることについて 

　　　　　　　　　（令和６年度中種子町国民健康保険事業勘定特別会計補正予

算（第６号）） 

第13　承認第６号　専決処分の承認を求めることについて 

　　　　　　　　　（令和６年度中種子町介護保険事業勘定特別会計補正予算 

（第６号）） 

　第14　承認第７号　専決処分の承認を求めることについて 

　　　　　　　　　　（令和６年度中種子町後期高齢者医療特別会計補正予算（ 

第５号）） 

第15　議案第27号　公聴会，調査等に出頭又は参加した者に対する費用弁償に 

関する条例の一部を改正する条例 

第16　議案第28号　中種子町移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置 

に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 
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第17　議案第29号　中種子辺地に係る総合整備計画の策定について 

第18　議案第30号　小型動力ポンプ付積載車購入契約について 

第19　議案第31号　細断型ホールクロップ収穫機購入契約について 

第20　議案第32号　令和７年度中種子町一般会計補正予算（第１号） 

第21　議案第33号　令和７年度中種子町国民健康保険事業勘定特別会計補正予 

算（第１号） 

第22　議案第34号　令和７年度中種子町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第 

１号） 

第23　議案第35号　令和７年度中種子町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１ 

号） 

第24　議案第36号　令和７年度中種子町水道事業会計補正予算（第１号） 

第25　陳情第１号　議員定数削減について 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

２．本日の会議に付したる事件 

　　　議事日程のとおりである。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

３．出席議員は次のとおりである。（12名） 

　　１番　　大町田　勇　希　議員　　　　　　２番　　梶　原　哲　朗　議員 

　　３番　　秋　田　澄　德　議員　　　　　　４番　　池　山　喜一郎　議員 

　　５番　　橋　口　　　渉　議員　　　　　　６番　　永　濵　一　則　議員 

　　７番　　池　山　朝　生　議員　　　　　　８番　　濵　脇　重　樹　議員 

　　９番　　日　髙　和　典　議員　　　　　　10番　　戸　田　和　代　議員 

　　11番　　浦　邊　和　昭　議員　　　　　　12番　　迫　田　秀　三　議員 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

４．欠席議員は次のとおりである。（０名） 

 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

５．説明のため出席した者の職氏名 

 町 長 田渕川　寿　広　君 副 町 長 阿世知　文　秋　君

 総 務 課 長 上　田　勝　博　君 町 民 課 長 柳　田　勝　志　君

 地域福 祉 課 長 浦　口　□　平　君 農林水産課長 秋　田　幸　博　君

 
建 設 課 長 横　手　幸　德　君

会計管理者兼

会 計 課 長
　 南　奈　津　紀　さん

 企 画 課 長 鮫　　島　　司　君 デジタル推進課長 德　永　和　久　君

 自衛隊対策室長 遠　藤　淳一郎　君 税 務 課 長 田　平　さやか　さん

 水 道 課 長 中　村　広　道　君 保 育 所 長 野　田　直　志　君

 
空港管理事務所長 向　　正　　郎　君 行 政 係 長 牧　　瀬　　亮　君

 財 政 係 長 東　郷　伸　也　君 教 育 長 鮫　島　孝　則　君
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

６．職務のため出席した事務局職員の職氏名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 教育総 務 課 長 森　　山　　豊　君 社会教育課長 田　平　祐一郎　君

 学校教 育 課 長 奥　　博　　志　君 給食センター所長 浦　邊　康　尋　君

 選 挙 管 理 

事 務 局 長
松　元　真　樹　君 農委事務局長 南 義 雄　君

 議 会 事 務 局 長 榎　元　卓　郎　君 議 事 係 長 髙　礒　俊　幸　君
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開会　午前10時00分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（迫田秀三議員）　おはようございます。 

ただいまから令和７年第２回中種子町議会定例会を開会します。 

これから本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お配りした日程表のとおりです。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

　日程第１　会議録署名議員の指名 

○議長（迫田秀三議員）　日程第１、「会議録署名議員の指名」を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第127条の規定により、４番池山喜一郎議員、

５番橋口渉議員を指名します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２　会期の決定 

○議長（迫田秀三議員）　日程第２、「会期の決定」を議題にします。 

お諮りします。本定例会は、本日から６月19日までの９日間にしたいと思い

ます。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、会期は、本日から６月19日までの９日間に決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３　諸般の報告 

○議長（迫田秀三議員）　日程第３、「諸般の報告」を行います。 

４月28日、西之表市において、種子島空港利用促進協議会総会、種子島宇宙

開発促進協議会総会、屋久島空港整備促進協議会総会、種子屋久観光連絡協議

会総会、種子島屋久島振興協議会総会が開催され、令和６年度事業経過及び歳

入歳出決算報告、令和７年度事業計画及び歳入歳出予算案等がそれぞれ上程さ

れ、可決されました。 

５月12日、鹿児島市において、熊毛郡町議会議長会定期総会が開催され、令

和６年度事業経過及び歳入歳出決算報告、令和７年度事業計画及び歳入歳出予

算案等が上程され、可決されました。 

同日、第14回種子島屋久島議会議員大会に係る議長会が開催され、開催日、

開催場所及び大会要項等について協議が行われました。 

５月16日、西之表市において、熊毛地域農政企画推進会議総会が開催され、

令和６年度事業経過及び歳入歳出決算報告、令和７年度事業計画及び歳入歳出

予算案等が上程され、可決されました。 

同日、種子島地区防犯協会定期総会が開催され、令和６年度事業経過及び歳

入歳出決算報告、令和７年度事業計画及び歳入歳出予算案等が上程され、可決

されました。 

５月18日、愛知県名古屋市において、第30回中部中種子会総会交流会に出席

し、本町出郷者と交流を図りました。 
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今年度限りで単独開催は終了となるとのことです。 

５月30日、鹿児島市において、県市町村連携会議が開催され、県の施政等に

ついて各部局、教育委員会より説明がありました。 

６月４日、鹿児島市において、鹿児島県開発促進協議会総会が開催され、令

和８年度政府等の予算編成等に関する提案事項が上程され、可決されました。 

同日、鹿児島県宇宙開発促進協議会総会が開催され、令和６年度事業経過及

び歳入歳出決算報告、令和７年度事業計画及び歳入歳出予算案、国等への要望

案等が上程され、可決されました。 

以上の会議資料等は事務局に保管してあります。 

なお、監査委員から地方自治法第235条の２第３項の規定による例月出納検

査の結果について、報告が提出されています。 

これで諸般の報告を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

　日程第４　行政報告 

○議長（迫田秀三議員）　日程第４、「行政報告」を行います。 

これを許可します。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　おはようございます。議長の許可を頂きましたので行政

報告をさせていただきます。 

６月２日、島根県隠岐の島町で全国離島振興協議会通常総会が開催され、出

席をしてまいりました。各種議案が全会一致で可決されたところでございます

が、期限を迎える有人国境離島法の改正延長拡充、これを全会員で関係部署へ

の提案また要望等を行っていくこととなっております。 

引き続き、離島振興法などを含め、各分野においての離島での生活これが充

実するよう国の支援を力強く求めていきたいという方向で決議をしたところ

でございます。 

以上、行政報告を終わります。 

○議長（迫田秀三議員）　これで行政報告は終わりました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第５　一般質問 

○議長（迫田秀三議員）　日程第５、「一般質問」を行います。 

通告に従って、順番に発言を許可いたします。 

初めに、池山朝生議員に発言を許可いたします。７番、池山朝生議員。 

〔７番　池山朝生議員　登壇〕 

○７番（池山朝生議員）　おはようございます。 

昨日は、町立学校調査特別委員会というのがございまして、その中で教育委

員会、そして我々議会、これは、今後の人口減少、子どもたちの減少に伴う学

校の再編・統合の問題を、まずは議員、そして教育委員会の皆さんと意見交換

会をやりました。 

なかなか難しい問題でありながらも、現実は厳しいものがあります。その中
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でしっかりと我々議会議員も責任を持って、将来に向けての議論をしていきた

いと、そのように感じたところでありました。 

通告をしております１点目、再編交付金の使われ方について。２点目、公立

種子島病院について。３点目、畜産振興支援策について、以上３点の質問です。 

まず１点目の質問です。米軍再編交付金が本町に 10 年間で総額約 53 億 600

万円の交付を受ける通知がありました。１年間で、約５億 3,000 万円の交付金

であります。2020 年、令和４年度から公布され、今年度で３年目となります。 

この交付金は、本町の将来のまちづくりに使い方一つで大きく影響するであ

ろうと考えております。 

そこで、この交付金、財源をどの分野に重点を置いてまちづくりを進めてい

くのか、具体的に考えを示してもらいたい。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　再編交付金の使い方、どの分野に重点を置いてまちづく

りを進めていくのか具体的に示せという御質問でございます。 

その前に、池山議員またほかの議員の皆様、そしてまた町民の皆様にまずお

詫びを申し上げないといけません。 

12 月議会で一般質問を頂いた池山議員からの質問に対しまして、10 年間で

総額約 53 億 600 万円の交付を受ける通知があったと答弁をさせていただいた

ところでございますが、この金額というのはあくまでも対策室での推定額とい

うところでございまして、交付金総額での決定通知は来てございません。 

これにつきましては、令和４年度が１億 9,435 万５千円、令和５年度が５億

1,827 万円、令和６年度が５億 1,827 万円の決定通知がありましたというふう

に答弁をしなければならなかったところでございまして、ここにつきましては、

大変申し訳なくお詫びをして訂正をさせていただければありがたいと思いま

す。 

そして、この交付金のおおむね推定額で言いますと 53 億程度の交付金が支

給されるもの、この協力体制がこのまま築かれていくものであれば交付される

ものであるというふうに認識をしております。 

そういった中で将来のまちづくりにこの使い方一つで大きく影響するとい

うことでございます。 

具体的にどのようなまちづくりを進めていくのかというのを示せ、どの分野

に重点を置いていくのかということでございますが、今議員からもございまし

たように、今、小規模校の問題、学校教育分野の問題、様々な課題、そしてま

た少子化、少子高齢化、こういったものが、本町、全国的なものでもあるかも

しれませんが、非常に危機感を持って対処すべきものというものが多々増えて

きております。 

そういった中で、現状といたしましては、令和６年度、当然議員の皆様御存

じだと思いますが、起債総額が 72 億円ほどございます。これを鑑みたときに

将来負担比率、また、実質公債比率等を適正な状態に保ちながら財政を運営し
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ていく必要性があるというふうに考えております。 

再編交付金の使われ方というものに関しては、現状としましては、公共施設

等の改修や、そういったものを今現状としては使っております。 

ただ、もう起債額をこれ以上増やしていくわけにはいけない要素がございま

す。 

そういった中では、これからもそういった公共施設であったり想定している

ものに対処していきます。 

これに関しましては、どの分野といいますか、中種子町の基幹産業である農

業部門を含め、福祉、そしてまた環境、そして教育、いろんな分野に、これは

起債をしながらやっていく中で可能な限り使える再編交付金については、それ

を活用していくという考え方でございますので、町自体をまちづくり進めてい

くという中では、全般的な方向性を見出していかないといけない、安定的な財

政運営をしていかなければならない。そういった中で当然、令和４年度及び令

和５年度、そして令和６年度議会の皆様の議決を頂いて、そのような事業を進

めさせていただいておりますし、令和４年度の決算審査、令和５年度の決算審

査にあっても認定を頂いているところでございます。 

また議員の皆様、町民の皆様の声を聞く中で、様々な御意見も町民の皆さん

もあろうかと思いますが、そういった中では、皆様方が同意、また議決をして

いただいた予算でございますので、またその使い方について予算委員会等で説

明がなされているものと思います。 

そういった中では、皆様方も町民の皆様に御理解を頂けるような方向でお話

をしていただければ大変ありがたいというふうに考えております。 

以上でございます。 

○議長（迫田秀三議員）　７番、池山朝生議員。 

○７番（池山朝生議員）　冒頭で、これは、新聞報道でもありましたですよね、53

億円っていうのは。南日本が掲載してるんです。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　大変申し訳ございません。私の発言を受けて、多分掲載

されたものと思います。 

その前に、令和４年の９月ぐらいに南日本新聞のほうの報道では、１市２町、

ここへ 290 億交付されるというような記事が出ていたような記憶がございま

すので、ここ令和４年度、５年度の交付実績、これを鑑みながら対策室のほう

で計算したときに、大体 53 億ぐらいになるだろうということでのお話をさせ

ていただく中で、議員からも怒られたんですが、12 月議会、私もちょっと体調

不良の状況の中で、ちょっと行を読み間違えた部分が正直あったということは

御理解頂ければと思います。改めてお詫びを申し上げます。 

○議長（迫田秀三議員）　７番、池山朝生議員。 

○７番（池山朝生議員）　この交付金の金額には影響ないということですよ。そのと

おり年間でいえば５億 3,000 万円、これは確実に来てるわけで、その前提で話を

させていただきます。 
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今ね町長の答弁を聞いた中で、私は重点的に、どのようなまちづくりを目指

しているのかということを尋ねたわけですけども、町長の答弁は、私はいつも

この言葉を使います、総論だと。ほとんど総論。具体的なものをやると。言葉

が出ました農業、福祉、あらゆるものがありますよ。 

例えば農業分野では、この交付金を使って、今年はこのようなことをやる、

福祉は、このようなことをやる。５億ある中で、比率を決めて、このバランス

もあるでしょうから、ここにもって今年は１年間これをやるんだと。短期的は

これをやる、中長期ではこのように見てる、このことがないんですよ。 

私はだから町全体をまちづくりをどうやるっていう、もう総論しかない。い

つも一緒。 

この交付金はですね、最近は、箱物の改修工事、修繕工事、今年であっても、

種子島中央体育館ですか、武道館、これだけでも２億６、７千万、もう３億近

い金ですよ。であれば、前も言いました費用対効果を考えた場合に、体育館を

修繕して、これから人口減少が進む中で、どれだけの利用率があると思います

か。町内、町外もいいです。もうデータは出てるんですよ。人口はしぼんでい

く。利用率を言ってるんですよ。 

であれば、スポーツ合宿の招致であっても次の対策として、確実に町内、島

内の利用率はもう分かってるから、人の流れをつくるためには、あの施設を有

効利用するためには、このことをやらないかんと。これがないんですよ。私は

そのことを言ってるんです。 

使う金に対する効果、全く効果的な、実効的なものが打ててるかといったら

全然代わり映えはしない。全くそのままそのことなんですが、いかがですか。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　公共施設が、例えば種子島こりーなの空調であったり、

町立中央体育館の改修であったり、武道館も計画をしておりますが、こういっ

たものっていうのは例えば雨漏りが中央体育館はしていて、雨の日はたらいを

何か所か置いてあるというような状況で３年ほど使ってきたところで、イベン

トがあるたびに、雨が降らんばよかがなというふうな思いもしながらでしたし、

そういう状況はコロナワクチン接種のときも、その部分だけはもう避けてとい

うような対策をとってきました。 

では、そのままでいいのかっていう話になると、そのままでは決してよくな

いだろうと。公共施設としての公共の建物で改修の予算を再編交付金、これは

起債額を私が町政を担ったときに、大体 70 億円ぐらいの起債残でした。 

これは建設関係からずっと流れてくる中で、110 億程度あった起債額、これ

を職員も給与の２％カットとか、そういったことをしながら起債額の削減、そ

ういったものに前町長が努めてこられております。 

そういった中で、私としても起債額を極端に膨らます必要性はないし、当然

これから今議員おっしゃるように人口減少、少子高齢化、これが進む中で、福

祉、そういったものにかかるお金というのは、見えない部分で増えてくる要素

もあるだろうということで考えており、再編交付金を充当して皆様方の同意議
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決を頂いたところでございまして、これに関しましては、費用対効果という言

葉がございますが、公共施設に費用対効果を求めていいのかという部分もあり

ます。無駄なことをしてはいけないという議員の御指摘、これはもう真摯に受

け止めたいと思います。 

しかし、今は、幼稚園、保育園、この熱中症対策の中で、運動会、これも体

育館で開催を始めており、また、今、合宿誘致等に関しても積極的に進めてお

りますし、人口減少対策ということでは、当然、庁舎の採用試験を受ける人も

なかなか少ない状況です。 

こういった中では学校訪問をし、そして合宿に来ていただいて、合宿の際に

中種子町を知ってもらうような形づくりというのをやっております。 

本日も鹿児島工業高校のほうへ職員２名が出向いて、中種子町の業務内容、

技術職の業務内容の説明、そして中種子町のいろんな動画等を見せて、ぜひ合

宿にも来ていただいて、ここに移住・定住ができるような子どもたちが１人で

もいればという努力をしているところでございます。 

費用対効果と言われれば、公共施設っていうのは基本的にペイできるもので

はない要素も多いのかなというふうには思っておりますが、ないと困る。じゃ

潰してしまうのかっていうことにもなります。 

ですので、今現状としてはそういう使い方をしておりますし、また、以前か

ら一般質問でもございます、給食センター、こういったものに対しても何らか

の活用方法、これを使った活用方法をしていかないといけないのだろうという

ふうに考えておりますし、農政分野におきましても、今、米の価格が高騰しつ

つある中で農業公社に委託しておる南種子町にある育苗ハウス、これに関して

も、もう老朽化、取り急ぎ建て替え、播種機の建て替え、またハウスの建て替

えをしていかないと、もう運営ができないような状態になりつつあるというと

ころでございますので、こういったものとか、総体的なものに関してお金を使

っていくつもりでおりますし、皆様方の御意見を賜りながら進めていく必要性

があるとは考えております。 

何をするんだというのは、当然もう細部にわたって動きをとっておりますし、

この人口減少問題、高齢化に対する対策、そういったことに関しても包括支援

センターなどとも協議をしながら進めておりますし、重点的に農業支援、農林

水産業の中の特に基幹産業は農業であるということでございますので、ここら

辺に関しても、今、糖蜜船の問題が出てきました。これに関しても、新光糖業

の社長とも協議を重ねております。 

こういったところも含めて農業の振興を図りながら、そしてまた、なおかつ

そういう暮らしやすいまちづくり、それをしていくということで細部にわたっ

て具体的に重点的にって言われても総体的に重点を置いていくべきもの、先ほ

ど議員がおっしゃったような学校の小規模校の課題であったり、そういったと

ころにもやっぱり重点を置いていかないといけないということでございます

ので、そういうところはぜひ、こういう議会の中で理解をもらったり、予算委

員会の中で多分担当部署が説明をすると思いますので、そういったところで理
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解を頂ければありがたいかなというふうに考えております。 

○議長（迫田秀三議員）　７番、池山朝生議員。 

○７番（池山朝生議員）　何も、この箱物の改修をするなとか、やるなとかってい

う話じゃないんですよ。 

当然、住民サービスの場合は、健康増進のこともありますし、こういったと

こも必要でしょう。今町長の中で、この公共施設の費用対効果を求めていいの

かという答弁がありましたけども、私は全く違いますね。 

もう行政も、そういったところで、いろんな形であれば指定管理者制度とか

でも昔からありますけども、こういった中で軽微になっていかないかん。 

いつも町長も言うよ。民間のそういう経験値とかもらおうと思って民間が必

要であれば民間が導入していいんですよ。決して公共事業の修繕やるなとか雨

漏りするからってそういう話じゃないんです。そういう次元の話じゃないんで

す。 

やるからには、そういった効率、効果的なものをしっかりと施策を打ってく

れと。これが見えてないというんですよ、私はこのこと言ってるんですよ。 

商店街であっても長期振興計画の中にきれいに書かれてますよ。にぎわいの

商店街と。にぎわいどころか、これは沈没しますよ。 

だって、この交付金は１円金、皆無ですよ、この振興費は、商工会の。単に

ポイントカードの機械の、これはサービス上のことであって施策は全然打たれ

てない。何も打たなければ、何もやらなければ商店街は沈んでしまいます。に

ぎわいの商店街どころじゃない。 

結果、私が言わんとすることは何も見えてないということです。見えるもの

がないということなんです。 

附属する質問ですね、一次産業の支援は、この農業支援です。十分か。答弁

お願いします。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　一次産業の支援でございますが、まず令和５年度になり

ますが、農業用機械導入事業としてコンバイン、さとうきび搬出用のホイルロ

ーダを導入して、農業公社に貸付けているところでございます。 

また、種子島漁協が行う組合員への漁業操業経費の支援事業、これはちょっ

と水産のほうに入りますが、行っております。 

また、農林水産ということで申し述べさせていただきますが、熊野漁港の船

揚場上架装置、これの取替事業、これの間接補助になります漁船の点検であっ

たり、修繕の際に船を海から上げる台車の更新事業などです。 

また令和７年度は、農業用機械としてＷＣＳ、飼料用米の収穫期と漁業操業

支援事業の基金積立てを計画しております。 

令和７年度の予算につきましては、皆様も議決を頂いておりますので、その

方向で進めてまいりたいと思いますが、農業支援につきましては再編交付金の

みならず、それ以外の分野でも支援をできるように段取りをしているところで

ございまして、国の事業、そういったものも使いながら行っていきたいという
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ふうには考えております。 

全ての一次産業に関与する皆様方が、全て満足するというわけではないかも

しれませんが、そういうふうな考えでおります。 

あと、まちづくりに関しては、商工会等と協議をいたしまして、まず欲しい

ものは何だろうかということでいろんな協議をする中で街灯、これをどうして

も早急にやってもらって、まず明るい通りにしてくれと。なおかつ、自衛隊関

係の作業車、作業員の方も増えるだろうから、それに監視カメラをつけられる

ものであれば付けて犯罪の起きない、馬毛島の作業員のせいでというのは変な

言い方ですけど、人が増えることによってそういったことがないように、そう

いった要望が上がってきておりますので、そういったところには対応している

ところでございます。 

何もしないではなくて、そういうようなまちづくりの一環としてイメージを

していただければありがたいというふうに思いますし、先ほど公共施設の問題

等に関しましては、一次産業に従事する人たちも利用できるものであるために、

一次産業のみっていう感覚ではないので、そういったところも御理解頂ければ

と思います。 

○議長（迫田秀三議員）　７番、池山朝生議員。 

○７番（池山朝生議員）　町長ね、この中種子町の農家戸数、専業も兼業もあわせ

て令和７年度今どれぐらいいるのか。729 人。畜産は 128 名、漁業者は 28 名

と、この数字なんですね。 

このうち安定した経営ができてる農家さんはいくらぐらいいると考えます

か。農家戸数を 729 名、安定した経営してる農家っていうのは何割ぐらい見て

ますか。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　支援について十分かという御質問だったのでちょっとイ

メージはしてないんですけども、どの辺までが主観も入る部分があろうかと思

います。そういった意味で、ちょっと答弁に関しては控えさせていただいてよ

ろしいでしょうか。 

○議長（迫田秀三議員）　７番、池山朝生議員。 

○７番（池山朝生議員）　農業を語るんであれば、ここら付近は質問であるかない

かという次元の話じゃないんですね。 

やはり、うちの町は農業は第一産業と言ってますよ、いつも。振興を図ると。

これが分かってないから、打てないんですよ。 

私は３割ぐらいと見てますよ。この根拠っていうのは、専業農家は、このう

ちの 32％ぐらい、ということは３割ですよ。５割分ということはまず考えられ

ない。辛うじて経営をしてるのが３割、私の捉え方はそう。 

町長ね、具体的に肥料の高騰がありました。農薬も含めて、これはどれぐら

いの高騰価格が高くなったのか、つかめてますか。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　肥料に関しては、価格高騰に関してはその種類にもよる
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ものがあろうかと思います。 

一般質問の中でも肥料が高騰したり、元肥というか、あれが高騰したときに

も出てきた中では、安いものを使っているとか、そういったところがありまし

て実質上は 1,000 円のものが 2,000 円、倍増とまではいきませんが、そのぐら

いの平均的に値上がりをしているというふうに把握をしております。 

○議長（迫田秀三議員）　７番、池山朝生議員。 

○７番（池山朝生議員）　ここにね、ＪＡ種子屋久からもらった資料なんですがね、

令和３年度と７年度、４年間の肥料の価格、原料用の甘藷、これ１反当たり

9,384 円。細かく言うと、肥料から農薬まで入れて 9,384 円。青果用安納いも

になると１万 7,884 円。キビにおいては１万 1,390 円。この価格があるんです

よ、高くなってる。 

本町の農家の平均面積っていうのは、２町歩、２ha ですよ。これ１反歩です

から 20 倍かかるってことなんですよ、２町歩の作付をやろうとした場合には。 

現実はここにあるんですよ。ですから加えて言うと、キビに関して言うなら

ば、今ほとんどが高齢化になって９割以上と言ってもいいでしょう。いわゆる

機械狩り、農家は機械刈りを頼まざるを得ない。そうするとこの機械刈りの手

数料、代金、もう大変ですよ。 

それから、この精脱の会社であっても燃料高騰、ましてや機械の修理代金、

ここに現実があるんですよ。 

こういった中で肥料高騰分に対するこの支援策っていうのは全く打たれて

ない。どうですか。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　糖蜜船の問題があり、作柄的には、収量自体は若干増え

ている。なおかつ若干糖度が下がっているというような収量報告を受けたとこ

ろでございます。 

今議員おっしゃるように精脱、それから刈取り班の人たちの燃料高騰という

ところで昨年度は対応したところでございますが、今年度の当初予算には計上

してないところでございまして、今年度は畜産関係に助成をするというような

形をとっているところでございます。 

その時々によって変更していきますが、肥料等に関しては、値段が下がり始

めています。 

またこの肥料に関しても、海上運賃分で高くなるのではないのかっていうと

ころもあり調査をしたところ、結局県内、仮にですが、これはもうＪＡのほう

で購買される場合は、鹿児島市内で買おうが、ここの農協で買おうが、金額は

一緒っていうところのようでございます。 

海上運賃は全体でプールされてるような話を聞いておりまして、金額もそん

なに鹿児島市内とは変わっていないというところです。 

ただ議員おっしゃるように営農費用っていうのが非常に高価であるという

のは自分も認識をしておりますし、いろんな形をとりながら対応はしていきた

いというふうには考えております。 
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あと、やはり機械に今おっしゃるように、９割の方が刈取りから精脱を依存

している状況で、今さら手刈りをしてくれって言ってもそれは無理な話だと思

いますので、これは農業、特にさとうきびの場合は、今ある構造の変革期に来

ているのではないかなというふうに考えて、そこら辺も今関係機関とも協議を

進めているところでございます。 

支援、支援と言いますが、支援も大事ですけども、いかにその金額が高騰し

た分をカバーできるかっていうとやはり作柄をよくする、反収を上げていくっ

ていうふうなところに我々誘導していく必要性もあるのかなというところで、

ＪＡさんともその辺の協議はしてあって、反収６ｔよりも７ｔ、７ｔよりも８

ｔというオーギをつくってもらうような、農協の皆さんに努力をしてもらうこ

とも大事なことであり、大規模化していく中で、その機械の更新とかそういっ

たものを事業化できないかというような相談もしております。 

議員のおっしゃる農家の大変さというのは、少なからずとも自分としても認

識はしているところでございます。 

○議長（迫田秀三議員）　７番、池山朝生議員。 

○７番（池山朝生議員）　収量を上げるためには、町長ね、肥料の投入が必要なん

です。最低限の肥料の投入が、これを難儀してお金もかかるから、これはひと

つ抜こうね、４俵のところ３俵しようねって言ったらいいものはできないんで

すよ。これは基本なんです。 

ここにね、鹿児島とほとんど変わらないと言っても数字は出てるんですよ。

今言ったように、１反歩がこれぐらいの数字だと。キビには資材１万１千円。

これを掛ける 10 倍なのか 20 倍なのかっていうは現実なんですこれ。 

町長ね、今農家はそういったことで肥料の高騰、基腐れ、こういったのが追

い打ちを掛けて、つくる意欲すらないんですよ。増反の話どころか、つくる意

欲すらない、これが現実なんです。 

その支援策、キビを、甘藷を増量する。まずこの手前の基本的な物事から支

援をしてもらわないと、農家はそれだけの力がない。 

確かに、今言うようにホイルローダだとか、畜産支援もやってますよ、やっ

てないとは言わないけれども、この一次産業への農業への再編交付金の支援は

全体の僅か３％に満たないんですよ。３％に満たない。 

町長はよく一次産業なくして本町の発展なしとこの言葉を使いますが、もう

こんなことは口には出せませんね。口に出せませんよ。僅か３％なんですもん。 

肥料の高騰対対策もしかり、農家が今必要としてる対策、支援が全くできて

いないということなんですよ、私の感覚は、認識は。 

農家は先はないんです。今しかないんですよ。今ないと、明日はないんです

よ。だから今ある支援をしてくれと、今でしょうという話なんです。このこと

を分かった上で一次産業への十分な支援をやってもらいたいと思います。 

次の質問に入ります。これまでの交付金の使われ方は町民に十分な理解を得

ていると思うか。時間が、後に２つ残してるもんだから、簡潔にお願いします。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 
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○町長（田渕川寿広君）　令和５年度の再編交付金の主な事業内容、これは給食費

補助、農業用機械導入事業、また野間小の特別教室空調設備新設事業などでご

ざいます。 

令和６年度の主な事業内容は給食費補助、漁業操業支援事業、中央公民館改

修事業、種子島中央体育館改修事業などを実施したところでございます。 

給食費の補助につきましては、小中学生の保護者の方、農業用機械導入にお

いては農家の方、また学校の施設改修については学校関係者、漁業支援事業に

ついては、漁師の方には理解を得ているものであるというふうに認識しており

ます。その他の事業についても、一般町民の方が何らかの方法で携わっている

ものもあろうかと思われます。 

令和７年度も再編交付金実施予定事業の事業名、事業内容、事業費を掲載し

た広報紙を発行しており、町民の皆様の御理解を頂けるように努めているとこ

ろでございますし、農業支援というのは、この再編交付金だけでしてるわけで

はないので、それ以外の分野でも農業支援というのは行っておりますから、

３％にすぎないというのは、ちょっと違うのかなというふうに感じたところで

ございます。 

当然議会の皆様の議決を頂いて、この予算をこのように使っておるわけでご

ざいますので、使い方に関してちょっと町民の皆様からの声があった場合はま

たお聞かせ頂ければと思いますし、またこの使い方については、説明、また御

了解頂くような方向で御説明頂ければと思います。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　７番、池山朝生議員。 

○７番（池山朝生議員）　私の認識は、町民は実感がないってことなんですよ。こ

の再編交付金の実感がないんですよ。というのが、なぜか。もう今先ほどから

言うように、今をどうするか、生活に全くの余裕がない、全くはちょっと語弊

かもしれないですけど、余裕がない中で交付金が生活に直接反映されている実

感がない。 

今馬毛島では、儲かっているという言い方がどうかってのは分かりませんけ

ども馬毛島で恩恵を受けてるのはほんの一部、私たちには何の恩恵もない。こ

れが町民の声ですよ。私は同感です。 

馬毛島関連土木工事は、町長一過性のものですよ。一過性のもの。一次産業

は一生のものですよ、一生のもの。 

町民への実感のある施策、しっかりとやってもらいたい。舵取り一つですよ。

いいですか。一次産業は一生のもの、土木工事は一過性のもの。しっかり分か

って頂きたいと思います。認識を頂きたいと思います。 

次の質問。公立種子島病院について。南種子町の４月広報紙に公立種子島病

院の運営等現状について掲載された病院の現状は事実か。事実であれば、由々

しき事態である。この問題の現状認識と副管理者としての考えを示してもらい

たい。簡潔にお願いします。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　公立病院議会というものがございまして、その中で本町
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からも議員、公立病院議会議員さんが選出されて、公立病院議会が開催されて

おりますので、そこらについての説明はあっているものだろうというふうに考

えます。 

すみません。これ池山議員おっしゃるところの非常に広報南種子自体が非常

に長い文言で書いてございましたので、事実であればゆゆしき事態であるとい

うところについては、多分この６年度の決算見込みについてのことなのかなと

思うんですが、的が外れていたらおかしいので、ちょっとそこだけ確認をさせ

ていただければと思います。 

○議長（迫田秀三議員）　７番、池山朝生議員。 

○７番（池山朝生議員）　当然この一般財源の持ち出し、それから経営の２億 7,000

万円程度の赤字が見込まれていると。こういう数字の物事もしかりなんですが

ね、町長ね、これ広報紙の話ですよ。 

これは南種子町の広報紙、傍聴者の皆さんも、ここに行政報告の中に管理者

である小園町長が、これ７ページぐらいありますけどもね書かれてるんですよ。

これは行政報告だから。あくまでも広報紙、これにおかしいことは書けないと

思うんですよ。事実に反することがあってはなりませんから。 

この中には時間もありますけどもね、ざっくり公立種子島病院運営の現状、

ここに書かれているのを要約しますよ。 

常勤医師不足により入院患者数を制限、救急患者の受入れ停止、令和６年９

月まで管理栄養士不足で入院基本料や食事療養費の減額。病床確保に対する交

付金の廃止、ワクチン接種の減少、非常勤医師の確保に係る人件費の増、以上

により費用の大幅増。よって、運営が令和６年度は２億 7,600 万円程度の赤字

決算の予定。現金預金２億 7,000 万円ありましたが、年度末には 2,000 万円前

後まで減少が想定される。両町で赤字補てん分を上乗せして負担することにな

れば病院経営は限界の状態。このように書かれてるんです。 

うちの一般財源からの持ち出し、令和２年度 5,990 万円、３年度 5,700 万

円、令和４年度 5,200 万円。令和５年度 6,400 万円。これだけ４年間でも２億

3,400 万ですよ、一般財源の持ち出しが。 

そこでもって、もっと、こんなこと書いてるんだ、これが事実かなというこ

とが書かれてますよ、医師確保について。６年間組合議会への協力呼びかけ、

その他両町の関係者などの協力、情報提供なし。これは小園町長が、ここに書

かれてるもので、令和７年度の地域枠の公立種子島病院の医師派遣はできない。

鹿児島県の医師会、熊毛地区の医師会からの支援も一切なし。よって、事の重

大さを感じ、打開のために徳洲会へお願いに行ったと。 

2024 年令和６年 10 月末鹿児島徳洲会病院を訪問、総務部長と面談、令和６

年 12 月 24 日に会う日程、南種子町管理者、中種子町長副管理者の連名要望書

を提出。中種子町長は日程が合わず、南種子小園町長と事務長で訪問、指定管

理者制度や直接経営も含めて検討を依頼する。そこでもって徳洲会からは、離

島医療は非常に重要、できることは協力しましょうという言葉を頂いたという

ように書かれてます。 
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それから種子島医療センター、これは徳洲会とあわせて、医療センター田上

理事長の物事ですよ。令和７年１月 16 日、中種子町にある田上診療所の岩元

先生、これはいわゆる診療所の院長らしいですが、公立種子島病院の院長とし

て勤務してもらう。田上理事長が言ってる条件ですよ。 

公立種子島病院の経営は、種子島医療センターに任せていただくことが条件、

中種子町長も賛同している。中種子町長も岩元先生も賛成している、反対して

るのは南種子町長だけである。徳洲会が来るなら全力で阻止する。鹿児島大学

の医局、派遣医師は引き上げる。括弧して脅迫、圧力とも書いてますよ。 

今後の方向性として、令和７年２月 25 日の公立種子島病院組合議会定例会

において報告、議会の同意を得る。今後は、合意書に基づき正式手続に向け、

協議を進めていく考えである。 

このことは指定管理者制度も含めて、こういうことが書かれてますよ。町長

は、この昨年の 12 月 24 日、一緒に行く予定だったが、日程調整ができないと。

ここに書かれてますが、副管理者として、自分の立ち位置をどのように認識し

てますか。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　せめて一月ぐらい前に日程調整をしていただければ対応

できたんですが、連絡を頂いたのは、直近の状態だったので日程調整が合わな

かったということでございます。 

それとあと徳洲会さんと鹿児島のほうに行きますというときはもう南種子

町長と事務局のほうで出向いておりますので、そこについては、私も中身につ

いては後日報告を頂いたところです。 

そういうところで要望に行くので、要望書に中種子町長名も書かしてくれと

いう要望がございましたので、それはもう喫緊の課題であり、急ぐものだろう

というふうに自分も認識しておりましたし、これ德永院長が懸命に業務に当た

っておられる中で御逝去なされた後、やはり管理者もそうですし、私どももい

ろんな心配はしておりましたが、特に管理者にとっては、医師不足というとこ

ろは、私は今の管理者とはそう頻繁に行ってございませんが、その前の管理者

とは、大学病院等にも医師確保の要請活動にも行っておりますし、そういった

中で、南種子町長さん出張とか結構多いみたいでございますので、合間で医師

確保の活動行ってきたという報告は受けております。 

そういった中でも途中で、出郷者の方から紹介があった医療法人経営の方が

いらっしゃるということで話を聞いて、我々もまた南種子町のほうに出向いて、

その方の話も聞いたりして医師確保ができるのかどうかというような相談に

も我々も行っておりますし、我々が医師を探してこの人はどうですかというよ

うな協力というのはできてなかったかもしれませんが、そういったところでは

副管理者の立場としてそういう行動をとっているところでございます。 

○議長（迫田秀三議員）　７番、池山朝生議員。 

○７番（池山朝生議員）　町長は、南種子町長とは同級生でしょう。あんまり仲は

よろしくないかな。 
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南種子町長も１か月もこの物事を言わないと言ったら、ちょっとおかしな話

なんですがね。 

やはり今町長の答弁を聞いていて前の管理者とはよく行ってたけども、今の

管理者とはあんまり行ってない、やはりね、管理者、副管理者、両方のトップ

だから、しっかりと連携を持ってやってもらわないと。 

このようなことが、徳洲会もしかり、もちろん種子島医療センターもしかり。

全国７割が赤字だというような病院経営ですよ。これでもって、公立病院が果

たして今後先、運営ができていくだろうか。徳洲会に任せてもいいのか、種子

島公立病院に任せてもいいのか、分かりませんよ。 

でもひとつ言えることは、これは町民が、こういったことで翻弄されるとい

いましょうかね、この負担もかかるっていうことがあってはなりませんよ。 

そのために我々も大いに反省せないかんことあります。どうしてかというと、

組合議会に代表が行ってます。これは病院組合議会も、ごみ処理の組合議会も

そうですが、ここだけに任しておいてはならんという話じゃないんだけども、

我々も責任を持って、小園管理者の町長の話では、６年間も両町に協力を呼び

かけたにもかかわらず、一切の協力も情報も得てなかったと、これも事実なん

です。 

議会議員であっても、数字の報告はあるんだけども、このように計上されて

こうだった。こういったことの報告は、我々中種子町の議会は、この前初めて

聞きましたよ。 

初めてって私はこれを見てびっくりしたんです。ですから、我々議員も、責

任ある議論をしていかなければ、この病院問題も、これはもう避けては通れな

いから。町長ね、もう一度町長の認識を聞きますけども副管理者としての責任、

重要性、もう一度聞きます。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　結局ですね、議員がおっしゃるように中種子町の町長で

あり副管理者ということでありまして、これは両町の当時の首長さんたちが、

病院を一緒につくりましょうということでつくったことでございます。 

何ら南種子町長と議論してないわけではなく仲が悪いわけでもないです。 

ただ、南種子町長と議論してきているのは、今おっしゃったような徳洲会病

院にということで昨日、開催されました病院組合議会の中で徳洲会と進めてい

くということで、議会の議決を頂いているところでございます。 

医師不足というところはもう本当に公立病院としては、ずっと危惧されてい

るところでございまして、ただ、私どもも中種子町として町民の依存度はどう

なのかとか、要するに病院のですね。例えば、中種子には田上診療所、そして

また中種子クリニック、そしてまた高岡医院。３つある中で、公立病院まで行

くっていうのはやっぱり南部医療圏、南界校区、そういったところの人がほと

んどであり、今現状としては救急患者の受入れを行っていません。 

なので、必ず南種子町の人も、中種子町の人も、救急医療というのはもう全

部救急車で西之表の医療センターに搬送されている現状ではないかと思って
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います。 

そういったところで、私としては、管理者のほうにも逆に規模を縮小して運

営するべきではないかという話をしましたが、それは、私どもの感覚であって、

南種子町としては、今の現状では医療機関としては不足だというところで、や

はり医師をしっかり確保して、しっかり診療ができ、24 時間体制で受け入れる

ところがやっぱり正解だというところになった時点で、医師の確保ができない、

そしてなおかつ経費がかさむ、そういった中で民間に移譲していくっていう方

向性というところでは、南種子町長とも一致をしておりますし、それが今、管

理者が動いた中で、徳洲会が非常に南種子町長の管理者の思いと近い感覚で協

議に当たっていただけるというような話であったということでしたので、それ

は南種子町の町長、小園管理者も私も、両町民のためになる方向で進めてもら

うということで話は進んでおります。 

また今、赤字を抱えているというところでございますが、これに関しても、

早急に解消していかないといくら何でも、これ以上は今議員おっしゃったよう

に負担というのは大変なことになるだろうということで、早急に急いで進めた

いというところで、病院議会で昨日提示があって議決化、同意化されたところ

でございまして、本当に町民が１番困らないようにしていくのが我々の仕事だ

と。 

副管理者としては中種子町民のこと、当然南種子町民のことも我々副管理者

として考える必要性がありますので、ある程度やっぱり管理者にイニシアチブ

はとってもらいながら進めていくものであるというふうに考えているところ

でございます。 

あと、ここに医療センターのなんちゃらかんちゃらとか大学病院のなんちゃ

らかんちゃら書いてますけども、昨日の議会の中でも南種子管理者の方も医師

会、それから大学とも連携してもらうようなお願いもしていきますというよう

な御挨拶もあったと思いますので、そこら辺の御理解を賜りながら、また議員

おっしゃるように議会の中で、全協とかそういった中でも、そんな議論もして

いただくような方向でしていただければよかったんですが、我々も若干説明不

足なところもあったのかもしれません。 

ただ、急を要したということを御理解頂ければありがたいというふうに思い

ます。 

○議長（迫田秀三議員）　７番、池山朝生議員。 

○７番（池山朝生議員）　今のこの公立種子島病院の問題にしても、こういった場

でないと町民は分からないんですよ。町民は本当に知らない。何がどうや、も

う病院はどうなってんのか。初めてここでまた、このような私が質問したから

じゃないんだけども、こういった現実問題が分かってない。大事なことですよ。 

残り質問。もう駆け足でちょっと言います。 

畜産振興支援について、南種子町が町内の子牛を購入した島外の肥育農家に

輸送費の実質した負担分を全額補助するということであると。この支援事業は

熊毛１市３町で取り組む方向で進めるべきと考えるがいかがか。もう簡単に答
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弁お願いします。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　この家畜市場で購入された子牛の輸送費について、南種

子町が単独で支援をされるというのはもう唐突に聞いた話でございまして、そ

れまでに熊毛管内の１市３町含めて購買者支援というところで市場への要望

があった子牛の船積みの際のダメージ、これを改善していくための対策、これ

を検討するために今年の３月に徳之島へ子牛のコンテナ輸送について種子屋

久農協が中心となって、うちの職員も熊毛管内の職員が出向いて、そこを何と

か子牛が傷まない方向で海上輸送ができるように購買者支援をしましょうと

いうような検討を進めている矢先にちょっとこう、南種子のほうが単独で支援

されるということで聞いたものでびっくりしたところだったんですが、これに

関しましては種子屋久農協が事務局を持つ熊毛地区子牛購買対策協議会とい

うものがございますので、ここら辺も含め対応策等を検討した上で進めていく

必要性があるのかなというふうに考えております。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　７番、池山朝生議員。 

○７番（池山朝生議員）　この支援というのはどんなものかというと子牛１頭当た

りの輸送費は 8,000 円ぐらいかかると。そのうち船賃が５千円、家畜市場から

西之表港までの運賃が 2,800 円。国の奨励金１頭あたり 4,600 円を除いた

3,100 円程度が、今は肥育農家の負担となっていると。この分を負担しようじ

ゃないかというのが南種子町の支援ですよ。 

であれば、我々のこの熊毛の頭数を見てみると競り頭数が、平均してやはり

5,466 頭。これに掛ける 3,000 円しても、いくらになりますかね。1,700 万円

ぐらい。2,000 万円いかない。 

金額ではないんですが、やはりこういったのは単独で展開するんじゃなくて、

熊毛という中で広域的に扱ってるせり市場が我々中種子町にあるわけですか

ら、熊毛という中でやると展開がもっと膨らんでくるんじゃないかなと。 

細かいことはまだあるんですよ。購買者が来る旅費、また高速船が上がれば、

また高くなります。こういった中においても購買者にこういった熊毛で連携し

てやってると、じゃこうしようじゃないかと。私は膨らむってのは、その要素

があるんじゃないかなということなんです。 

このことはやはり町長ね、屋久島町長も西之表市長にも南種子町長にも、ぜ

ひとも連携を持って声かけをしていただいて進めてもらいたいと思います。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　この畜産振興については、１市３町、首長、意識は一緒

でございますので、国に強く要望しております。市町の負担でもいいんでしょ

うけども、国の支援というものはとても必要な要素であります。 

こういったものが早急に実るように我々もまた随時要望活動を続けていき、

この子牛のせり値が安かったときの補給金、そういったものについても、お礼

を伝えながら、また引き続きそういった事態になった場合は対応してもらうよ

うにこれも市町となると莫大な金額になりますので、そういったところを国の



-20- 

支援をお願いするように努めているところでございますので、御理解頂ければ

と思います。 

○議長（迫田秀三議員）　７番、池山朝生議員。 

○７番（池山朝生議員）　最後の最後、ここに長期振興計画、ここにはね、目指す

姿と書かれてありますよ。農業振興であろうが、福祉であろうが。これは理想、

このことができればいいですよ。 

できればいいけども、私に言わせると、これはもうコンサルが、何回も前に

も言ったかもしれませんけども、もう美論、現実は厳しい。今じゃないとでき

ないものは、今でやらないかん。 

今で施策をしっかりと打っていかないと次はないですよ、明日はないという

ことなんです。この言葉をしっかりと分かっていただきたいと思います。終わ

ります。 

○議長（迫田秀三議員）　ここでしばらく休憩します。 

再開は、おおむね 11 時 15 分からといたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩　午前11時07分 

再開　午前11時15分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（迫田秀三議員）　次は、池山喜一郎議員に発言を許可いたします。４番、

池山喜一郎議員。 

〔４番　池山喜一郎議員　登壇〕 

○４番（池山喜一郎議員）　おはようございます。 

今年の春先からの低温がですね、今、早期水稲の生育の遅れとか発生してお

ります。２月の平均を見ますと、昨年より 5.5 度低い月の平均気温ですね。 

それから４月が前年度より月平均で 2.2 度低いというようなことでＪＡに

も確認しますと、やはり早期水稲で前年より生育が 10 日遅れ、平年より２日

遅れというような状況であるようです。 

また、原料用甘藷についてもですね、面積の減少もあるんですが、低温によ

る苗立ちが悪く、定植が遅れてるというようなこと、それから１回の植付けで

の進捗が悪いというような苗立ちの影響でですね、そういうような状況にもあ

るようでございます。情報としてはそういうところでお伝えしておきたいと思

います。 

今日、私は通告に施政方針についてと、それから教育環境についての２点で、

質問事項を通告しておりますので行いたいと思います。 

まず、施政方針の農業公社育苗施設の改修についてということでありますが、

この施設については、平成７年に国庫事業で整備し、約 30 年が経過しており

まして、老朽化により水稲播種苗の継続的な供給が困難な状況にあります。 

そういう中で実務者の努力によりまして、本年度は、育苗実績として２万

922 箱、餅米を含めますが。それから、ＷＣＳ、飼料用稲については、2,347 箱

ということで懸命な努力によって今年まではどうにか供給ができたというこ
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とでございます。 

しかし、先ほど言いましたように施設の老朽化は、もう待ったなしの状態で

ございますので、これについて更新をするということで、私も令和元年にこの

質問をしたんですが、やっと今年の施政方針にうたっていただきました。ちゃ

んと実行していただくようにお願いをいたしたいと思います。 

そういう中でですね、本年の施政方針で示された農業公社の育苗関連施設の

更新計画について、その更新内容や具体的なスケジュール、予算はどのように

策定されているのか、お伺いいたしたいと思います。 

あとは、質問席で行いたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　施政方針の中で述べております種子島農業公社育苗施設

の改修についてというところでございますが、これにつきましては農業公社自

体の母体といいますか、運営が中種子町、そしてＪＡ種子屋久、そして南種子

町で構成されてきたところでございましたが、一昨年度南種子町さんが農業公

社を離脱するというところで、現状といたしましては、中種子町とＪＡ種子屋

久とで構成されている組織となっておるところでございます。 

現在農業公社の水稲育苗施設というものにつきましては、今ございましたよ

うにもう経年劣化しており非常に老朽化、これに関しては懸念されているとこ

ろでございます。 

職員がこのハウス施設の補修などを頻繁に行いながら活用してきたところ

でございますが、先ほど話もしましたように限界に近づいております。 

また播種機、播種施設、これに関しましても、今後補修に係る部品調達など

も大変厳しい状況となっており、これを更新する必要性があるのではないかと

いうことで、これらの状況を踏まえまして、南種子町の長谷地区にある育苗施

設につきましては、苗の運搬までを担う人員数もなかなか確保しにくい状況と

なっておりますので、可能な方には取りに来ていただくというような方向で検

討しておりますので、町内に令和９年度完成予定として整備計画を進めている

ところでございます。 

この期間は、引き続き公社職員による維持修繕、補修等を行っていかなけれ

ばならない現状でございます。施設の規模、内容などの詳細については、現在

協議、検討して決定していく準備をしているところでございますが、今年度中

に基本設計などの委託業務契約を締結する予定でございます。 

今現在約２万箱の受注をしておりますが、ここら辺の変動がどのようにある

のかというのも含めながら当然播種機については更新が前提でございますが、

ハウスにつきましては、これまでの通常のビニールハウスでいいのか、もしく

はその硬質プラスチックを使ったものでやっていくのか。 

そこの最終的な金額の折り合いもあわせて、いかんせんこの人手不足といい

ますか、という中で、さとうきびと同じ時期に被っている育苗についてどうい

うふうな運営をするべきなのか。また、苗ができないとなると作付けができな
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い農家もおりますので、これに関しては、これを途絶すことがないように、ど

のような運営をしていけばいいかということも含めながら現在検討している

ところでございます。 

施設の計画から施工、建築などは町で行って、完成後についてはこれまで同

様に種子島農業公社に運用を委託するつもりでおります。 

また、建築等事業費の財源につきましては、先ほど来話がございます再編交

付金、これを予定しておりますが、県、熊毛支庁とも協議しながら何かその国

庫事業を使えないかというな相談もしておりますが、なかなか生産率の向上と

いうところのデータとして、なかなか厳しい状況があるというのは現実でござ

います。 

そういったところで、今、詳細な検討を進めている状況でございます。以上

でございます。 

○議長（迫田秀三議員）　４番、池山喜一郎議員。 

○４番（池山喜一郎議員）　令和９年には、新しい育苗施設が稼働するということ

で間違いないですか。よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　その方向で計画を進めております。 

○議長（迫田秀三議員）　４番、池山喜一郎議員。 

○４番（池山喜一郎議員）　今の計画をお伺いいたしたわけですけども、この育苗

施設の更新に向けて、いろいろ協議会とかそういうものは、もう町長の単独で

考えてやってるわけですか。 

各部局にお願いをしてやってると思うんですけれども、耕畜連携システムの

メンバーとか、12 月も質問いたしましたけども、そういうメンバーを活用した

協議がなされているのか、お伺いいたしたいと思います。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　一応ＪＡと本町で構成する農業公社に業務を委託してお

ります。現状は。これからもそういうふうな方向で進めていくために、ハウス

の状況であったり、数であったり、いろんなものっていうのは、実際現場サイ

ドの声を重点的に聞いていく必要性があります。 

あと、その中で水稲育苗の部会、ＪＡさんのほうにありますが、こことも協

議をしながら、実質、播種だけしていただいて育苗は自分でやりますよという

方もおられるような方向でありますし、今、結局 500 箱、自分のところでつく

ってるけど、あとハウスがあれば 500 箱つくってもいいよという方も、すみま

せん、この箱の数字は、ざくっとした話ですけど、そういった方もいらっしゃ

るようでございますので、そこら辺を調整とりながら過剰な設備にならないよ

うな検討はしているところでございまして、特に、耕畜連携のシステムのなん

のっていうようなレベルでの協議というよりは、もうそれを更新していく方向

で形を定めておりますので、その詳細については、現場サイドと打合せをして

いるところです。 

○議長（迫田秀三議員）　４番、池山喜一郎議員。 
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○４番（池山喜一郎議員）　１番現場サイドと協議していただくことが１番大事か

と思います。 

今年も運搬をする方がいなくてですね、農家の方々に自己取引と引取りをお

願いをしたというような状況でありまして農業公社もですね、この育苗につい

ては、部分的な育苗で農家に供給しようかなと、まずは種をまいて発芽させた

段階で農家に引き渡すとか、そうしていかないと、もう人手不足でどうも管理

ができないというような状況もちょっと伺っております。 

そういう計画も進めていこうかなというようなことも聞いておりますので、

特に、実務者、農業公社のほうに育苗を委託するんであれば、そういう実務者

と十分に協議をして、無駄な施設にならんように一生懸命本人たちもやろうか

と思いますけども協議を進めてですね、しっかりとしたものをつくり上げてい

ただきたいと思います。 

また今後については、やはり、農業従事者とか地域住民からの意見、そうい

うものをしっかり聞き入れてもらって、育苗体制がまた農家に供給する体制が

確立できますように、再構築できますようにお願いをいたしたいと思います。 

農業振興という観点からもありますけれども、町民の食の安全確保という観

点からも重要な施設だと思っておりますので、米は今、備蓄米の問題とかいろ

いろ出ておりますけども、やはり重要な食料でございますので、町民の食を守

るという観点からもしっかりとしたものをつくり上げていただきたいという

ふうに考えております。 

育苗ハウスについては、この程度で終わりたいと思いますが、計画に沿って

しっかりと進めていただきたいというふうに思います。 

次に、教育環境の適正化についてということで、小規模校の現状を改善し、

教育環境の適正化を図ることを目的とした請願が３月定例会で採択されまし

たが、町としてはこれをどのように捉え、どのように進めていくのか、具体的

に問いたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　教育環境の適正化についてということで、３月定例会で

請願を採択、議会の皆様方、議員の皆様方がされたところでございます。 

町としてはこれをどのように捉え、どのように進めていくかというところで

ございますが、この令和６年 11 月に油久校区から小規模校問題対策にかかる

請願書が提出されて３月議会で採択をされたところでございますが、この請願

書でございますが、校区内の児童及び未就学児の保護者から児童数減少が子ど

もの成長に与える影響に対する不安、それと改善策を求める声を受けて作成さ

れたものであるというふうに認識をしてございます。 

またアンケート調査であったり、関係者への意見聴取を経て、町内全７校の

統合を視野に入れた小学校の規模、配置の適正化について早急な取り組みを要

望している請願書であるというふうに認識をしてございます。 

アンケート調査では、歴史ある油久小学校への愛着や学校存続を求める意見

がある一方で、小規模校ならではの教育環境を望む声もあるというふうに伺っ
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ております。 

また、これらの意見を十分に斟酌した上で、校区としての判断が下されたこ

とを深く理解しているつもりでおります。 

児童数の減少に伴う学校の適正規模につきましては、行政並びに関係機関と

の早急な対応改善が求められる状況であるというふうな認識は持っておりま

す。これまでも本町議会の中でも、小学校統合に関する御質問がございました

が、学校再編の検討につきましては、校区から等の要望などがあれば検討に入

らざるを得ないというふうな方針を示してきたところでございます。 

現在のところ油久校区からの要望が今１件上がってきており、議会で採択を

されたというところでございますが、町全体での検討に入る段階には、まだ至

っていないのかなというふうな考えでおります。 

他校区の保護者の意見であったり、小規模校の教育環境のメリット・デメリ

ット、統廃合による影響も慎重に検証した上で、町民の理解を得ながら進めて

いくべきものであるというふうに考えているところでございます。 

学校統合に際しては、通学環境であったり手段、また地域コミュニティへの

影響、また児童生徒への環境変化による影響など、課題は、いい面、悪い面共

にいろんな影響が出てくるものがあるのだろうということに留意しながら進

めていかなくてはならないというふうに思います。 

学校は地域コミュニティの重要な役割を担っておりますので、基本的には、

その学校に通う子どもたち、そしてまたその保護者、そしてその教育環境、そ

れがいかがなものかということ、メリット・デメリットということをしっかり

考えながら、そして地域の意向、そういったものも尊重しながら対応していか

なければならないというふうに考えているところでございます。 

こういうような請願が出された中で校区長さんとも話をしたところでござ

いましたが、区長さんとしても、そういったことを検討してくれということで

ございました。 

決して再編、合併ありきとのことではなく、それに対応する教育環境の整備

というものをどのようにしていけばいいのかというのを早急に検討してくれ

ということが、おおむね総意であったんですよと。ただ今、学校に来年から、

再来年から子どもが通う親としては、ちょっと小規模校での学校に進ませるの

はちょっと不安があるというような声もあると。そこら辺も慎重に検討してく

れというような話で、請願を出すというような話を聞いたところでございます。 

今言ったような方向で、議会の皆様方も特別委員会を立ち上げて検討する方

向で調整に入っておられますので、そこは、皆様方とも意思疎通を図りながら

慎重に検討を進めてまいりたいというふうに考えております。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　４番、池山喜一郎議員。 

○４番（池山喜一郎議員）　本町の出生数については、令和元年がですね、67 名で

した。それからずーっと減ってきまして、２年が 51、３年が 48、４年が 45、

令和５年が 26、令和６年 18、来年はまだ減ると思います。 

それに、現在の町内の児童数が 352 です。この令和６年に生まれた 18 名の
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子どもが小学校に入ったときの児童数は 235 ということで約 120 名程度、現在

より減っていくという状況がうかがえます。 

現にですね、今、町内７小学校あるんですが、最も大きい野間小学校が小規

模校になりました。５年生が１クラスです。 

それで、あと６校の学校は過小規模校ということになっておりまして、その

中で全部複式なんですけども、変則型複式学級１校ということで、今年は油久

小学校です。昨年は南界小学校でした。養護教諭が、去年は南界小学校にいま

せんでした。 

また、職員数も教員数も減りまして教頭先生も授業を持つというような状況

にあったようでございます。 

そういうような状況でですね、年々、こういう教育環境が悪化していく、教

育水準が低下していくということの中で、子どもたちは、教育を受ける権利、

言えば、子どもたちが望んで小規模校に行くわけじゃなくて、そこに学校があ

るから行きなさいというような動きです。選べない状況です。 

やはり教育を行うのは行政ですので、しっかりと集団教育を目指してですね、

やっていただきたいというふうに私は思います。 

集団教育いろいろあろうかと思いますけども、再編だけじゃないというよう

なことで、南種子町については、留学生を増やしてやっておるわけですけども、

そういうこともあります。 

しかしですね、請願の中には、留学については根本的な対策にはならないと

いうようなこともありましたし、いろいろと考えていかなければならないと思

います。 

そういうことでですね、地域の意向ということで、先ほど町長言われました

けど、どのようなことを考えてますか、どのような意向調査を行いますか。先

ほど町長の答弁の中に、町民の意向も十分にというようなことでありましたが、

意向調査をどのような形でされますか。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　これに関しては、教育委員会、教育長のほうに、この答

弁をさせていただいた意向等を踏まえながらということでございますので、ア

ンケート等を行うというような方向で進めているところでございますが、段階

的に、これは一斉にというよりは、まずは小学校の通う親御さん、そしてまた

次は、次年度以降小学校に入学される小規模校の保護者の皆さんというような

形で、ある程度を進めていきながら段階を踏んでアンケート等をとっていく必

要性があるんだろうなというふうな話はしているところでございます。 

あと教育水準が今悪化、そしてまた教育環境の低下っていうのは、これはエ

ビデンスがあるんでしょうか。 

それもちょっと今現状小規模校で頑張ってる子どもたち、これは決して教育

水準が悪化しているわけでもないし、教育環境が低下しているわけでもござい

ません。 

教育環境においては、タブレットの配布、そういったものによってのリモー
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ト学習、いろんなことも、今、教育委員会、そしてまた学校現場の教職員の皆

さんも懸命に取り組んでおられることであり、教育水準が悪化してると自分は

認識は全くしておりません。 

そういったところを含めて、我々この問題というのは本当に慎重に事を進め

ていかなければならないことであり、どのような方向でアンケートをとるのか

とか、どのような意向をとるのかというのも、これも特別委員会の中にもまた

お示ししながら進めていくことなんだろうなというふうに考えているところ

であります。 

ちなみに、そういう方向で進め、考えるようにという指示を出しております

が、この教育水準が今悪化しているという言葉については、議会議員の皆様、

私の言論も非常に重いものがあります。 

議員の皆さんも、この今の発言については再度説明頂ければ、町民の皆さん

も御理解頂けるのかなと思うので、そこについては反問権ではないんですが、

ちょっと今の御発言に対して、ちょっと検討しないといけないところもござい

ますので、再度詳細に教えていただければと、また答弁をさせていただきたい

と思います。 

○議長（迫田秀三議員）　４番、池山喜一郎議員。 

○４番（池山喜一郎議員）　ちょっと過激な言葉であったかと思いますけど、教育

環境への影響というところでですね、教育の質の向上、再編することによって

ですね、統合により専門性の高い教員を効率的に配置できるため、児童一人ひ

とりへの指導が充実していきますということで、今各学校の先生方一生懸命や

られております。 

そういう各学校の特徴を活かして学校経営を行っているわけですけども、効

率的に配置できてるのか、そういうところもありまして、その辺が環境として

じゃないかなと思っております。 

学校、それから学級規模の変化、児童数が減少する中で、統合によって学級

規模を適正化できれば共同学習の機会が増え、社会性の育成にも寄与しますよ

というようなこともメリットとしてあります。 

それから学校資源の有効活用とかいうのもありまして、教室や施設を最新の

ものに整備することによって、よりよい学習環境を提供できますというような

ことで、教育関係予算の効率的な使い方ということにもつながっていくという

ようなことでございます。 

質の低下とかいうことじゃなくてですね、ちょっと訂正いたしますが、より

よい教育環境になっていくというような形で置き換えていただければという

ふうに思います。 

それから教育水準については、統廃合することによって向上するというのは

もう前から言われておりますし、そういうような状況につなげていけたらとい

うふうに思います。 

再編はですね、教育環境の向上と財政効率化には寄与いたしますが、地域の

活性化にはちょっと問題がなかなか簡単にはいかない状況にもあるようでご
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ざいます。 

なかなか答弁になったか分かりませんけども、質の低下というより質の向上

ということ、それから教育水準の向上というようなところで捉えていただけれ

ばというふうに思います。 

請願を含めてですね、請願を採択したわけですけども、それ以降ですね、議

会としていたしましても特別委員会を設置してですね、協議を進めてきており

ます。 

第１回目の特別委員会において、未来を担う子どもたちによりよい教育環境

を提供するため、学校再編を積極的に進める方向性を決定をいたしております。

方向性を、すぐせえということじゃありませんけど、それに向かって調査研究

を進めていきましょうということで、行政のほうにも、そういう動きをしてい

ただきたいということで決定をしたということでございます。 

町長の質問に対してちょっと答弁になったか分かりませんけども、なってな

いかもしれませんが、以上でございます。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　昨日開催された特別委員会の報告ちょっと私も受けてな

いんですが、学校再編をするという方向で決定したんですか。それであると、

ちょっと私の答弁はもう全く違うものになってきているので、ちょっと今びっ

くりしたんですが、先ほど来申しておりますようにＰＴＡの皆さん、現在学校

に通われてる皆さんでそういった声をやはりよくも悪くも理解をしながら慎

重に進めていかないといけない問題だと自分は思っています。 

今、議員がおっしゃることは、再編すべきだという方向で行政に動いてもら

いたいという今御発言がございましたが、いやそれはあんまりだろうと思いま

す。正直。 

今調査、そういったことを調査をしていきますよっていう今話をしたところ

でございまして、今びっくりしたんですが、それで委員会で決定したというこ

とが事実であれば、我々は、その方向で進めざるを得ない部分もなきにしもあ

らずではございます。 

それは尊重すべきものでございますので、町民の代表の皆さんが、そのよう

に決めたんだということであればそういう方向で動かないといけないんです

が、本当にデリケートな部分がある要素、そういったものを含んでおります。 

なので、いろんなことを検討しながら、ひと月、ふた月、３、４か月、それ

で結論が出るものではないんだろうなというふうに自分は考えています。 

ただ、自分は再編は反対だとかいう意味ではないです。それを検討してくれ

ということですので、そこはやっぱり慎重に検討しながら子どもたちのために、

ゆくゆくの子どもたちのために。今の出生数、それも把握をしてございます。 

そういった中で、例えば南界小、岩岡小、星原小を、これに関しては家族留

学の受入れであったり、そういった努力もされています。 

南界小にあっても、校区長、そしてまた前校区長か、それに学校長、そして、

その係、担当の人が家を探したりとか、そういった今努力をされています。 
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そういったところもしっかり見ながら小規模校の大きな課題というのは、一

つは、ＰＴＡのいろんな役員さんであったり、いろんなのも回ってくるし、そ

ういったところはＰＴＡも変わるべきじゃないのかとか、そういったところ、

ＰＴＡの組織の運営自体も何か変わってもいいのかなとか、そんなことなんか

から検討をして、なおかつ共同学習、そういったのも取り入れたりとか、そう

いったところをまずステップとしてやっていくべきじゃないのかなというの

も自分たちは考えているところでございます。 

だからそういうふうに決まったんであれば、その方向で、逆に理解を求める

方向で進めるべきなんだろうとは思いますが、ちょっと自分としてはそこは今

の時点で決定されたということは、ごめんなさい。ちょっと自分はちょっと理

解できないところでございます。 

○議長（迫田秀三議員）　４番、池山喜一郎議員。 

○４番（池山喜一郎議員）　まずもっていいますと、昨日の会じゃなくて、議員控

室において委員会を開催した折、議会としては、その方向を示すべきじゃなか

ろうかということで、すぐすぐ再編しなさいというようなことでなくて、再編

に向けた調査をですね、進めていく方向でやりましょうということでございま

す。 

それもまた議会が動かないと行政のほうもちょっと動きにくいでしょうと

いうこともありまして、今日明日ということじゃなくて、うちの南界小学校な

んかについてもですね、校長の見解としては、再編までの間、家族留学等につ

いてはやっていこうと、再編を否定するものではありませんというような見解

でございます。 

また、ほかの学校についてもそのような見解ですので、すぐすぐということ

じゃなくて、それに向かって行政ももうちょっとこう足軽にしていただきたい

なと、調査ですね。絶対というぐらいに町民の意向というのが、住民の意向と

いうのが１番大事ですので。 

さつま町とか、そういうところも調査に行きましたけども、義務教育につい

ては、行政の力で、行政の責任をもってのもとで再編し、複式を解消していき

ましょうというような町の動きがありました。そういうのも勉強してきました。 

どっちがいいのか分かりませんけども、やはり、将来的には再編ということ

になっていくと思いますが、それについての調査・研究は早めに行ってもいい

んじゃなかろうかというふうに思いますので、それをお願いをしておきたいと

いうふうに思います。よろしくお願いします。 

○議長（迫田秀三議員）　４番、池山喜一郎議員。 

○４番（池山喜一郎議員）　そういうことを含めてですね。議会としては、再編に

積極的にというか、再編に向けた方向性を決定し、行政のほうに示したという

ところでございますので、今後、調査等を行っていただくように要請をしてお

きたいと思います。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　はい、もう具体的にお示し頂いてないので、その方向性
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とか、その再編に向けた検討をまずすべきではないかということで承ってよろ

しいんだろうと思いますので、それにつきましては、教育長部局の中でも、十

分に検討しながらいきますので、統合、合併ありきで進めることは、大きなリ

スクを抱えてしまう、こっち側の見えない部分が見えないまま進めてしまうと

いうことがあってはならないというふうに私は思っております。 

だからそれに私は異論を唱えるわけではないんですが、より慎重に、より丁

寧にそして町民の声を聞くためにも、特別委員会の中でも、ありきではなくて、

どの方向が１番ベストなのかというふうなことも含めて御検討頂ければ、また、

そういった内容についてお示し頂ければ、それに沿うような形もとりながら、

十分検討を進めていきたいというふうに考えております。 

場所によっては６校小規模校がありますが、それを全部野間小に持ってくる

ではなくて、例えば、岩岡、南界、油久ぐらいを１つの学校にするんだよとか、

増田、星原、納官を１つにするんだよ、だけど納官は近いからもう野間にとか

なんかいろんなことが可能性があるんだろうと思うし、それの地域の皆さんが

どのような理解を示してくれるのか、どの方向性がいいのか。 

これ、全てを一挙にぼんってやるのもどうなのか、いやそうするんだったら

もう一挙やったほうがいいんだよというような声もあったりするんだろうけ

ども、そこについては、１回もうそれを進めてしまうと、もう再度また開校っ

ていうのは不可能に近いものもあるんだろうなというふうに考えていますし、

そこら辺を今いる子どもたちがどういう、小規模校によって与える悪影響があ

るのか、また、保護者のストレスが、どの程度あるのか、そういったところも

意見も参考にしながら進めていかないと、中学校の統合にしても 10 何年検討

を進めながら統合がなされたところでございます。 

なので、当然我々も教育委員会サイドも、特別委員会のほうにまた行って御

説明したり、お話を聞かせてもらったりするようなこともあろうかと思います

ので、その中で多角的なというか、様々な角度からの議論をしていただかない

といけないものだと思っておりますので、そこら辺はぜひとも慎重に、またそ

の中でも我々すべきことがあれば御指導頂ければというふうに考えておりま

す。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　４番、池山喜一郎議員。 

○４番（池山喜一郎議員）　昨日の話合いのテーマが、学校再編を含めた集団教育

の在り方についてということで、協議、討議、意見交換を行っております。 

委員の皆様方からはですね、この集団教育として再編とか、そういう小規模

校の問題とか、いろいろ貴重な御意見を頂きまして、みんな慎重な回答でござ

いましたので、昨日はいい意見が頂けたんじゃなかろうかというふうに思って

おります。 

ということで、やはり再編ありきじゃなしに、集団教育の在り方ということ

でまずは入っていって、そういう場面からでもいいですけども、最終的にはも

うなるかもしれませんけど、再編という形になるかもしれません。 

ただ、中学校が本当、もう 10 年かかりました。私も係もしましたけども、
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やはり慎重な審議を行いながらしていかなければならないということもあり

ますし、就学児、未就学児の保護者にすれば早くせえというところもあります

し、また、地域を思う年配の方々は、学校がなくなると寂しくなるということ

もあります。 

一長一短あるんですけども、しっかりと協議をしていただき、審議をしてい

ただくということで、すぐすぐ先ほどから言いますように、すぐすぐ再編とか、

そういうようなことじゃなくて、その準備というか、審議、協議をもう早めに

進めていったほうがいいんじゃなかろうかということでのお願いでございま

すので、そういう意味でお願いを重ねてしておきたいと思います。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　町民の皆さんの意向に関しては、回答率がどの程度出て

くるのか分かりませんが、アンケート等も参考にしながらやっていきたいと思

います。 

これにつきましても、アンケートの書き方一つで、声が変わってきます。な

のでこういったものも特別委員会の皆さんにもお示しして、これでいいのかど

うかというようなことも協議をしていただきながら、この部分は外せとか、こ

の部分は追加しろとか、そういったところでも特別委員会の皆さんにも御指導

賜ればと思いますので、何とぞよろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　４番、池山喜一郎議員。 

○４番（池山喜一郎議員）　最後にいたしますけど、そのアンケートについてはで

すね、誘導型じゃなくて、しっかりとした意見がもらえるように、議会のメン

バー、言えば特別委員会との内容についてのすり合わせもしっかりとしていた

だいて、そして町民に示していってもらうというような方向でお願いをして終

わりたいと思います。ありがとうございました。 

○議長（迫田秀三議員）　ここでしばらく休憩します。 

再開は、おおむね 13 時 10 分からといたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩　午後12時01分 

再開　午後１時05分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（迫田秀三議員）　休憩前に引き続き会議を開きます。一般質問を続けます。 

次は、梶原哲朗議員に発言を許可いたします。２番、梶原哲朗議員。 

〔２番　梶原哲朗議員　登壇〕 

○２番（梶原哲朗議員）　議長の許可を頂きまして、３番手として一般質問をさせ

ていただきます。 

その前に先月、13 日に終了いたしましたさとうきびの収穫状況等、すでに御

承知の方もいらっしゃると思いますけども、中種子町では８万 4,000ｔ、反収

にして７ｔ200 を超える豊作のさとうきびの収穫だったと思います。ほっと胸

をなで下ろしているところです。 
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はるのおうぎが多分９割ぐらいあるのか知りませんけども、目立ちのよさの

反収かなというふうに感じているところでございます。 

それでは通告に基づいて一般質問に入りますけれども、通告書を出した時点

で学校再編、統合の関係の質問が誰かが出るんじゃないかなと思いつつ出した

んですけども、午前中の池山喜一郎議員とかぶってしまっているんですけども、

私の個人的な考え方なり、昨日の教育委員との語る会なり、そういったのを参

考にしながら質問を進めていきたいというふうに思います。 

以前、総務文教委員の中で、学校ＰＴＡの役員の方と語る会もしたことがあ

りました。 

その中で、授業の中身は理科か社会かよく分かりませんけれども、教科書に

ですよ、これこれこういう問題があります。隣のお友達とよく考えて話をして

みましょうという設問があったそうです。ところが、その子どもは学年に１人

ということで、まずもってそういう環境もなかったという話もあって、かわい

そうだなというふうに思ったりしたところでした。 

それから昨日の教育委員との語る会の中では、小規模校が決して悪いという

わけでもないんですけれども、音楽の授業等でコーラスとかそういうのもした

いけどできない。演劇についても、どうしても人数が制限されることによって、

ちょっと活動が狭められる。 

そういうのを聞いてなるほどなというふうに思い方だったですけども、昨年

の 12 月に採択された油久から出された請願書についてですけれども、本当に

この人口減少っていうのは、我が町にかかわらず全国津々浦々の地方はもう全

て同じようなことだろうというふうに思います。 

先般、日本政府の統計の中でも、１年間の出生者数が 70 万人を切って 60 万

人台になったという報道もありました。 

政府が予想していたスピードよりも 10 年も前倒しになっているという非常

に急速に人口減少が続いている昨今であります。 

午前中の質問とちょっと若干かぶってしまって恐縮なところもあるんです

けれども、町長の施政方針の中に、この小規模校に対する文言はなかったよう

に記憶をしております。 

昨年度の我が町の出生者数が 18 人、その前が 25 人、この数字を知って、行

政として議会として何もしないというのはちょっと無責任すぎるんじゃない

かというふうに思っているわけでございます。 

午前中の町長の答弁にもありましたけども、いろんなメリット・デメリット

もある中で、町民に丁寧に説明をしながらアンケートもしながら慎重に進めて

いく、もうそのとおりです。そういう答弁がありましたけども、慎重がイコー

ル何て言いますかね。時間をかけるということとイコールであってはならない

んじゃないかなというふうに私は思っております。 

中種子中学校のときに 10 数年かかったという話も聞いておりますけれども、

そういうのを、この人口の減少から逆算したときに少なくとも４、５年はかか

るのかなというふうなことを想定すれば、もう既に遅きに失してるんじゃない
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かなというふうに思うわけです。 

私自身も母校がなくなるということは非常に残念でならないし、それなりに

校区は疲弊することになっていくというふうに思います。しかし、この現実を

無視するわけにはいきません。 

この油久校区の区民の総意として出された請願書、これについて午前中と重

複をするわけですけれども、どうかこのことの検討にどのように具体的に取り

組んでいくのか。恐縮ですけども、再度町長のほうにこのことの見解をお伺い

したいです。以上です。 

この後の質問は質問席からさせていただきます。終わります。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　先ほど池山喜一郎議員のほうからも質問があった内容と

ほぼ同じでございますので、見解という言葉が適切なのかどうかちょっと分か

りかねますが、考え方としては、池山議員のときに説明させていただいたとお

りでございますので、時間を削減するために次の議論等で議論させていただく

ために、前回の答弁と同じような内容であるというふうなことで御理解頂けれ

ばと思います。 

○議長（迫田秀三議員）　２番、梶原哲朗議員。 

○２番（梶原哲朗議員）　あっという間に、時間は過ぎるんですよね。ＰＴＡと語

る会のときの子どもが１人っていうのは２年生だったんですけども、大体どれ

くらいかかるんですかって言って議会側のほうから最低４、５年はかかるでし

ょうと言ったら、もううちの子どもの在学中にはあり得ないなというため息混

じりの声も聞こえたところだったですけども、どうしても、何ていうかな統合

が善し悪しというのも奥歯に物が挟まったような物言いで、なかなか前に進ま

ないんじゃないかなというふうに思うんですけれども、別な視点から考えます

と小規模校の６校ですか。 

そこの維持経費、建物の補修、コスト、学習資材、理科とかそういう資材、

図書、文献、そういう物の購入費あるいはエアコンの空調費、そういうのにも

多額なコストがかかっていることも中種子町の懐を考えたときに、そこも無視

できないんじゃないかなというふうに思います。 

それをひとつの学校にそういう財源を集約、集めることによって、また子ど

もたちにすばらしい環境がアップする。そういうのを考えたときに、やっぱり

今のままでいいのかな、はたしていいのかなあというふうに私は思っておりま

す。 

もう統合するには本当にいろんなエネルギーが要ると思います。学校名、校

歌、いろいろかかると思うんですけれども、一気に統合するという、そういう

考えとはまた別な視点で、私の私見を申し上げますと、いろんな法律的な縛り

もあるかもしれませんが、例えば油久小学校を来年度からも野間小学校に転入

させます、転校させます。そういったものにはできないものかなというふうに

思いますが、そういうことを仮に考えたときにどういう縛りがあるのか、分か
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る程度で教育長なり、町長なりお聞かせできないかなというふうに思います。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　先ほど来子どもたち、そして保護者、また未就学児の保

護者等の意見というのが、まず１番目に声として上げていただくためにはそう

いったところ、そういったのもアンケートも含めて順次やっていく必要性があ

る。 

そのアンケートの中身についても、右左、どっちつかずの状況で導く、誘引

するようなことがないようなアンケートのとり方で本意を示してもらうよう

なアンケートっていうのをとる必要性がありますので、このアンケート等に関

しても特別委員会の皆様方にもお示しして、このような内容でいいか、いやこ

れは削除しろとか、これじゃおかしくないかというような議論もしてもらって、

進めていきたいというふうに考えておりますし、そういう検討というのは、や

はり教育長部局のほうでも早急に、今、特別委員会も議会のほうで立ち上がっ

て、もう第１回が開催されたわけですので、それに合わせながらも、慎重に進

めていく必要性はあるんだろうと思いますが、議員がおっしゃったように８人、

10 人、児童が通う小規模校において 10 人と仮にします。８人の保護者がやっ

ぱり合併したほうがいいよねっていう思いが仮にあったとしても、２人は合併

したくないという、このままでいいということも、仮にいるかも、これはもう

仮の話ですけども、そういった中でこの施設整備にかかる経費、これを頭の中

に入れて考えることっていうのは非常に危険なのかなというふうに考えます。 

なのでそこは後から考えていいことであって、そういったところも含めて、

ちょっとその施設整備にかかる経費、当然財源、血税でございますので、そう

いったところは慎重になるべきところ、また、対応すべきところは対応してい

かないといけない。 

今こういう話が出たから来年は、というような話にはならないので、慎重に

検討する中では、そういったところで今２年生で５年かかる、でももう卒業し

ていない。確かにその思いも分かります。 

しかし、施設整備にかかる経費というのをこっちに出して図ることはちょっ

とおかしい。非常にこの教育に対するおかしな考え方をせざるを得なくなって

くるのではないかなというふうに考えております。 

ですので、特別委員会の皆さんにもそういったことも含めて図りながら、当

然我々も今議員がおっしゃる施設整備に関する予算というのは議会の皆さん

の議決を頂いて執行させていただいておるわけでございますので、そこも含め

て慎重な議論を進めていくべきなのだろうという思いますが、この施設整備の

予算等に関してのことを今この場で言うべきことではないと。これだけは議員

にも御理解を頂きたいというふうに考えます。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　２番、梶原哲朗議員。 

○２番（梶原哲朗議員）　それぞれの小学校のコストのことを私先ほど触れました

けれども、町長がおっしゃるとおり教育ほど重要な国造りの投資はないと思っ

ておりますから、私はそういうのを子どもが少ないから削減しろという意向は
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毛頭ありませんので、その点はちょっと誤解があったのであれば修正をしたい

と思いますけども、子どもは本当に１人になっても、２人になっても潤沢とい

うのもあれですけども、教育予算を削減をするべきでないのはもう十分分かっ

ているつもりです。 

最後のほうの私が述べた、一気にするから大変エネルギーもかかるし時間も

かかるわけですけれども、希望する学校を、野間小学校に仮に吸収するような

転校、編入、そういうのに、ここは詳細な通告はしてないところもあるんです

けれども、どういった障壁があるのか、教育長、分かる程度でその辺分かりま

せんかね。 

部分的に弾力的な対応をするのも一つの手じゃないかなというふうに思い

方なんですけども、いろんな条例、いろんな決まりがあるのは分かりますけど

も、どういった障壁があるのか、ちょっと分かる程度で結構ですけど。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　答弁を求めるものという欄に町長と書いてございますの

で、私のほうで答弁をさせていただきますが、その方向に進めると決まったわ

けではないですので、障壁がどうというのをここで議論するのは、言及するの

は控えさせていただきたいと思います。 

○議長（迫田秀三議員）　２番、梶原哲朗議員。 

○２番（梶原哲朗議員）　町長の答弁は理解できないわけではないですけども、世

の中にいろんな決め事があって、もちろんそれがベストな決まりというわけで

は私はないと思ってる人間なんですけども、そういう弾力的な対応ができるの

であれば、そういう障壁を取り除くような対応、それも行政なり、我々議員の

仕事かなというふうにも思っての質問でありました。 

午前の質問とも重複することになって恐縮ですけども、学校統合に関する質

問は終わりまして、次の質問に移らせていただきます。 

コンパクトシティという構想という考え方があるのは皆さん御存じかとい

うふうに思いますけども、先ほどの人口減少と大いに関係がありますけれども、

末端の、しかも離島の小さなこういう市町について、直接コンパクトシティが

当てはまらないかもしれませんけれども、でも、家を地元に地方に、実家のと

ころに建てるのが一般的ですけれども、その家をつくると最低というか、一般

的に 4、50 年も家に住むわけなんですけれども、家があることによってそこに

道路が行って、水道の配管が行って、電気は九州電力ですけども、そういうイ

ンフラの整備、維持管理、そういうのを少しでも節約するという意味で私は提

案をするんですけれども、都市計画というか、その町の構造、構想をずっと企

画課あたりで考えるのかもしれませんけれども、地方に家をつくる場合にある

程度幹線道路沿いに家をつくっていただくことによって、いろんなインフラコ

ストの節約、それと災害の自然災害から回避できる、そういう利点があるんじ

ゃないかなというふうに思っているわけです。自分の先祖代々ある土地に家を

つくるなという意味では決してありません。 

可能なら、このあたりに地方の幹線の沿いに家をつくっていただけるのであ
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れば、何がしかの補助金、助成金を差し上げますっていうような条例なりをつ

くっていただいてすれば、もう今今の問題というよりも 20 年後、30 年後の各

集落を考えたときに、もうそろそろそういうのも考えて、あまり地方の家がば

らばらにならないような施策も、このまちづくりの中で必要ではないのかなと

いうふうな私の思いであります。 

そのことについて町長の御意見を頂きたいと思います。よろしくお願いしま

す。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　コンパクトシティ構想という言葉がございますが、ちょ

っとそれとは違った梶原議員の今の御提案と受け止めたいと思います。 

様々な規制がある地域での建築、そういったものもございますし、農地法に

よる規制のある土地であったり、いろいろ土地に関しても簡単に家が建てられ

る場所、建てられない場所、いろんなものがございます。 

そういった中では、行政がまちづくりというか、その集約、各校区なら校区

の建設地を集約する必要性が議員おっしゃるところでいうとインフラであっ

たり道路の整備のコストを考えたときに、そっちのほうを進めて、そこに家を

建てる人には、いくらかの助成をしたらどうですかっていう御意見ですが、今

のところ建築等に関する意向っていうのは、あくまでもその個を尊重していく

べきものなのだろうと思います。 

その中で、規制があったり、どうしたりすることに対しては、ここには建て

られませんよとか、ここに建てるんであれば、こういう手続きをしてください

とかいう指導はしていく必要性はありますが、現状としては、ここに建てるん

だったらお金をあげますっていう感覚っていうのは、ちょっと違うのかなと。 

詳しく議員の思いといいますか、集落を疲弊させないためにも、そういうや

り方をしたらどうかっていうことでございますので、自分は自分なりにちょっ

と咀嚼して考えてみたいと思います。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　２番、梶原哲朗議員。 

○２番（梶原哲朗議員）　具体的に、もうイメージがしにくいのを承知で、こうい

う提案をしてるわけですけれども、決して個人の意向をこっちから否定して、

そこは駄目とかいう気持ちじゃ全くないです。 

一生に一度の大きな買い物の家を建てるわけですから、周りの景色とか、昔

から先祖代々の土地とかそういうのがあってそこに愛着ある、そういうのも当

然です。 

ただ、我が町のつくり方はできるだけこういうところにまとまって、あるい

は公民館を周辺の数珠つなぎにすることによって、いろんなところで効率的な

ことが図れる。あるいはにぎわいも出てくる。 

そういうのを意味しての提案でありますけれども、そこをあんまり意味がな

いのであれば、それでもいいんですけども、そこを早く手を打っていくらかこ

の町の防災なり、インフラ整備に係る維持、持続可能なこのまちづくり、そう

いうのに貢献できるのではないかなというふうに思っての提案であります。こ
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れで終わりますけれども、いくらか参考になれば企画課等ともお話をしていた

だければ、少なくとも何らかの町のそういう面で貢献できるんではないかなと

いうふうに私の提案でございました。 

短い時間ですけども、私は質問は以上で終わりたいと思います。ありがとう

ございました。 

○議長（迫田秀三議員）　次は、大町田勇希議員に発言を許可いたします。 

１番、大町田勇希議員。 

〔１番　大町田勇希議員　登壇〕 

○１番（大町田勇希議員）　議長の許可を受けましたので発言いたします。１番大

町田勇希です。 

本日質問については大きく３項目質問させていただきます。 

まず１個目、人口減少対策について。この人口減少というのは、先ほど同僚

議員のほうからも出生数が下がったり等々、様々な起因があり、また、この人

口減少というのは、中種子町だけではなく日本全国としての今直面している一

つの問題だと思っております。 

ただしかしながらその中で、私たちが暮らすこの中種子町、こういった中種

子町の中ではどういった対策をしているのかというところでお伺いいたしま

す。 

それでは、人口減少対策についての質問です。今後の人口減少対策について、

町が行う人口減少に対する政策について町長の見解をお伺いします。以降の質

問は質問席から行います。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　人口減少対策について、今後の減少対策について町が行

う人口減少に対する政策について見解を問うということでございます。 

私どもも、この人口減少、少子高齢化、これについては非常に危機感を持っ

ているということは御理解を頂ければありがたいというふうに考えます。 

そういった中で少子高齢化がもたらす人口減少、これは議員おっしゃるよう

に全国的な課題と捉えています。 

本町では福祉の施策であったり移住定住施策に加え、各課協力して幅広い対

策を講じているところでございます。 

これらの施策で即効性を求めるというのは、ちょっと難しい要素もあろうか

と思いますが、住民の皆様に豊かな暮らしを提供して住んでよかった、住みた

いと感じていただけるまちづくりを目指して取り組んでいるところでござい

ます。本町の未来に向けた施策を深く理解し御賛同頂いております議員の皆様

には、心より感謝を申し上げる次第でございます。 

これらの施策が持続可能な地域社会の実現に寄与すると考えており、また町

民の皆様とともに未来を形づくっていくべきものというふうには考えており

ます。 

今後も町議会の皆様、そして関係団体、町民の皆様と連携しながら、さらに
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取り組みを進めてまいりたいというふうに考えております。 

その政策、具体的にどのようなことをやっているのかという御質問かと思い

ますので、対策としての説明をさせていただきますが、定住促進住宅の整備事

業ということで空き家の改修などに関する経費などを助成をしております。 

また定住支援事業ということで、野間校区以外の校区に住宅建築などを行う

場合はその経費を助成、子ども加算もありますという施策も進めさせていただ

いております。 

また、空き家バンク制度、これまだなかなか登録してくださるところがまだ

まだ少ないところでございますが、そういったところ、そしてまたお試し住宅

というものを試験的にやっております。 

町内にある空き家を有効活用して、町への移住定住の促進と地域活性を図る

仕組みでございまして、所有者などに物件を登録してもらって、利用希望者へ

紹介する制度であったり、移住を検討されている方を対象に町内でお暮らし、

１週間、ひと月というようなスパンでも実際に体験できる施設というふうにし

て準備を進めているところでございます。 

また、地域福祉課のほうでは、放課後の児童健全育成事業の放課後児童クラ

ブであったり、また児童手当の支給、また出産祝い金の支給、また妊婦のため

の支援給付交付金であったり、また子ども医療費の助成事業、当然のことなが

ら御理解頂いております副食費等の助成事業、敬老金の支給事業であったり、

高齢者等給食宅配のサービス事業、そしてまた、介護福祉人材確保対策事業で

あったり、介護支援専門員等の研修受講費の助成であったりということもやっ

ております。 

また、一次産業においては新規就農者の育成総合対策事業なども行っており

ますが、まだまだ実績としては数少ないものであるというふうに認識しており

ます。 

農業実習生の受入れ、これも施策としては行っておりますが、現実的に飛躍

的にということにはなっていないのが現実でございます。 

また、教育委員会におきましては学校給食費の補助事業、それからまたうみ

がめ留学であったりうみがめ奨学金事業、こういったものを始めております。 

またスポーツ合宿の誘致推進事業であったり、よいらーいきスポーツクラブ

の活動支援、また町民体育祭や駅伝競走大会など、町内のイベントを発信しな

がら中種子町に移住・定住してもらうような方向性を進めております。 

なかなか一足飛びにいくものではございませんが、これもやらないと本当に

何も変わらないというところでございますので、何かそこにチャンスを見いだ

してきっかけをつくり、そこにつなげていけるような、そういう工夫を進めて

いきたいと思って考えております。以上でございます。 

○議長（迫田秀三議員）　１番、大町田勇希議員。 

○１番（大町田勇希議員）　答弁ありがとうございます。先ほどの答弁の中で様々

政策内容、事業の内容等を御説明頂きました。 

ただこれちょっと、私の今受け取る感覚なんですけど、これ人口減少と先ほ
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ども言ったとおり、どこもなっていると。今言った給食費無償化なりとか、福

祉の敬老のお金これって、はっきり言って多分ほとんどの自治体やってること

ですよね。 

だからやらないといけないというとこもあると思うんですけど、かつ、そう

いった補助というのは今既存にここに定住されている方向けの政策にはなる

のだろうかなと。 

ただ、その中でもちょっといい政策だなと私思ったのが、今年度から開始さ

れたお試し移住という数週間、中種子町に移住をしてもらって、その方が定住

をしてもらう、そのきっかけづくりの政策だと認識しております。 

これであったりあとはうみがめ奨学金制度、こちらについてＵターンを促進

するための制度として私理解しているんですけど、この２つの、うみがめ奨学

金について、ほかにもやっている自治体はあるんですけど、この中種子町だけ

で、さっき言ったお試し移住のような外から人を呼び込むような政策として、

今後、何か考えているもの等あれば教えていただきたいんですけど。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　うみがめ奨学金については、もう既に申込みがなされて

おります。数名だと思いますが。これも実績を重ねていく必要性がありますし、

役場や町内の企業への就職、要するに何といいますか、逆リクルートといいま

すか、こちらが採用試験を受けてください、町内の企業に就職してくれません

かっていうようなことで、学校訪問を毎年実施しております。 

これはもう工業系の高校であったり、看護系の大学であったり、短大であっ

たり、いろんなところにお邪魔をして中種子町をまず知ってもらうこと。 

そういった中で、ちょっと相互信用金庫さんと提携した奨学金制度になって

おりまして、そこら辺が、例えば県内とか、要するに鹿児島市内の高校にいま

す。だけど大学に進学したいけど、奨学資金をもらいたいけど、条件が合わず

にもらえないっていう人たちが仮にいたとすれば、それを種子島に、中種子に

住んでもらう。10 年間は住んでくだされば、ほぼ返さなくていいですよってい

うようなシステムというのはできないのかっていうのをちょっと自分はまだ

庁舎内でも全く検討してないんですけど、そこら辺もちょっと検討していく必

要があるんだろうなというふうに考えます。 

町内に住んでくれさえすれば、島内の役場であろうが何であろうが、企業で

あろうが働いて中種子に住んでもらえれば返さなくてもいいというシステム

なので、予算化していく中でもそれが全部消化されるかどうか微妙なところが

あるんですが、実績に合わせてやっていくんでしょうけども、これが全国展開

したらどうなるんだろうっていうことを考えたときに、中種子町では考えられ

ない程度の人が該当者にはなるんですが、そん中から何人手を挙げるんだろう

とか、そういったことを今頭の中で考えてはいるところです。 

そういったところを含めて、工業系の学校であったり、そういったところと

いうのは夏休みに合宿に来ていただいておりますので、そこの学生たち、高校

生の皆さんに役場の中を見学してもらう、そういったこともしてもらって役場
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の中でどんな仕事をしているのかというようなことも実際、体験をしてもらう

と、そういったことも今進めておりますし、実際来てもらって離島とはいえ、

高速船で１時間 40 分、飛行機ではもう実際 30 分で移動できるっていうところ

は逆に鹿児島市内から南大隅であったり出水であったりっていうところに移

動するよりも時間的には少なくて済む離島であるっていうところも発信をし

ていますので、そういったところを含めて出生率の問題もございますが、移住

定住を進める中で若い世代がここに住んでもらうことでまた地元の方と縁が

あるようなことがあれば、非常に前向きに進めていける問題、課題も少しずつ

ではあるけど克服できていくんではないのかなという期待感を持って、様々な

ところにアクションを打っているところでございます。 

○議長（迫田秀三議員）　１番、大町田勇希議員。 

○１番（大町田勇希議員）　はい、ありがとうございます。この問題については、

今国ですらなかなか対処できていないという現実がある中、こういった地方自

治体でもう根本的に本質的な解決がはっきり言って無理だと思うんですけど、

ただでも何かやらないと、もうこのまま衰退していくのを待つだけというのも、

なかなかここに暮らしてる人間としては寂しいので今後も引き続き、先ほどの

ような政策を続けて頂ければと思います。 

次の質問です。食品アレルギーについてなんですけど、更問いの質問ですね

これ。一応令和６年の９月に学校給食を配給できない児童に対しての補助を検

討してみてはという旨の質問をさせていただきました。 

その上で質問させていただきます。学校給食を配給できない児童に対して、

保護者の要望があれば補助を検討する旨の答弁がありました。 

その後に保護者が要望をしているが、検討結果について町長に伺います。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　令和６年３月、９月定例会において、議員からの御質問

で食物アレルギーの状況で弁当対応になってるお子さん、これについては、給

食無償化の恩恵を受けないということで焦点化されましたので、今後考えてい

く必要があると感じ、そのようにお答えをしたところでございます。 

これまで、このようなケースというものが我々も議員の情報提供があったお

かげで気づいたところでございまして、ここは本当に我々もしっかりそこら辺

については調査をすべきだったんだろうなというふうに思うところでござい

ますが、議員のほうからの質問において気付かされたところであるというのが

正直なところでございます。 

他の市町の対応なども調べながら、本町での対応を検討し、医師の指示をも

とに給食センターと協議の上、弁当持参が必要と判断されたお子さんについて

は、補助を支給することにしたところでございます。 

要綱であったり申請様式を整え現時点での対象者については学校長を通し

て支給の手続を進めているところでございますので、議員の御意見に対しては、

しっかり対応していきたいというふうに考えておりますし、もう既に実施を始

めているところでございます。以上でございます。 
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○議長（迫田秀三議員）　１番、大町田勇希議員。 

○１番（大町田勇希議員）　今の答弁をお聞きすると、これは補助するといったと

ころでよかったですか。そういった認識でいいですか。よろしくお願いします。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　はい。令和７年度から給食費については、不公平性がな

いというような方向で、それに対しての給食費分、それに関しては町のほうで

負担をさせていただくということでございます。 

○議長（迫田秀三議員）　１番、大町田勇希議員。 

○１番（大町田勇希議員）　ぜひともですね、こういった１人だけ取り残さないよ

うにと以前も学校の話言われていたので、そのとり残すことがないように皆さ

ん尽力していただければなと思うんですけど、ただ今、補助するといった話で

した。 

これ、具体的にどういった形で補助をするのか、現金で支給をしたりするの

か、それとも、もしくは何かしらの金券といいますか、チケットのようなもの

で渡して補助するのか、どういったのを今お考えでしょうか。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　給食費として、今はもう給食費無償化になっていますの

で、なんですが、おおむね給食費として月々お支払いをしていただいたわけで

す、今までですね。 

その分の金額について、弁当つくり代ということで現金で支給をするような

方向で検討しておりますし、その方向でよかったと思います。支給いたします。 

○議長（迫田秀三議員）　１番、大町田勇希議員。 

○１番（大町田勇希議員）　はい、ありがとうございます。 

これ本当に保護者としては、なかなか経済的負担も不公平感があるといった

ところで、これを解消してもらえると非常に喜ばれると思います。 

ただしかしながらですね、これもう１点確認したいところとして今回補助す

ると決定したわけですけど、その中で不公平感が出ないために給食費無償化に

なってから不公平感が出てきたと。であるならば、給食費無償化になったとこ

ろまで遡って支給してみてはと思うんですけど、どうですか町長。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　要綱等を定めて、この事業が使えるようにということで

進めてまいりました。 

ですので令和７年度の当初予算で計上されているものだというふうに認識

しておりますので、これにつきましては、令和７年度からということで、議員

のほうからも保護者の方を御存じであれば説明をしていただいて、御理解を賜

れればというふうに思いますので、何とぞよろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　１番、大町田勇希議員。 

○１番（大町田勇希議員）　できるならばこれ私としては遡って支給してもらうと

いうのがやっぱり１番いい形なのかなと。 

ですし、これ私の質問自体、前年度の９月にやってます。そこから今９か月
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経って補助するというような話になったんですけど、これはっきり言ってあと

３か月早ければ補正で上げて、その分支給できたような気もするんですけど、

これ何でその半年間で、そこまで至れなかったんですかね。何かしらそこに原

因があれば教えてください。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　先ほども説明しましたように他市町の対応なども調べな

がら、また県内の状況も調べながら、本町での対応、これを検討した結果とい

うことでございます。 

そしてまた医師の指示、そういったものも含めて、どの程度、どのようなふ

うに進めていけばいいのかということも検討しておりましたので、それについ

ては、もう少し早くすればよかったのにっていう御意見は真摯に受け止めたい

と思いますが、そういうことで進めておりますので御理解を賜れればと思いま

す。 

○議長（迫田秀三議員）　１番、大町田勇希議員。 

○１番（大町田勇希議員）　実際にこの保護者と私は話もしたことがあります。こ

の議会の中で、こういった町長の答弁があったので、保護者が要望すればとい

う最初に枕詞がついてたので、もう役所に行って担当課なり何なりにちょっと、

こういう要望したいんだけどという話をしなさいという話を保護者にしまし

た。 

そのあとにまた経過を聞いたんですけど、そのときは、どの窓口行っても、

そんなのありませんよと確かに制度的にないのでしょうがないんですけど、ど

っちかというと何か、そんなの知りませんよぐらいの勢いで返されたと、その

保護者は。その話を私も聞いて、じゃ、２回目行くんだったら私も一緒に行き

ますという話をさせてもらいました。 

でもそのとき、また一緒に行こうという話をしてる頃に、また何ですかね行

政サイドで検討するっていうような回答をもらったらしいんですね、保護者の

ほうが。それはよかったなと。ただそれがもう年末とかの話なんですよね。 

検討に入ってから何かもう少し早くできたんじゃないのかなというのと、あ

とはっきりと検討する旨を町長答弁で答えられたので、しっかりと行政サイド

にも、そういった要望が来たら何かしらの審査なり、検討に入りなさいという

指示は出されていたんですか。お願いします。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　その対応に関しては、全職員、窓口が理解をしているわ

けではなかったと思いますので、対応が悪かった点については、議員にも、ま

たその保護者の方にもお詫びを申し上げないといけない部分があるかと思い

ますが、それ以降の検討の中で協議し、支給というところに至ったのは、当初

予算の編成時点ということになりますので、当然それも議会の同意を頂き、議

決を頂いてからということになるということで、当然のことながら、もう少し

早く、もう少し早くというのは気持ち的には十分理解できますが、そういった

ところでしたので御理解を頂ければと思います。 
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○議長（迫田秀三議員）　１番、大町田勇希議員。 

○１番（大町田勇希議員）　ちょっとまず１番真に問いたいのは、これが何でそこ

まで時間かかった原因、いろいろなところで話を聞いてっていうのは分かるん

ですけど、ぶっちゃけ、こういう構想があるから予算をつけますって補正でで

きますよね、恐らく。その予算取りだけであれば。 

そこを最初にやっといて、もっとさらに事業内容を深めていくっていうこう

いったこともできたような気がするんですけど、どうですか。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　一応補正予算を御提案するにしても、その要綱であった

り、そういったものをしっかり精査して、しっかり固めて予算を計上させてい

ただくというのが基本だと思いますので、そこら辺慎重になったところでござ

います。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　１番、大町田勇希議員。 

○１番（大町田勇希議員）　ちょっと釘を差すようですけど、誰１人取り残さない

って言ってた割にはもう既にとり残してますよね、その分。 

そこをちょっと少し私としては同じ保護者の世代といったところもあるん

ですけど、非常に矛盾を感じるのと、ちょっと不信感を覚えてしまうので、た

だ今回その時間的な猶予がなかった、あとは予算の性質上どうしてもつくこと

はできないっていうのも理解はしているんですけど、ただそこのもう少し、し

っかりそこまで言うんだったらちゃんともう少し速度を上げてやって欲しか

ったなというのが率直な意見なんですけど、また今後こういう問題がないとも

限りません。 

これがはっきり言って今までにないレアケースといえばレアケースです。そ

してさらに言うと、給食費無償化など今までやってなかった政策についた副産

物だと捉えています。 

なので、今後こういったことあった場合、行政として、同じように制度化し

てやっていくのか。どうでしょうか、町長。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　はい、これについては要綱を定めておりますので、要望

があったといいますか、当然年度初めとかであれば予算も組めますし、年度途

中であっても今議員おっしゃるように要綱も決まっておりますので、それにつ

いては追加分でというような話ができていくんだろうと思います。 

初動に関して反応が悪かったという議員の指摘は真摯に受け止めて、今後、

そこら辺の改善に努めていきたいと考えております。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　１番、大町田勇希議員。 

○１番（大町田勇希議員）　はい、ありがとうございます。今回のことを教訓とし

てですね、またよりよい行政サービスの発展につなげていければと思います。 

次の質問です。こちら教育長のほうに伺います。 

中学校の新制服についてという質問なんですけど、これ実は、この質問をす

るに至った経緯として元々小学生の保護者の間で去年ぐらいからですね、今の
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小学校５年生から中種子中学校の制服が変わるらしいよっていう、もう本当噂

ベースで話が流れてきておりました。 

ただ、そこについては、はっきり言って、長子以下が保育所以下にいる保護

者もしくは高校にはいるけど中学校に保護者がいない御家庭、こういったとこ

ろには本当噂程度で流れてきていて、ただ実際中学校のＰＴＡ関係者に聞くと、

何かそういう方向性だねっていうのを聞いていたので、この質問を実際その真

意はといったところで入れさせてもらいました。 

その上で質問いたします。今回、今のところもう新制服が採用されたという

ふうに聞いているので、ちょっと文面と合わないところもあるんですけど、こ

の新制服が採用された経緯、目的について伺います。よろしくお願いします。 

○議長（迫田秀三議員）　教育長。 

〔教育長　鮫島孝則君　登壇〕 

○教育長（鮫島孝則君）　ありがとうざいます。大町田議員の御質問にお答えした

いと思います。 

御質問の中学校の制服についてですが、各学校で保護者等と協議した上で学

校長が判断するというふうになっております。行政として答弁すべきことでは

ないかもしれませんが、中学校の制服に関する現状を分かる範囲でお答えした

いというふうに思います。 

まず経緯ですが、以前から女子生徒の制服について気候に合わせて調節する

ことが難しく、改善を要望する意見が保護者から上がっていたということです。 

折しも生徒が主体となって校則の見直しに取り組んでいる過程で、ジェンダ

ー平等の観点で制服を見直すべきとの生徒の意見をきっかけとして校則制服

検討委員会が発足したということでした。 

性差によらず、ズボンやスカート等についての好みや暑さ寒さへの感じ方の

違いなど、個別の服装についての嗜好に対応ができるように検討しているとい

うふうに伺っております。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　１番、大町田勇希議員。 

○１番（大町田勇希議員）　今の話、答弁の中であったのが、制服については学校、　　

保護者ってＰＴＡ主体でっていう話なので行政として答弁難しいっていう話

だったんですけど、ちょっと気になるのが、中種子町に中学校１校しかないん

ですよね。なのに、なぜそこをウォッチしてないのかなと、はっきり言うと。 

普通ほかの大きな市町だと、中学校がもう 20 も 30 もあってなかなか全て一

つひとつを管理下にしっかりとハンドリングするのが難しいと思うんですけ

ど、でも中種子町に至ってはこと１校しかないです。 

しかも、この１校については、中種子町中の小学生のほとんどがそのまま上

がっていくわけですよね、中学校に。 

そういったものを考えるとはっきり言って行政としても、そこの中学校自体

の動きを見ておくのは非常に重要だと思うんですけどどうですか。 

○議長（迫田秀三議員）　教育長。 

○教育長（鮫島孝則君）　今大町田議員がおっしゃったとおり、そこは町内に１校
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しかない中学校ですので、そこは連携とりながら教育委員会としてもやってい

くべきだというふうには感じております。 

ただ校則とか、それからまだ今の制服問題とか最終的に判断するのは、学校

と。それも生徒、それから保護者の意見を酌みながら総合的に判断をして学校

長が判断するというところがありますので、あまり深入りするのもどうなのか

なというふうな思いもありますので、一応連携はもちろんとっていくべきだと

いうふうに思っております。 

以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　１番、大町田勇希議員。 

○１番（大町田勇希議員）　はい。今の回答の中に、保護者と連携とりながらって

言ってるんですけど、この保護者ってどこを指してます。 

○議長（迫田秀三議員）　教育長。 

○教育長（鮫島孝則君）　保護者は中学校に在籍している保護者というふうに考え

ております。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　１番、大町田勇希議員。 

○１番（大町田勇希議員）　はい、だからそこがやっぱクローズ化してしまう話な

んですよね。だって上がって来るんですよね、みんな、どの小学校の子たちも。 

何でそこの意見聴取だとか話を聞くだとか、説明をしないのかというのが非

常に不思議でして、それこそこの通告書を出して、数日経ってからいきなり中

学校から新制服についてのアンケートっていうのを各小学校に、これ６月９日

に配布されております。何かその動き自体がちょっと何か疑心暗鬼を覚えるん

ですよね。なんか今言われたからやった感がすごく思ってしまうんです、保護

者としては。 

その前に変わりますよっていう、ちゃんと明確な経緯と目的の説明をまずし

てもらって、今回その制服については、機能的な問題があって、それを学生中

心で解決していこうという観点から始めました。っていう説明であれば、はっ

きり言って保護者として別に問題はないんですよ。 

そうじゃなくて、その変に限られた人間だけで決めてしまうような体制自体

が、いかがなものかというところで保護者の今、はっきり言って不満が出てい

ます。こういった点についてどう思います。 

○議長（迫田秀三議員）　教育長。 

○教育長（鮫島孝則君）　はい。今の今回の制服問題については中学校だけアンケ

ートをとっても、それは意味はないんじゃないかなというふうに思ったところ

です。 

これから新しい制服にするんであれば小学校段階におろして、保護者の意見

を聞くというのは当然だろうというふうに思っているところです。説明が十分

でない場合には、教育委員会としても丁寧な説明をするようにということで指

導、助言のほうをいたしたいというふうには考えております。 

以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　１番、大町田勇希議員。 
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○１番（大町田勇希議員）　今教育長言われた在校生にアンケートをとるという意

味がないというのは違うと思ってます。 

そこはなぜかっていうと、着てる学生が１番機能性のことについては十分理

解しているので、そこについてやっぱり在校生の意見も間違いなく必要だと思

います。むしろデザインとかだけでしか選べないわけですよね、その次入って

くる子たちっていうのは。 

それよりかもう少しその学生自身が、今後、より良い学習環境に過ごすため

には、そういった在校生として抱えるこれはちょっと改善してほしいなってい

う面を考える上では、そういったアンケートだったり意見集約は私は必要だと

思うので、そこについては、ちょっと考え方をもう少しちょっと変えてみては

いかがかなと思います。 

ですね、あと、次の件になるんですけど、次の質問事項ですね。新制服と旧

制服、これあえてこういう言い方をさせてもらっています。 

今現行で使用している制服を旧制服として、次から使うであろう制服を新制

服として言葉の定義をしておりますが、そこに至って今聞いているところでは、

男子だったら学ランからブレザーになると、女子であればセーラー服からブレ

ザーでスカートもズボンも大丈夫ですよみたいな話を聞いてるんですけど、こ

れ購入する場合の金額、こちらっていうのは、今現状分かってる限り差はある

んでしょうか、教えてください。 

○議長（迫田秀三議員）　教育長。 

○教育長（鮫島孝則君）　新制服と旧制服の購入金額の差なんですが、新しい制服

の価格については中学校にお尋ねをしたんですが、現在まだ検討段階であって、

価格はまだ決定していないということだけしか伺っていないです。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　１番、大町田勇希議員。 

○１番（大町田勇希議員）　はっきり言って今どのデザインを選べといってる段階

なんで、それは金額決められねえよなというのは薄々思っていたんですけど、

ただこれ早ければ来年４月からもう導入されるわけですよね、その新制服って

いうのは。移行期間でですね。 

ただ、そうなってくると、今度今の小学校６年生が中学校１年生に上がるま

で、もうはっきり言ってもう１年ないんですよね。 

この制服の金額だったりははっきり言って見えないと親も何かどれだけ準

備したらいいのかとか、やっぱり不安に思うわけですよ。 

やっぱり一般的にやっぱ学ランよりなんかブレザーの方が高いようなやっ

ぱ保護者は認識を持っているので、そこを踏まえて、もう少しこれ早めに金額

等分かれば伝えるような、こういった努力をしてみたらいかがでしょうか。 

○議長（迫田秀三議員）　教育長。 

○教育長（鮫島孝則君）　大町田議員のおっしゃるとおりだというふうに思います。 

その辺の移行期間、それから金額もまだはっきりと分かってないということ

ですので、余裕を持って説明をしていただくように指導、助言のほうしていき

たいというふうに思います。以上です。 
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○議長（迫田秀三議員）　１番、大町田勇希議員。 

○１番（大町田勇希議員）　はい、ありがとうございます。次の質問にいかせても

らいます。 

この新制服導入に当たり、生徒会や保護者の要望や意見聴取、アンケートを

行ったのかという質問なんですけども、若干先ほどの答弁の中にあったとは思

うんですけど、その中でさらに付け足したいものがあれば御答弁お願いします。 

○議長（迫田秀三議員）　教育長。 

○教育長（鮫島孝則君）　はい、ありがとうございます。 

中学校では、昨年度中、校内に複数の見本を展示して在校生、それから入学

予定児童、生徒とその保護者に周知をしておりました。 

私も学校訪問をして制服が飾られてるなということで、見本を拝見したとい

うところにあるんですけども、展示期間を経て生徒や保護者の意見や要望を収

集し、選定作業を進めているというふうに聞いております。 

また現在ちょうど新制服の基調となる色、それからデザインに関するアンケ

ート、先ほど大町田議員もおっしゃったように実施しているということを伺っ

ております。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　１番、大町田勇希議員。 

○１番（大町田勇希議員）　はい。それ若干ちょっと私もうちょっと深掘りさせた

いところが１点ありまして、１番最初の質問のところで経緯だったり目的とい

うところで、答弁の中に制服の機能性に関する問題であったり、そこに関わる

校則の問題だったりもあって、ただその中でジェンダーレスだったりとかそう

いう時代の流れの中で、最終的に新制服っていうアウトプットが出てきたって

いうような認識でいいんですか。よろしくお願いします。 

○議長（迫田秀三議員）　教育長。 

○教育長（鮫島孝則君）　はい、そのように伺っております。 

○議長（迫田秀三議員）　１番、大町田勇希議員。 

○１番（大町田勇希議員）　私すごく思ったのが、恐らく今の中学校に在校してい

る生徒の方たちっていうのは、３年間恐らく制服変わることはないだろうなと

思っています。 

となると、先ほど言った機能性として問題がある、校則に問題があるといっ

たところの本質的な解決は３年先に先送りされたようなものだと思うんです

よ。だからこれもう少し、今現状で生活を学習環境に置かれている子どもたち

のことを考えるのであれば、そういったところも教育委員会も一緒になって、

もう少し意見聴取をして、どうしたらいいのかっていうのも考えてみたらどう

かなと思うんですけど、どうですか教育長。 

○議長（迫田秀三議員）　教育長。 

○教育長（鮫島孝則君）　おっしゃるとおりなんですけども、先ほども申し上げま

したけども制服に関しては、いろんな御意見等を伺いながら最終的には学校長

が判断するということになっております。 

教育委員会としても、いろんなどういうふうな、先ほどおっしゃった金額の
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問題だったりとか、そういったもので要望等がもし教育委員会であれば、そこ

は学校長、管理職と、そういったところでも相談しながら指導、助言をしてい

ければなというふうには思っております。 

○議長（迫田秀三議員）　１番、大町田勇希議員。 

○１番（大町田勇希議員）　なかなかある程度、何て言うんすかね、縦割りじゃな

いですけど、まず、各々の領域があるといったところは十分理解はしています。 

ただしかしながら元々は県職員とはいえ、中種子町の職員として宣誓式もし

ているわけですよね。中学校以下の職員の方々。って考えると、そこを変に縦

割りにするのではなくて、もう少ししっかりと密になって連携をして、そうい

った声をしっかりと届ける、反映させるっていうのが重要だと思うんですけど、

その上でですね、ちょっとこれすごく保護者から言われているところですけど、

先ほどの校則、機能性の問題とかあったんですけど、これ私も結構聞いてると

ころがあって、例えば女子生徒の制服、特に冬服とかなんですけど、制服って

今セーラー服で、ここが、ちょっと空いてる状態なんですよね。ちょうどおな

かの部分ぐらいで。 

中に厚着もできなくて、中にヒートテック１枚着て学校に行ってるっていう

お子さんもいるそうです。先ほど答弁の中であった保護者からの変更だったり

の意見というのは、この意見の本質っていうのはコートとかを着させてくれな

いのかっていう意見だったんですよ。実は。 

でもここについては、やっぱりその領域が違うといったところで今教育長に

話をするのもあれなんですけど、そういったのがちょっと制服がばらばらにな

るからちょっとそれは控えてもらいたい旨の中学校からの回答があったらし

いです。 

ですので、そういった本当に、もう少し細かいところかもしれないんですけ

ど、そこをもう少し声を形にできる、指導、監督するお立場としてはそういっ

たものをもう少し見ていただけないかなと思うんですけどどうですか。 

○議長（迫田秀三議員）　教育長。 

○教育長（鮫島孝則君）　そういった問題も中学校と連携しながらですね、そうい

った問題等があれば助言していきたいなというふうに思っております。 

○議長（迫田秀三議員）　１番、大町田勇希議員。 

○１番（大町田勇希議員）　本当に今の小さいことかもしれませんけど、これでや

っぱり苦労してる生徒さん、心配に思っている保護者の方はいるので、少しで

もいいので、そういった意見に対して手を差し伸べられればなと思います。 

次の質問、これ最後になりますけど、制服の変更という子育て世代に対する

負担は考慮しているのかという質問なんですけど、この真意としては、今先ほ

どあった新制服と旧制服、購入金額に差があるのかといった面が一つ。 

もう一つ、２点目がですね、結構中種子町内、お下がりだったり、ほかの自

治体の方もそうだと思うんですけど、お下がりだったり文化が結構あります。

女の子だろうが男の子だろうが兄弟がいてですね、それをお下がりする。 

もしくは隣近所だったり、お友達のお子さんにお下がりをあげるとか、こう
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いったところでなるべく現役世代といいますか、保護者の方々は経費を削減し

ているところです。 

今回、制服が変わってしまうとお下がりという、これ活用してる人もいるか

どうかにもよるんですけど、そういったものが使えなくなり、実質的に購入一

択になるので、そこの負担というものが出てきます。 

そこについての質問です、というところで子育て世代に対する負担は今考慮

されているでしょうか。よろしくお願いします。 

○議長（迫田秀三議員）　教育長。 

○教育長（鮫島孝則君）　また、子育て世帯の負担ですけども、やはり現行今着て

いる制服の値段と大きな差があると、それはもちろん負担になるというふうに

は十分承知をしているところです。 

それも含めまして、選定基準のほうも考えていただきたいという助言のほう

はしているところです。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　１番、大町田勇希議員。 

○１番（大町田勇希議員）　すみません。もう一度言いますけど、前提事項の部分

で、そこは、お下がりが本来だったらあったはずなのに、それが今なくなった

部分についてはどう考えてますか。 

今のは、最初にもう新品で全員買うという考えのもとの負担の話ですよね。

そうじゃなくて、本来であれば、制服が変わらなければ、例えばお兄ちゃん、

お姉ちゃんなりの制服がそのまま次着れましたと。そういった場合購入しなく

ていいわけじゃないですか。そういった負担についてはどう考えます。 

○議長（迫田秀三議員）　教育長。 

○教育長（鮫島孝則君）　大変申し訳ございません。そこら辺の負担については、

現在のところ考えていないところでございます。 

○議長（迫田秀三議員）　１番、大町田勇希議員。 

○１番（大町田勇希議員）　なぜ考えないんですかね。保護者、もしも親だったら

普通にみんなやってることですよ。 

２人以上お子さんがいたり、あと知り合いのお子さんがいたり。そういう何

て言うんですかね。誰が見ても明らかに分かる話だと思うんすけど、何でそこ

は考えないんですか。 

○議長（迫田秀三議員）　教育長。 

○教育長（鮫島孝則君）　制服の選定については、基本最終決定は学校長というと

ころで、学校のほうで一応考えて検討しなければいけないんではないかなとい

うふうには思っているところです。必要があれば検討したいというふうに思い

ます。 

○議長（迫田秀三議員）　１番、大町田勇希議員。 

○１番（大町田勇希議員）　検討って何を検討されるんですか。ちょっとすみませ

ん。よく分からなかったので、お願いします。 

○議長（迫田秀三議員）　教育長。 

○教育長（鮫島孝則君）　学校とお下がりの件について、どういうふうにするかと
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いうふうにどう考えてるかとそこら辺をまだ聞いていなかったもんですから、

その辺をちょっと情報提供、情報共有しながら考えていきたいというふうに思

います。 

○議長（迫田秀三議員）　１番、大町田勇希議員。 

○１番（大町田勇希議員）　あんまりこんなお下がりだの何だの金銭だのっていう

話をしてもはっきり言って何も建設的な議論にはならないんで、ここはもうこ

れで終わらしたいなと思います。 

ただしかしながら、第三者から見ればただの制服の変更かもしれません。で

すが、これ当事者となってみれば結構いろいろ大きな問題でもあるわけですよ

ね。実際に自分たちが生活していく上での負担が増えるっていうところで、

今々確かに児童手当だとか、そういった給食費無償化だとかしっかりと行政自

体もサービスをしていってもらっているところはあります。 

ですが、それでもなかなか産み育て、しっかりと教育を与える環境について

100％整備されているかというとそうでもないのかなと。ただ 100％近づける

ための努力は皆さんしていただいているというのは重々承知しております。 

ただその上で、私今回これ先ほどちょっと話で申し上げたいのが、これ今々

制服の金額が仮に一緒だとだったとしてもですよ。 

これ、はっきり言って全員一括購入なわけで、さっき言ったお下がりだとか

っていう、はっきり言えば裏技的なものになってしまうのかもしれないんです

けど、そういったものを使えないというところであれば、時限的にですね、例

えば３年間制服を買われる新入生の方に対して、その分半額補助しますとか、

ていうものをすれば、３年後、４年後にはもうその下がりだったりとか、お兄

ちゃん、お姉ちゃんから次の弟、妹へっていうものが出てきます。なので、こ

ういった補助に対する検討というのもどうでしょうかね。お願いします。 

○議長（迫田秀三議員）　教育長。 

○教育長（鮫島孝則君）　そういうお下がりの件、それから制服購入に対する負担

が大きくなり過ぎて、どうにかしてほしいという、そういう要望等が中学校な

り教育委員会なり寄せられた場合には、その辺は協議してまいりたいというふ

うに思います。 

○議長（迫田秀三議員）　１番、大町田勇希議員。 

○１番（大町田勇希議員）　すみません、実際そういう意見が私のほうに寄せられ

たので今回入れてるんですけど、それで今どうですか、どうしますか。今要望

してるんですけど、どうですか。 

○議長（迫田秀三議員）　教育長。 

○教育長（鮫島孝則君）　中学校にも問合せをしながら検討していきたいと思いま

す。 

○議長（迫田秀三議員）　１番、大町田勇希議員。 

○１番（大町田勇希議員）　すみません、ちょっと何か噛み合わない感じがしたん

ですけど、中学校へ問合せてどう考えているのかっていう話だと思うんですよ

ね、さっき言ったお下がりとかそういう金銭的な負担は中学校としてどう考え
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ているのかっていう、恐らく話だと思うんですけど。 

○議長（迫田秀三議員）　教育長。 

○教育長（鮫島孝則君）　この件については、大町田議員だけに来ているのか、そ

れともそういう要望が中学校にも何か届いてるのかどうか、その辺を思ったも

のですから、補助ですよね。大町田議員のところにそういう声が多いというこ

とですよね。 

それが中学校には届いてないのかなと思ったものですから、それで情報共有

をしたいというふうに申し上げたところです。 

○議長（迫田秀三議員）　１番、大町田勇希議員。 

○１番（大町田勇希議員）　多分親御さん中学校に補助してくれって言わないと思

いますよ。 

なぜかっていうと中学校にそういう機能ないじゃないですか、補助する機能

は。その機能と基本的に行政の機能ですよね、違いますか。 

○議長（迫田秀三議員）　教育長。 

○教育長（鮫島孝則君）　どれぐらいそういう方がいらっしゃるのかなというふう

な把握がまずできてないんですけども、その辺が分かれば教えていただきたい

と思います。 

○議長（迫田秀三議員）　１番、大町田勇希議員。 

○１番（大町田勇希議員）　すみません。私は子どもを野間小学校に通わせていて、

付き合いといっても全員が全員付き合いあるわけではないんですけど、その中

で今言われた方っていうのが大体７、８人ぐらいの方が制服変わるのちょっと

負担だよねと、何か補助とかできないのっていうようなことはもう言われてお

ります。この７、８人が多いか少ないかっていうとはっきり言って分からない

のが現実です。 

ただ、いかんせん、そういって少なからず思っている方がいるのは事実です

ので、そこを多い、少ないっていうものではなくて、今々ある要望として受け

て、何かしらアクションを起こしてほしいなっていうのが私としての思いなん

ですけど、どうですか。 

○議長（迫田秀三議員）　教育長。 

○教育長（鮫島孝則君）　制服の補助をする、しないっていうのは今のところまだ

それぐらいいらっしゃるということを今お聞きをしたところなんですけども、

私の考えでしますというふうなこともちょっと言えませんので、そこは、町長

とも語っていきたいというふうに思います。 

○議長（迫田秀三議員）　１番、大町田勇希議員。 

○１番（大町田勇希議員）　これ補助してもらいたいか、もらいたくないかって仮

にアンケート取ったら、ほとんどの人はしてくれって言うと思いますよ、だっ

て楽になるんですから、そんなものは当たり前です。 

ただ、今回ちょっと何て言うんですかね、その変更に関してやっぱり保護者

の中から疑念が生まれてるんです、今現状で。何でこんなことになってるのと。 

そこを払拭する意味でもそういった補助だったりとかも出してはいかがな
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ものかなというところで今回提案をさせてもらったところでもあります。 

これは別に制服を変えることが悪いとは私は全く思ってないですし、逆に今

回のように生徒会が主導で、学校と共同して新しい制服を導入して、機能的な

改善を図ろう、校則をいい方にみんなが過ごしやすいものに変えていこうとい

うのは非常にいい取り組みだと思うんですよ。 

そこをまた学校主体でやっていくこと自体も別に悪くはないと思います。 

ただ、そこのプロセスの部分で、ちょっと保護者サイドとして、どうしても

何かもやもやする、こういうものが生まれてきているのが今現状です。 

ただしかしながらこの保護者に関しても、この変わるということについては

もうある程度覚悟はしてるわけですよ。 

もう絶対反対とか言ってる人なんかいない、聞いたことないですから。です

ので、ただ、そういった保護者たちの覚悟といいますか、気持ちを組む上でも、

しっかりと保護者の方々だったりにも説明をして、何かしら補助をつけるとま

でなかなか言うのは難しいとは思うんですけど、そういった負担をなるべく減

らすようなことをやってみたらどうかなと思うんですが、どうですか。教育長。 

○議長（迫田秀三議員）　教育長。 

○教育長（鮫島孝則君）　考えていきたいと思います。 

○議長（迫田秀三議員）　１番、大町田勇希議員。 

○１番（大町田勇希議員）　すみません。何回も変な質問になったかもしれないで

すけど、してしまって。ただ、なかなかそんなに大きな問題じゃないと私も認

識はしてるんですよ。 

今回取り上げたことについては、そういった町民、保護者からの声があった

よって言ったところで、そこをぜひとも教育委員会として話を聞いてもらいた

いなという一身でしたところであります。ですので、変なふうには受け取らな

いでください。 

以上で私の一般質問を終わります。ありがとうございます。 

○議長（迫田秀三議員）　ここでしばらく休憩します。 

再開は、おおむね 14 時 35 分からといたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩　午後２時25分 

再開　午後２時35分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（迫田秀三議員）　休憩前に引き続き会議を開きます。一般質問を続けます。 

次は、秋田澄德議員に発言を許可いたします。 

３番、秋田澄德議員。 

〔３番　秋田澄德議員　登壇〕 

○３番（秋田澄德議員）　皆さんどうもお疲れさまです。 

通告をしておりました質問事項について、町長に質問をさせていただきます。 

令和７年度の施政方針について４点、そして再編交付金について１点、町長

に伺ってまいります。どうぞよろしくお願いいたします。 
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まず１点目ですけれども、農林水産部門ですけれども、施政方針の中で、で

ん粉原料用さつまいもの作付面積減少を抑制するために振興会組織やでん粉

工場等と連携し、支援策を検討するとされております。 

この支援策について既に具体的な内容が整っている場合、その詳細を示して

いただきたいというふうに思います。よろしくお願いします。 

あとの質問は質問席からさせていただきます。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　でん粉原料用さつまいもの作付面積減少を抑制する支援

策を具体的に示せとの御質問でございます。 

でん粉原料用さつまいもは、これまで基幹作物としてまたさとうきびとの輪

作を推進する重要な作物として栽培の維持拡大を図ってまいりましたが、令和

２年にさつまいも基腐病が発生して以来、さつまいも全般の作付面積、生産量

及び生産額が大幅に減少している状況にあるところでございます。 

令和元年度のでん粉原料用さつまいもの生産状況は作付面積が 504ha、生産

量１万 3,422ｔ、反収 2,663kg、生産額は約４億 8,800 万円、作付農家数 534

戸でございましたが、令和６年度の生産状況につきましては作付面積が 207ha、

生産量 4,685ｔ、反収 2,263kg、生産額は２億 3,628 万円、作付農家が 246 戸

となっておるところでございます。 

令和元年と昨年を比較いたしますと作付面積が約 300ha、約６割減少してい

るところでございます。 

また現状での価格につきましては、１袋当たり 1,900 円ほどに上がってはお

りますが、作付面積の維持拡大にはつながっていないというところでございま

す。 

このような状況にあることは御承知のことと思いますが、議員御質問の面積

減少を抑制する対策といたしましては、国や県の取り組みをはじめ町単独の補

助事業などで支援しているところです。 

県、熊毛支庁を中心に、熊毛地区さつまいも基腐病対策プロジェクトチーム

会において関係機関一体となり対策を講じてまいったところでございます。 

栽培技術の見直しや研修会なども開催し、栽培農家への技術指導、助言等を

行ってきたところでございます。発生状況は県内において減少傾向ではござい

ますが、まだまだ厳しい状況が続いているところです。 

これまで国の基腐病対策として甘味資源作物産地生産体制強化緊急対策事

業であったり、サツマイモ基腐病対策推進事業を活用して、薬剤であったり生

分解性マルチなどの資材支援、また、堆肥散布また排水対策等への支援がござ

いました。今後も事業が継続されるものというふうに考えております。 

また、町単独事業におきましては、早期植付推進による品質、反収の向上を

図るため、でん粉用、青果用とも育苗ハウスの設置やトンネルハウス資材の助

成、バイオ苗の普及のための支援などを継続して実施しているところでござい

ます。 
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令和５年度に設置し種子屋久農協に貸し付けている硬プラハウスにおいて

は、令和７年産バイオ苗は全て青果用だったようでございますが、令和８年産

以降は、ハウスの３分の１ほどで、でん粉原料用の増殖を取り組んで頂くよう

ＪＡと協議を進めているところでございます。 

本町の基幹作物であるさとうきびと原料用さつまいも、また、青果用なども

含め、かねてより推進をしております輪作を今後も強く推進していきたいとい

うふうに考えています。 

また、これまで実施している町単独の補助事業等も当面継続し、作付面積の

維持拡大を図ってまいりたいというふうに考えておるところでございます。 

以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　３番、秋田澄德議員。 

○３番（秋田澄德議員）　今町の単独の補助とか、基腐病対策や、この対策、今町

長おっしゃられましたけれども、これはこれまでやってきた対策、ほぼそのも

のなんですよね。これから、この中で増産対策、こういうものは町長考えてお

りませんか。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　当然このでん粉原料甘藷のみならず、青果用さつまいも

生産農家も非常に厳しい状況であるというふうな認識をしているところでご

ざいます。 

青果用、でん粉原料用を含めて、基腐病発生により、しばらくさとうきびに

切替えているという農家さんもいらっしゃるというふうに認識しております。 

このさとうきびの面積の減少を抑制するためには、転換というのは、一つの

いいものだったんでしょうけど、実質上はやはり青果用のさつまいもをつくり

たい。また、これによって高反収を得たいという農家さん、また短期間での勝

負が早いと思われるでん粉原料甘藷、これに関しても、そんなにたくさんはつ

くらないでもいいから少しでも収入があればというふうな形でつくってきて

いた農家さん等がちょっと今離れてる現状なんだろうなというふうな理解を

しているところでございます。 

昨日も青果用の安納芋、作付け、生産、販売をしている方とお話をさせてい

ただいたんですが、とにかく今、次に向けての考え方を農家の皆さんも工夫し

て考えていかないと、ただ単に作付面積を増やそう、どうしようということだ

けを行政に頼っても、それはなかなか克服できるものではないので、作付面積

を広げていくためにこういうことをやりたい、それに対する何かが必要だって

いうことを我々は提言する必要性がありますよねっていう話もしていたので、

そういった形でのいろんな提言をぜひお聞かせ頂くと、また我々も動きもとり

やすいんではないかなという話もしているところでございます。 

現状としては、でん粉原料甘藷につきましてはやはり高齢化が進む中で、や

っぱり植付けとかそういったものっていうのが非常に労力が必要であること

と、高齢の農家の皆さんに言うと、もうからいもはたいそかと、もうオーギに

切替えたやというような方も中にはいらっしゃるということで、どのような策
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を今後打っていけばいいのかということも含めて、今熊毛支庁農政普及課等も

交えながら検討に入っているところでございます。 

あと向上支援とかそういったことも含めながら、また今後、考えていく必要

があると思いますが、今年もやはり作付面積はそんなに伸びていないように思

いますし、また、先ほど池山喜一郎議員のほうからもありましたように、植付

け前後の雨によって作付けの時期が遅れ込んでおりますので、これによるいも

の生育というのももうなかなか進みにくい状況にあるのかな。 

農家の皆さんの話を聞いてもカラが伸びてこんやと。もうそろそろ畝が見え

ん事ならんばいけん時期なのにカラがまだ伸びてこんやっていうような話も

伺ったりしますので、作柄を見ながらのいろんな対策を打っていく必要性があ

るんだろうなというふうに考えております。 

バイオ苗をなるべくたくさんの方に使っていただいて反収を上げてもらう

というのもひとつの案だと思いますので、ここら辺も取り組んでまいる所存で

ございます。以上でございます。 

○議長（迫田秀三議員）　３番、秋田澄德議員。 

○３番（秋田澄德議員）　町長が先ほどね、中段で申された現場の人の話、これに

耳を傾けていくと、これ大事なことだと思います。やはり現場を知ってて、こ

れまでやってきた経験の中から町長にそういうふうにいろいろやるために何

が不足するという部分、これは大事だと思うんですよね。 

そこを後押ししてくれる、そういう行政であれば、非常にいい感じで農業政

策も運んでいくんじゃないかというふうに思うんですけれども、私が思うこと

もあるんですが、これまでの面積減少、基腐れもありますし、それからその中

でさとうきびへの転換、それと園芸作への転換、こういうものが多々見られて

まいりました。 

結局、去年度の面積が 207ha という結果が出てますね。令和６年からこの３

年間、一気に 110ha の減少、すさまじい減少なんですけれども、行政としても

やはり面積の減少を抑制したいという、そういう気持ちで一生懸命やっていた

だいてると思うんですが、今の現状ですねもう一つの見方がありまして、作付

面積の少ない兼業農家の廃作の発生ですね。それと高齢化に伴う作付面積の減

少、それと離農、こういうのが出てきております。 

そして、こういうところの背景にですね、現行の品目別経営安定対策、この

中のＢ－４ランクいつも私言うんですけどね、生産者が、やはり基幹作業の一

部、これを委託しないといけないんですよね。 

これは制度で決まってるわけですけれども、この面積の割合が３分の１から

２分の１になったということは、御本人の作付面積の 50％を誰かに委託しな

いと甘味資源のさつまいもの交付金はもらえない。こういう実態があるわけで

すよね。 

ですから、こういうところも障害になっているところがあって、国の制度、

これ自体をもう見直していただきたい、そういう気持ちがあるんですけれども、

今、平成 22 年からスタートして 17 年目に入りますけれども、やはり国の制度
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を変えるというのは、それぞれ甘味資源の生産地域それぞれの思い、それぞれ

の事情あるので、なかなかなんですけれども、今先ほど町長もありましたよう

に、原料単価が、１俵当たり運賃を入れると、もう２千円近くになっています

ね。結構いい単価に上がってきているわけなんです。 

ですので、こういうことを踏まえて、兼業農家の皆さんとか、なお耕作意欲

のある高齢農家に対して、今の制度の周知、それから委託料については、でき

れば全額とか、または一部の、肩を押す、背中を押す助成をするなどして、作

付面積の回復を図る、そういう意味で制度説明とともに増反の推進を協議会の

力を借りないとできんですから、各地域の協議会とも協議していただいて、や

はりここで、かつてあったように昔は増反推進をやってましたよ。夕方、生産

者のお宅を訪問して、こういうのを今一度やってはどうかというふうに思うん

ですが、いかがですか。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　増産対策で夜な夜な出かけていって農家を回ってという

のを私も認識しておりますし、そこら辺については今基腐病ということで、実

際実施もできておりませんし、今のところそのような計画は立てていないわけ

でございますが、青果用さつまいもの人と話をしたときに、その青果用さつま

いもつくってる人たちも今苦しいと。 

だけど、池山朝生議員がおっしゃったように農家はちょっとしたことのお金

がない状況にもある部分はあるんだという話をする中で、安納いもを１町歩つ

くります。 

これはもう安納いもというのは非常にデリケートないもだと思っています。

丁寧な管理作業が必要になってきていて機械で掘ったりとかはあまりされな

いんだろうなというふうに思いますが、これを含めた中で、今しばらくでん粉

を植えたらどうですかっていう話をしたら、それも一手やなあみたいな話をさ

れる農家さんでした。 

だから、自分のちょっと問いかけは乱暴なのかもしれないですけども、そこ

をちょっと上手に工夫してやってもらうことも大事なのかなというふうな認

識ではおります。 

あと、さとうきびに切替えてもあと３、４年経ちますので、そろそろ廃耕と

いう状況になってきますので、そこら辺についてまた中種子町のキビ甘藷振興

会の会合もございますので、そういった中でもそんな議論というか話をさせて

いただくような形をとっていければなというふうに思っております。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　３番、秋田澄德議員。 

○３番（秋田澄德議員）　輪作的な話が出ましたけれども、なかなか基腐病につい

ては克服ができない状態ですね。 

冒頭に町長からもありましたけれども、県の報告は収まりつつあるというの

がありますけれども、それぞれほ場に入れば、かわいそうな状態が多々見受け

られます。 

ですから、なかなかこれは克服できない状態なんですね。ですので、今町長
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がおっしゃる安納芋からでん粉原料用にチェンジする。どうでしょうね。 

私は自信がないですけれども、ですので、そういうのもありながらというこ

とも、それぞれ考えていらっしゃるでしょうから、それはそれでいいと思うん

ですが、本町の農家構成、これは全体で 230 戸くらいでこれセンサスですけど

ね。 

専業が 234、一兼が 98、二兼が 397 戸、このうち兼業農家、一兼、二兼合わ

せますと、農家数の７割になるんですね。７割の兼業農家がこの町の農業の下

支えをしている。そういう状況というのがあると思うんですね。 

こうした状況は、しっかり踏まえていただきたいんですけれども、いま一度

兼業農家の力というものを再認識していって、兼業農家の皆さんもしっかり取

り組んで頂く方策、例えば兼業農家同士が連携して組合の組織をつくる。そし

て補助事業の導入を受けられる。 

そういう体制整備、またそこに町がそれを支援するために何らかの助成をす

るとか、別な方策の支援をするとか、といったところでやはり基幹作物の作付

の面積の増大を図る。そういうところに兼業農家の皆さんに頑張っていただく。

そういう環境整備、これは町長、考えられませんか。どうですか。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　農家の皆さんの声を聞くことが１番だと思いますので、

そういったところも今御提案があったような話、そういったことも相談をして

みて、前のめりにやっていただけるような農家さんがいらっしゃるようであれ

ば詰めて協議をしていくようなことも可能であるというふうに考えます。 

本当にこの基腐病っていうものがもう絶対来ないよっていうのであればま

だ本当に推進はしやすい部分もあろうかと思いますが、議員おっしゃるように、

来てないところはほとんど来てない、だけど来てるところはばらばらと基腐れ

でもう枯れ込んでいるっていうほ場も見受けるというのは事実でございます

ので、ちょっと不安感否めない部分はまだあるんだろうなというふうに認識を

しております。 

当然、青果用のさつまいもからでん粉用っていうのは簡単にはいかないと思

いますが、そういったのも一つの案であったり、どうだったりっていうような

議論をいろいろさせていただいたところでした。 

そういった話を聞かせてもらいながら、今特定地域づくりの組織の編成とい

うものも検討に入っておりますので、そういった分野とかともまた連携をしな

がら、今おっしゃるこの兼業農家の力をお借りしながら進めていくというのは

有意義なことなんだろうなと思いますし、特に、でん粉原料用甘藷の作付面積

の爆増とはならずにしても、今から少しずつ、少しずつ増やしていけるような

環境づくりを支援していくというのは、大事なことなんだろうなというふうに

は思います。 

そういったところもまた、農家の皆様、また振興会の皆さんとも話をしなが

ら、ざっくばらんな意見を聞きながらやっていければと思います。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　３番、秋田澄德議員。 
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○３番（秋田澄德議員）　そうですね、やっぱり生産者としっかり膝を突き合わせ

て話ができて、政策に結びつけていく。 

そういう中でこの農業については、地域全体の基幹作物、これの安定供給、

これはやはりこの中種子地域の経済の活性化、これにもつながってまいります

しね。 

ですから、やはり、町長が今、兼業農家の力も借りてとおっしゃいますけど、

町長が言っただけじゃ駄目ですよね、実動部隊が動かないと。そこんところを

しっかりしていただきたい。どうですか。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　私１人で力を借りるわけにはいきませんので、当然のこ

とながら行政の現場、また県の熊毛支庁、そこと連携しながら動いてもらわな

いと、それは前に進まないものだというふうには認識しております。 

○議長（迫田秀三議員）　３番、秋田澄德議員。 

○３番（秋田澄德議員）　そういうところで一つ、よろしくお願いをいたします。 

次の質問させていただきます。次に有人国境離島法に基づく輸送コストの支

援事業、これの拡充についてお伺いいたします。 

その中でこの輸送コスト支援事業に個人の住宅建設資材、こういうものを追

加する考えはないかということを町長にお伺いするわけですけれども、農林水

産業資材については、以前から制度を活用した軽減措置、これが受けられるよ

うにということで事業拡充を求めているところであります。 

そういう意味で今後も農業者の期待に応えられる形で積極的に進めていた

だきたいというふうに思っております。 

その中でですね、やはり、この町の若年層を中心とした町民の中には、戸建

住宅の建設を希望しながらも建設資材の高騰により現在坪単価が約 100 万円、

この辺まで上昇しております。住宅資金の返済と生活の両立が難しくなり、建

設を断念せざるを得ない、こういうケースが増えております。 

少なくとも資材運賃の低廉化が実現すれば、坪単価の抑制につながり、戸建

て住宅の定住促進につながるのではないかとそういうふうに考えます。 

そこで改めて、個人住宅の建設資材を輸送コスト支援の事業の対象に含める

ことを提案するんですけれども、町長はどうお考えでしょうか。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　有人国境離島措置法に基づく輸送コスト支援事業の拡充

を関係機関に要望というふうなことでございましたが、個人の住宅建設資材を

追加する考えはないかということで、私が追加する立場ないので、はい、どう

しますとは言えないんですが、まずこの今議員おっしゃるように種子屋久振興

協議会であったりとか、各県の離島振興協議会などを通じて各種要望を行って

いるところでございます。 

御質問の住宅建設資材につきましては、この事業の対象品目が今のところ移

出に対しては、農林水産物 23 品目となっており、移入に対しては、移出する

１品目に対する原材料など１品目となっておりますので、個人の住宅建設資材
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を移出する１品目に対する原材料などと考えにくいため、制度自体の大幅な見

直しを図らなければ、実現できない現況の法律であるというふうに認識をして

おります。 

その中で、議員の御意見として住宅建設資材も追加して要望したらどうかと

いう考えでございますので、これも県の離島振興協議会の中で、いくつか提案

をさせていただいて、これを採択しましょう、これを採択しましょうというよ

うな協議がなされた中で提案がなされていく部分が多くございますので、そう

いったところでも諮ってみる必要性はあるのかなとは思いますが、今これを確

実に要望の中の一つとして追加をするよう要望しますというのは、言及できな

い部分であるということは御理解頂ければと思います。 

昨年度の要請においては農林水産物生産に係る必要な資材、特に肥料、堆肥

などの購入における輸送費助成の拡充、畜産の生産に係る必要な資材、飼料な

どの購入における輸送費助成の拡充などをお願いしており、農林水産部門の拡

充要望を優先的に行っているというふうに御理解を頂ければと思います。 

また要請の際には、この制度自体が奄美群島や小笠原諸島などへの支援制度

と同程度の内容として考えているため、他制度とのバランスなどもあることか

ら御理解を頂きたいと回答を頂いている状況であれば厳しい状況でございま

すが、本町にとっても重要課題でございますので、この今までの要望事項につ

いては引き続き強く要望してまいりたいというふうに考えております。 

以上でございます。 

○議長（迫田秀三議員）　３番、秋田澄德議員。 

○３番（秋田澄德議員）　現行はですね、農業用資材、これがやはり最優先でやっ

てるという、それはもう十分承知しております。 

令和５年度の県の市町村別住宅着工統計を見ますと、本町の持家住宅の着工

件数は 13 件、賃貸住宅は 33 件、給与住宅は２件です、合計 47 件。こういう

実績が上がっておりますけれども、賃貸住宅の着工件数が断トツで多いわけで

す。 

この中で、一次産業に従事する移住者向けの住宅、こういうものについて、

建設が確認できれば、やはり輸送コスト削減の支援の対象に含められないかと

いうふうに私は思ったところなんですけれども、町長が先ほど述べられたよう

に、やはり国内の離島全てのところどころが抱えてる問題。 

それを法的に解決していくということになりますので、非常に時間もかかる

と思いますけれども、こういうこともあるんだということは、しっかり町長も

認識していただければ、やはり人を寄せる、定住させる、そういう施策の一つ、

そういうふうに捉えて町長もこれからそういう活動はしていただきたいとい

うふうに思っているところです。 

どうぞよろしくお願いしたいんですが、よろしいですか、町長いかがでしょ

うか。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　そこを視野に入れておきたいと考えます。 
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○議長（迫田秀三議員）　３番、秋田澄德議員。 

○３番（秋田澄德議員）　次の質問です。コミュニティバス、予約乗合タクシーの

運行について町民ですけれども、町民ニーズを把握し、利便性の向上を目指し

て協議を進めるとございます。 

具体的に住民のニーズが、どのようなニーズが上がっているのか、それにど

のように対応するのか。説明を頂きたいと思います。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　現在把握しているニーズというところでは、バス停まで

の距離がちょっと遠いというふうな意見が多くございまして、多いと言いまし

ても若干ではございますが、確かにそれはあるんだろうなと思っております。 

路線の変更であったり、曜日運行などの対応ができないか今現在検討して、

そこに向けて変更ができないかということを検討しているところでございま

す。 

○議長（迫田秀三議員）　３番、秋田澄德議員。 

○３番（秋田澄德議員）　確かにコミュニティバスのバス停が遠いとか、それは、

地域の老人の方でおっしゃる方、結構いらっしゃいますね。 

そういうところを改善していただければまたありがたいんですが、私今日は、

市街地の話をさせてもらいますけれども、野間を中心に考えたとき、野間市街

地といったとき、商店街からですね、直線で大体 500ｍ程度、そうしたところ

にいらっしゃる高齢者、こういう方々が、言わば町の端境地域ですね。 

そういう人たちの移動について、コミュニティバス、これはそういう端境地

域には、路線が配置されてないわけですね。 

そういうところの方々については、今、交通手段がなくて、歩きも大変だと

いうところもありますんで、何かバス停の設置とか、そういうところを改善策

はできないかというところがありますけれども、いかがでしょうか。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　現在コミュニティバス、議員の皆様の議決を頂いて小型

バスに変更をして、コミュニティバスの運行をさせていただいております。 

これ永浜ストアーさん前が停留所になっております。役場付近でございます

が、今ちょっと担当課とも協議をして検討しているのが、バス停を役場の中に

設置ができないものなのかとか、そういったことを考えております。 

そういったことも含めて、利便性を高めていくための工夫というのは当然検

討が必要になってきますので、停留所の問題とか、そういったことも今、議員

から御提案のあったようなことも含めながら、段階的になろうかと思いますが、

改善をしていく必要性は十分あるというふうに考えております。 

コミュニティバスがあんまり連なることはないんですが、ちょうどバス停郵

便局の入り口とかあの辺がちょっと絡みがちょっとあるもんで、今後のこの町

の形も含めて、どのようなライン、経路を作りそこに停留所っていうのは、慎

重かつ迅速に検討していく必要性があるんだなというふうに思っております。 

○議長（迫田秀三議員）　３番、秋田澄德議員。 



-60- 

○３番（秋田澄德議員）　ぜひですね路線の検討まで含めて、しっかり市街地周辺

の方々のやっぱり足の確保というものも、しっかり手を差し伸べていただきた

いというふうに思うところです。 

それから町内４路線、コミュニティバスが運行しておりますけれども、上り

の便は大体４便とも朝８時 40 分頃、下りが昼 12 時 20 分頃となっています。 

その中でですね、午後から市街地で買い物もしたいという方もいらっしゃい

ます。そういう方々が１度、下り便が、地域の最後の停留所について帰るとき、

そこから町までの上り便ですね、この上り便だけでも運行できないかという、

こういう意見は、相当あります。帰りの便はもう家族に頼むというところです

ね。ですから、そういうところの変更などはできないものか。 

それと予約型のタクシー、これについては自宅から利用できるわけですけれ

ども、これがまたですね、市街地外周、また端境地域、こういうところは計画

がないので利用できない状況であると。社協が実施している買い物タクシー、

これを利用する手もあるんですけれども、実際それも制約がありますんで、予

約型タクシーに乗って買い物に行きたい、そういうこのタクシー事業について

改善はできないものかという要望もありますので、改善策を探っていただきた

いんですが、いかがでしょうか、町長。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　コミュニティバス、予約型乗り合いタクシーに関して住

民ニーズを把握して利便性の向上を目指しますということでお話をさせてい

ただいておりますので、今の議員からの声というものは住民ニーズであろうと

思います。主管課のほうに伝えまして、検討するよう指示をいたしたいと思い

ます。 

またその他そのような御意見、議員の皆さんにお話をされる町民の方もいら

っしゃると思いますので、全員の聞かれたことを全部満遍なくというのは、物

理的に無理な部分もあるかもしれませんが、可能な限り対処するべく対応して

いければと考えますので、主管課のほうにぜひとも御意見を御連絡頂ければあ

りがたいというふうに思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　３番、秋田澄德議員。 

○３番（秋田澄德議員）　ぜひですね、高齢者の皆さんの救済というか、高齢者の

皆さんのですね、やはり、町での買い物というのが、やはり、外に出るという

ところで健康維持にも繋がる、そういう部分もありますので、是非検討してい

ただいて、よりよい交通利用ができるようにお願いしたいと思います。 

次の質問ですけれども、施政方針の最後の質問です。４つ目ですけれども、

地域の活性化に資するため移住者、地域後継者の定住による地域の活性化に資

するため、ちょっと中を省略しますけれども、地域後継者の結婚対策に取り組

むとあります。何か具体策が固まっている場合には説明頂きたいんですが、よ

ろしくお願いします。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　地域後継者の結婚対策というものは少子化や人口減少が
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進む中で、地域の持続可能な発展を図るために非常に重要な課題であるという

ふうに認識をしております。 

特に農業や商工業などの分野においては後継者の確保、これが地域の活力を

維持するための鍵になるのだろうというふうに思います。 

そのため結婚を促進するための施策を講じることも必要であるというふう

に認識しておりますので、地域後継者に対する結婚支援策としては出会いの場

を提供することを目的に独身男女交流イベント事業を実施しており、町内在住

男性の出会いの場づくりを行っているところでございます。 

次に結婚に対する不安感であったり負担感を軽減するための支援も必要に

なろうかと思います。 

例えば結婚後の生活設計であったり子育てに関する情報提供を行い、将来へ

の不安を和らげる取り組みが考えられるところでございます。 

また結婚後の住居や仕事に関する支援制度を整備し、若い世代が安心して結

婚、出産、子育てができる環境を整えることも重要であることから、各種制度

の拡充を検討する必要はあるのではないかというふうに考えているところで

ございます。 

さらに地域全体で結婚を応援する風土を醸成することも大切でございます

し、地域住民が結婚を祝福し支援する文化を育むこと、これが若者たちが結婚

に対して前向きな気持ち、これを持つようになるとも考えますので、地域全体

で新しい家族を迎え入れる雰囲気、こういったものをつくり出すことも大切な

のかなというふうに思います。 

いかんせんこの多様性の時代に入ってきておりますので、結婚を無理してさ

せるということはできませんので、個を尊重しながらのいろんな施策になって

はいくんだろうとは思いますけども、国や県との連携、そういった中で国の施

策である子育て支援策の拡充要望であったり、また県の鹿児島出会いサポート

センターの婚活コンシェルジュの方々には、昨年度から独身男女交流イベント

に参加頂き様々なサポートをしていただいているところでございます。 

そういったことも行っているということの情報発信、そういったことにも努

めてこういう施策が一つでも実ればありがたいというふうに考えているとこ

ろでございます。 

以上、地域後継者の結婚対策に関する取り組みでございますが、地域の未来

を担う人材の育成にも、つながっていただければなというふうに願っておりま

す。 

また議員の皆様方のこういったところに関しては、こういうイベント等の開

催等の何か御提案があれば、また御提示を頂いたり御提案頂いたりすることも、

ぜひともよろしくお願いをいたします。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　３番、秋田澄德議員。 

○３番（秋田澄德議員）　いろいろ町のほうも結構深く考えてライフスタイルまで

へのことも考える、そこまでサポートするということで、非常に私が考えてお

った以上に深いものだなというふうに思いました。 
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そういう状況なんですが、この中でラブウェーブがありますよね。これが 13

回開催されてきて、最終的に８組の皆さんが結婚まで至っておられるというふ

うに伺っております。 

交流イベントとして非常に大変意義のあるイベントだと思っておりますが、

一方で女性参加者、このほとんどが島外の方であるという現実がありますけれ

ど、こういうものの中に島内の女性の参加というのもあったらいいなというふ

うに思うとこです。 

こういうのもあるのと開催が年に１度というところも考慮したときに、島内

の独身者同士が継続的に交流できるそういう仕組みを構築することが必要で

はないかというふうに思っているところです。 

そういうふうに島内の皆さんが交流できる場があれば、町長が述べられてお

るように定住促進に直結する形で地域の活性化につながる取り組みを検討し

ていく、そういうスタイルが見えてくるのではないかというふうに思うんです

が、いかがでしょうか。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　ちょっと考え方が、私の発言としてはそぐわない部分が

あるかもしれないということをお断りを申し上げて話をいたしますと、町内の

独身男性で、島外の独身女性というところでごめんなさい、こういう言い方を

したら失礼なのかもしれないけど、島外から伴侶を連れてくるっていう島内、

町内でのカップリングだと人口増えないよねっていうようなことからの始ま

りなんだろうというふうに思っています、自分は。島外からの女性を。 

ただ今議員おっしゃるように後継者の育成、そういった環境づくりっていう

のは、それには関係ないことだし、またそこで家庭を持ったりどうしたりする

ことでまたそれはそれ以上のものになっていく可能性もあるわけなので、今頂

いた御意見を担当課のほうに指示をして、そこら辺、イベントも１回でいいの

かというようなこともあろうかと思いますので、今回は、島内町内のカップリ

ング、ラブウェーブ、今回は、町内の男女問わず、また島内の男女問わずのカ

ップリングパーティーとか、何かそういう工夫をするように指示をしてみます

ので、検討していきたいというふうに考えます。 

多分ラブウェーブの始まりは多分島内の独身男性に対して、島外から伴侶を

探してもらおうかっていう感覚だったんだろうなと思いますが、もうこんだけ

人口減少していきますと、そういったことも言ってられないという現実でござ

いますので、そういったので、１組でも町内もしくは島内で、中種子町に住ん

でくれる人がいらっしゃればいいことだと思いますので検討するよう指示を

していきたいと思います。 

○議長（迫田秀三議員）　３番、秋田澄德議員。 

○３番（秋田澄德議員）　島内で、一緒になっても人口が増えてくるじゃないです

か。時間がかかるけど。慌てないでいいと思うんですよ。 

やはり独身男性、独身女性が家庭を持ってくれる、そこがまず大事だと思い

ます。 
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そういう中で、やはり種子島地域の特産を利用したりとか地域産業、これに

従事する人々をこういう人に特化したりとか、いろんなパターンがあると思う

んですが、そういう方々のワークショップをするとかですね、そういう中で出

会いの場を提供していく。こういうことも必要じゃないかというふうに思うん

です。 

ですので、町長も言われましたようにやはりこれから検討していく部分ある

と思いますので、そこのところはしっかり取り組んで頂きたいというふうに思

うとこです。 

それでは、最後の質問ですけれども、町長時間がないので答弁は短く、私も

質問短くしますんで、再編交付金についてです。 

令和４年からですけれども、再編交付金の各種事業に着手しているところで

す。その中で町民個々や集落、各種団体から、交付金の恩恵を実感できないと

の声が聞かれております。また、私も思うんですが、再編交付金を活用した事

業である。これは再編交付金を活用した何々事業ですよというそういう周知が

十分ではないんではないかというふうに私は思うところであるんですが、そう

いうのも重なっていろんな町民の意見が出ている。 

そういう中で、町民の皆さんが直接恩恵を実感できるよう特措法に基づいた

範囲の中でですね、対象となる事業の創設、こういうものについて町長の考え

をお尋ねしたいんですが、短くお願いします。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　この特措法ではないのかなというふうに思ってはいるん

ですが、ちょっと私も特措法、再編交付金については特別措置法に該･･･ 

○３番（秋田澄德議員）　再編特措法施行令第２条。 

○町長（田渕川寿広君）　はい、ちょっと私がちょっと勘違いをしておりまして、

再編交付金の交付金事業を創設するというような考え方で御質問かと思うの

で、再編交付金の･･･ 

○３番（秋田澄德議員）　交付金の中で、今事業やってるじゃないですか。いろい

ろそういう事業組立て。 

○町長（田渕川寿広君）　今交付の対象とならない事業や交付金を充てることがで

きない費用とかいうものも定められておりますので、当然議員御承知と思いま

すが、対象となる事業これは国が定めた 14 の事業となっております。 

この中で交付金事業をつくれということでございますが、これを個々に交付

するという考え方であればこれは無理だと自分は、今の御質問に答弁するとこ

ろでは、個々にというのは一応できないということで一応答弁。 

○議長（迫田秀三議員）　３番、秋田澄德議員。 

○３番（秋田澄德議員）　個々のことは分かります、それは。もう交付金の配分は

できないというのは、基本的なところは分かっております。 

今年度を含む４年間、総額 17 億 9,400 万円の交付を受けることとなってい

るところなんですが、それを分類してそれぞれやってみたんですけれども、地

域交通が 6.1％、地域コミュニティが 5.4％、福祉が 7.4、社会教育文化が 40、
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学校が 24、消防が 10、農業が３、漁業が４、商工業が０、林業は０。これが

今交付金事業で使ってるジャンル、これ実態です。 

これを大分類しますと、ソフト事業に６億 8,400 万円、38％です。ハード事

業、土木建築電気系統、これに 11 億 1,000 万円、68％です。こういうふうな

現況ですね、これが。こういうものをもとにやはり町民の皆さんは、もっと身

近に感じる事業がないものかと。そういうのをしていただけないのかと、そう

いうのが町民の御意見です。 

やはりハード事業が７割ってのはでかいと思うんですよね。ですのでこうい

うところがあって、いろいろ町民の皆さんは、不満もあったり、そういう実態

があるというのは町長も認識していただきたいと思うんです。 

大変申し訳ないですけど時間がないので、私実際に再編交付金を活用してや

っていただきたい事業、これ今から申し上げますので、やりとりしてる時間が

ないので申し訳ないんですが、まずは防災専用のバックの配布ということで、

高齢者向けリュックサックがあるんですが、防災グッズが入ったリュックサッ

ク、これは高齢者の方優先で配布したらどうかというのが一つ。 

それからもう一つ高齢者向けの買い物のキャリーケースの配布、これ全体を

括ってやるんです。それをやれないかということが一つ。 

それからいつも出てくるんですが、農業、畜産業の資材、肥料、飼料、これ

の価格と高騰対策、これについては西之表市は今年度、６年度に積んだ基金で

西之表市はこれはやります。 

それから町道、農道のカーブミラー設置等交通安全対策、特にカーブミラー

なんですが、老朽化したカーブミラーの更新、そして高齢者ドライバー対策と

して新たな設置箇所の拡充、これをやっていただきたい。 

そしてこれはぜひやっていただきたいのがですね、町道、農道の維持管理対

策としてハンマーナイフモアの配備、これを全集落に配備するということ、こ

れによって、やはり町道、農道の維持管理、草払いが非常に容易になっていく。

保全会のあるところもそれぞれやっておりますが、保全会で持ってるところは

１、２件じゃないでしょうか。ほかの集落は、やはり保全会やってても資金が

足りないので購入できない、こういう状況です。 

それから小・中学校、高校の防犯カメラ設置、それと運動公園、武道館の下

の遊具施設があるとこですが、向こうに大きめの東屋を設置して、保護者が子

どもの遊びを見守りながらお茶ができる、そういう環境をつくっていただきた

い。 

それからちょっとこれ今検討中みたいなんですが、帯状疱疹のワクチン接種、

これを全額無償化、それと 50 歳以上の任意接種についても同様の全額無償化、

こういうところを検討していっていただきたい。特に 50 歳以上のワクチン接

種については、有効率が 97％という高い数値が示されております。 

将来の医療費負担、こういうところの軽減のためにも、ぜひ検討していただ

きたいとそれからまた今申し上げたこれ以外にもいっぱいあるんですが、今日

は８番までです。 
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またよろしくお願いします。まだちょっと 30 秒ありますけど。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。答弁は簡潔にお願いいたします。 

○町長（田渕川寿広君）　すばらしい御提案をありがとうございます。 

再編交付金という一つの枠ですが、これは事業を使えるものは使う、こうす

るというのを財政で調整をとっています。それでなおかつ再編交付金でやらな

いとできない部分というのも重点的にやったりしています。 

起債額を増やさない、将来負担比率を安定的なものにしていく、そういった

ことを考えながら調整していることだけは御認識頂きたいと思います。 

以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　３番、秋田澄德議員。 

○３番（秋田澄德議員）　はい、ありがとうございました。 

町民が望む胸に響く施策っていうのも大事ですんで、町長よく考えていただ

きたい。よろしくお願いします。ありがとうございました。 

○議長（迫田秀三議員）　次は、永濵一則議員に発言を許可いたします。 

６番、永濵一則議員。 

〔６番　永濵一則議員　登壇〕 

○６番（永濵一則議員）　お疲れ様でございます。眠たくなる時間帯ではあります

が、皆さん大丈夫ですか。最後になりました。 

今年は、平年より２週間早く梅雨入りし、たまに晴れ間はありますが、うっ

としい日々が続いております。 

６月に入り、水は多いはずなのになぜ６月を水無月というのか。水の無い月

と書くのか。不思議に思い調べてみると、ないという意味じゃなくて連体助詞

の「の」を表す言葉で水の月というそうです。皆さん御存じでしたか。しょう

もない蛇足でしたが、ところで、今年は、先ほど来話も出てますが、いもにし

ても米にしても５月の寒のせいで成長が遅れております。これからの天候に期

待をしたいものであります。 

では早速ですが、質問に入らせていただきます。 

町道横町３号線、拡幅の必要性についてでございます。私は令和５年度の９

月定例会においてＡコープから横町線に抜ける道路、この道路沿いの廃墟と化

した家の撤去、そして３号線を拡幅すべきじゃないかということをお尋ねしま

した。 

撤去に関しては、予算計上から少々時間がかかりましたが、現在では撤去に

至っております。どうもありがとうございました。拡幅については、今のとこ

ろそういう考えはないとのことでした。 

そのときの私のお願いする理由とはこうでした。Ａコープへの買い物客、ま

た、斎場への弔問客で車の往来が多い、ましてや自衛隊の宿舎ができるとなる

と、さらに交通量が増え混雑することが予想されます。 

中種子町でも唯一交通量の多い生活道路であります。特に夕方は、車が途切

れることはほとんどございません。町長はこの実態を把握しているのかどうか

ということを伺います。 
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あとは質問席から伺います。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　町道横町３号線拡幅の必要性について、特に夕方は車が

途切れることはほとんどありません。この実態を町長を把握しているのかとい

う御質問でございますが、以前からそういう御質問があったと気がけてあそこ

を通ったりもしますが、すっと出入りできるときもありますし、確かに何台か

出てくるのを待つこともありますが、車が途切れることはほとんどありません

とまではいかないのかなというふうに思うところでございます。 

今議員おっしゃったように、国道側にあっては、夕方にＡコープで買い物さ

れる方の車両が向こうからの出入りが非常に集中しておるということも把握

しております。 

また特に、ルミエールでお通夜などが行われる際は混雑が生じ、国道側から

入る列が非常に渋滞のようになっている時間帯があるということも把握はし

ておるところでございます。 

具体的には駐車場の出入口付近から国道から入る車両、そしてまたＡコープ

から国道へ出る車両などが重なり、交通の流れが乱れる状況があるというふう

な認識をしているところでございます。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　６番、永濵一則議員。 

○６番（永濵一則議員）　たまたま町長の通ったときは、そういうふうな状態じゃ

なかったんでしょうか。たまたまですね。 

私が通るときはほとんど、私は横町のほうから入るんですが、絶対きてます

ね。上から下って、恐らく買い物客か弔問客か分かりませんが、ですからこの

入る手前で止まるんですよ。そうすれば後続車が１回ですね、びっくりしたよ

うな感じで止まったんですよ。そういうときは結構あります。 

ですから、町長が通ったときはたまたま、町長何回ほど通られますか。私が

５年の９月に質問したときからですね、何回ほど通られますか。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　何回というのは数えておりませんが、狭い道でございま

すので他の町民に迷惑をかけるわけにはいけないので、国道のほうに出入りし

ております。 

○議長（迫田秀三議員）　６番、永濵一則議員。 

○６番（永濵一則議員）　この道路はですね、もともと個人所有の土地で地主から

通行止めに遭い、この地域住民ですね。通行止めに遭い、なすすべのない地域

住民たちは、町に対し、昭和 61 年から平成７年の 10 年間で７回にわたり生活

環境の改善を陳情しております。 

その結果、平成 10 年の９月議会において３項目の条件を付して陳情が採択

されております。 

その３項目というのは採択条件としてですね、直接道路に関する者の署名捺

印がないので同意確認するということ。 
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そして２つ目、道路関係者全員の権利放棄を確認する。 

３つ目、用地取得費の地元負担の確認、この３条件をクリアして採択されて

おります。 

この時点で町は地域住民に対し、工事に着手する方向で進めていますとはっ

きり明言をしております。以上のことから、町としては、採択条件を確認した

上で道路地権者と用地交渉の結果、用地買収をすることで共同認定を承諾し、

平成 13 年の 12 月議会で、町道横町３号線として認定されております。 

このときの 22 年前の議会の中でのやりとりが、ここにございます。まず、

議案第 77 号、中種子町道路線の認定について、当時の有留議長。議案第 77

号、中種子町道路線の認定についてを議題といたします。本件について説明を

求めます。 

日髙町長。議案第 77 号につきまして御説明申し上げます。道路法第８条第

２項の規定によりまして、町道横町３号線を認定するものでございます。 

当路線については、国道 58 号線と県道野間島間港線を結ぶ延長 190.5ｍ、

幅 4.5ｍを新設し、町道として認定するものでございます。 

地域住民からも道路改良舗装について陳情書が再三にわたり提出されてい

ること。また、Ａコープ前の国道交差点の渋滞緩和対策など重要な役割を果た

す道路でございます。よろしくお願いをいたします。という町長の言葉ですね。 

これに対し、質疑、討論はございません。 

有留議長、討論なしと認めます。これから議案 77 号、中種子町道路線の認

定について採決をします。 

お諮りします。本件は決定することに御異議ありませんか。異議なしですね。 

有留議長。したがって、議案第 77 号、中種子町道路線の認定については、

可決をされましたとこういういきさつがございます。町長これを御存じですか。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　議事録を議員のように正確に記憶はしておりませんが、

そういう町道認定が行われたということは認識しております。 

○議長（迫田秀三議員）　６番、永濵一則議員。 

○６番（永濵一則議員）　失礼しました。前回の質問のときと重複しますが、買収

にかかった費用としては、22 年前当時のお金で総額 1,200 万円。その内訳は、

町が 500 万、農協が 100 万、地域住民が 10 世帯で 420 万で買収することにな

ったということであります。 

この道路はほとんど買い物客と弔問客専用と言っても過言ではないくらい

農協とは関わりがあります。ですから、農協も買収に加担してるだろうという

ふうに私は思っております。私的には、農協側がもうちょっと協力してもいい

のではないかなという思いでございます。 

前回の町長の答弁の中に、農協との協議などもしっかり検討しながら云々と

いうこと言われました。協議はあったのでしょうか。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　町道横町３号線については、町道として認定を議会でし
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ております。 

先ほど申し上げたように、それについては私も認識してございます。 

組合長とも議員の御質問等があった後にも協議を数回しておりますが、現組

合長の言葉としては、とにかく国道側の道路、これが議員は御存じだと思いま

すけど、入り口が歩道がずっと続いて、要するに歩道のマウンドアップ部分も

しくはセミフラット部分の高い部分がない部分がすごく長くございます。で、

Ａコープ側とルミエール側とにいきながら、この町道自体の出入りとあわせ持

って非常に危険であると。 

ＪＡとしてはまずここ何らかの対策ができないかというような相談を聞い

ておりますので、さっきもそういうことで話がありましたので、熊毛支庁、こ

っちの国道は県が管理しておりますので、県とまずそこを先に検討すべき部分

ではないかと。 

県道と町道の絡みの部分がどの辺になっていて、どういうふうなすりつけを

していくのか、それによって歩道を歩く子どもたちやそういった自転車等の歩

行者の安全をまず確保するのが先じゃないだろうかというような話があり、あ

そこをまずはちょっと検討できないかというような話までは来ておりますの

で、国道側のほうの歩道の状態というのを把握しながら県との協議をする場が

ございますので、行政懇話会というやつがあって、その中でいろいろな行政課

題について要望したり、意見交換をしたりする場所がございますので、そこに

おいて、とりあえず県道、いわゆる国道とＡコープとルミエールの間を抜ける

町道とのすり合わせと安全性の確保というのは、検討していく必要性があるね

という話をしている状況で、そういった協議はしており、Ａコープ、ルミエー

ルを国道側から過ぎた反対側の部分に関しては、家が解体されて、そこで離合

待ちができるようになって大分便利になったねっていうような話までしか聞

いていないところでございます。 

○議長（迫田秀三議員）　６番、永濵一則議員。 

○６番（永濵一則議員）　今町長言われたこと、国道からの入りですか。入り、あ

そこがどんなふうになってて入りにくいとか、そのようなことですかね。すみ

ません。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　Ａコープ、ルミエールから、要するに横町のほうに抜け

る道路に関して、この拡幅の必要性とかそういったものがどう思われますかと

いうような話の中で、町長それよりも国道側のＡコープへもルミエールへも入

っていけますよね。 

こっちはルミエールの入り口、こっちはＡコープの入り口とは分けてないの

で、二段に、間口が２つあるわけではなくて、これが長い距離で歩道というも

のの安全性というものが確保されていないんではないかと。 

だから、裏に抜ける道っていうよりは、こっちが心配だとルミエール、それ

からＡコープ、ここに入るのに町道でしょあそこはっていうけども歩道は県道

ですよねっていう話になって、県とも協議をしながら安全性を高める必要性が
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あるよねっていうところになってきたということで、多分議員も横町のほうか

らしか出入りしないというんであれば、表のほうがどうなってるのかというの

は理解できないかもしれないんですけど、現状としては、歩道を１回見てもら

えば分かるんですが、ルミエール側からもＡコープのほうに入れるんですよ。

町道をまたいで。 

逆に、Ａコープ側からもルミエールのほうに斜に入っていける状況になって

いますので、ここの歩道の安全を確保するためにはどうしたらいいんだろうか

というような相談のほうが優先されるよねっていう話になっているところで

ございます。形としては、そこが非常に危ないという認識を持っておられるよ

うでございます。 

協議といいますか、実際町道のことですので、ルミエールとは、そういうそ

の関連性というところと影響というものを我々は相談をしていくわけでござ

いますので、特にこの協議っていうレベルではないのかもしれませんが、そう

いうところはどうですかというような相談をしたり、こういうふうな声も上が

ってるんですが、どうですかっていうような相談もする中で、いやもう町長あ

そこの国道側の歩道がいつも心配だという話を、そっちをどうか解決できない

もんかというな御意見を賜ってる状況でございまして、これに関しては、歩道

自体が県の管轄になっておりますので、ここは熊毛支庁に相談して町道をどう

いうふうにすり付けを合わしていくのかどうかということを先にするべきな

のかなというふうに思っているところでございます。 

○議長（迫田秀三議員）　６番、永濵一則議員。 

○６番（永濵一則議員）　あそこは今のところスムーズに出入りしてるような感じ

を受けますけどね。 

それよりは私が言ってるのは、Ａコープの西側、フェンスがありまして、あ

そこから先の道のことを私は言ってるわけで、ちなみにですね、西側のフェン

スから国道があの道はやっぱり町道なんですかね、私はちょっと町道になって

るわけですかね。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　ちょっともう一度説明をしていただけるとありがたいで

す。 

○議長（迫田秀三議員）　６番、永濵一則議員。 

○６番（永濵一則議員）　私は、拡幅工事をＡコープの西側約 70ｍ、横町線、あそ

こは、町道ですよね。 

ですから、西側のフェンスありますよね、フェンス。すぐ下は野平さんの家。

分かりますか。フェンスから国道側、あそこは町道になるんですかね。すみま

せん。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　町道横道３号線の概要を先に説明するべきだったかと思

います。 

町道横町３号線がＡコープとルミエールを結ぶ道路っていう言い方もちょ
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っとおかしいのかもしれないんですが、起点、BP は国道です。要するに、宝く

じ売場のある、こっち側、入り口国道。終点は、今おっしゃったそのフェンス

があるとこから下っていく道路のあそこ県道でございますので、この道路が県

道でございますので、県道との交差点に位置しております。 

この道路は、今、認定をされたという議員説明をされましたよね。これの延

長、これ 190ｍです。町道です。それで幅員は 4.4ｍから 3.3ｍという状況にな

ってございます。 

なので、Ａコープの入り口、要するに国道側から向こう側までは町道という

ことになっております。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　６番、永濵一則議員。 

○６番（永濵一則議員）　どこまでが町道かちょっと分かりませんが、あのですね

結局私の言いたいことというのは、横町から入るあの細い道、あそこの拡幅を

してもらえないかということで再度お願いします。 

議会でも決まってるわけですよね。道幅 4.5ｍの道路を整備しますという確

約あるわけですよ。22 年前の議会の場で、どうですか。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　拡幅をしますという計画の議決は、多分見当たらないも

のだというふうに考えております。 

町道の認定に際してこのような形をとっていくということで、町道の認定と

いうことで議員がおっしゃった今先ほど議事録を丁寧に説明を頂いた部分に

関しましては、町道を認定しますよという議決であって、そこで工事の拡幅を

議決しているわけではございません。そこら辺は、私はそういうふうに認識を

してございます。 

○議長（迫田秀三議員）　６番、永濵一則議員。 

○６番（永濵一則議員）　町としてはですね、4.5ｍの設計で青写真までつくって

るんです。青写真までつくってます。 

そこを当時の界隈の住民の代表者がちゃんと見ております。ちゃんと整備を

しますからという確約があったそうです。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　前回の質問に続き、今回も議員が質問を特に熱く語られ

る思い、当然傍聴席には関係する方もお見えでございますので、自分も非常に

答弁しにくいところもあるわけでございますが、契約書自体も探しております。

そういった事実あったのか、どうなのか。 

拡幅、拡張、道路改良ということであれば、長期振興計画等にも出てくるは

ずなんですが、これも出てきていないという状況でございます。 

当初の設計は仮にそうだったのかもしれません。しかしながら、減額して約

1,000 万円弱、当時の金額で。舗装工事を行っております。 

これは拡幅は確かにしていないとは思いますが、道路工事ということで

1,000 万弱の金額で工事を施工しております。これにて終結しているものだと

いう判断をせざるを得ないデータというか資料というか、そういうところに行
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き着いているところであります。 

ですので、協定書ではないですが、契約書であったりとか、そういったもの

の中にその文言がうたわれているのか。 

また、そのあとの計画の中に、その計画があったにしても計画変更で舗装工

事にて完結としたのかというところは、正直、我々もデータとしてそこら辺が

残っておりませんので、そうですね、町でそういうのを議決しましたねという

ところまでは、この場で言及はできない状況でございますし、1,000 万円で舗

装工事を行ったというのは資料として残っておりますので、その時点で、その

地域の皆様方には理解を頂いているものだろうというふうに考えております。 

そういった中でも議員がその前の一般質問であった廃屋の問題、そういった

ものも時間が掛かってましたが、ということで先ほどお礼も申し述べていただ

きましたが、これ法的な措置をとらざるを得ない部分があったので、それをこ

ちらが遅れていたわけでも何でもなく、きっちり説明させていただいたと思い

ますが、法的措置で土地の絡みを動かすために時間が掛かったというのは事実

でございますので、議員のおっしゃるところに関しては、我々も誠意を持って

対応しているつもりでございます。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　６番、永濵一則議員。 

○６番（永濵一則議員）　先ほども申しましたが、幅員 4.5ｍを新設し、町道とし

て認定しますということで言っております。 

これが、実際そういうふうに絶対するという確約かどうか、それはちょっと

分かりませんけども、実際、町道なんですよね。認めてます、町道として。 

でも町は、管理するのは当たり前の話でしょ。もうちょっと通りやすくした

りとか、あそこ測量した後もありますよね。4.5ｍのところにちゃんと釘も打

ってますから。ですから、民間の立ち退きというのは必要ないです。ただちょ

っと土手を買収してもらって、広くするぐらいのもんです。 

ですから、町としても何とかもうちょっと通りやすいような道にしてもらえ

ませんか。町長、どうですか。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　議員が、本当にあそこに住む皆さん方の当然出入りもあ

るとは思いますね。 

また、通行する人たちの安全というのもあろうかと思い、町民のためを思っ

て熱意を持って御意見を頂いているというところは十分認識しておりますの

で、今、はい、分かりました、やりますよとか、そういったことはちょっと言

及できませんが、再度、永濵議員とも現場に一緒に行って、こんな感じなんだ

よとか、そういった話もさせていただいて、いやこれ通るじゃないかという話

になるかもしれませんし、いや違うんだこうだという話もあろうかと思います

ので、議員と２人で現地も担当部署も含めて出向いたりして、またそういった

ところを検討させていただくような方向で考えてみようかなあと今思ってる

ところです。 

これがやりますということでもなく、やりませんということでもなく、そこ
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はやはり予算も計上しながら、また議員の皆様の理解も得ながら、またほかの

場所で緊急を要する場所、そういったところの整備も必要な部分もございます。 

そういったところの関連も含めながら検討する必要性があると思うので、と

りあえず永濵議員がおっしゃることも分かりますので、またＪＡの組合長さん

のおっしゃる国道側からの出入りの歩道、歩行者等の安全を確保することもま

た優先されるものでもあろうかというふうに考えますので、もう１回現地に出

向いて、またそこら辺も詰めるような話をさせて頂いて検討させていただけれ

ばと思うところでございます。 

○議長（迫田秀三議員）　６番、永濵一則議員。 

○６番（永濵一則議員）　町長ね、これは今始まった問題じゃなくて、１年９か月

前に、私、一応これ１回お願いしてあるんですよね。ですからそれは頭にあっ

たと思いますよ、町長。それ以来考えてないでしょ、何も。だと思います。 

恐らくこれが約束になるかどうか分かりません。町道のそのときはできなく

とも、時を隔ててでも約束は履行すべきである。これが 4.5ｍの新設をします

ということで、これが約束かどうか分かりませんが、でもするようなことを言

ってるんですよね。ですから、もう時を隔ててでも、これは履行すべきじゃな

いですかね、と私は思います。 

前回の町長の答弁の中に、信用金庫から横町線に出る砂利道ですね。あれは

石橋の土地だそうですが、あそこを改良するとなると土地の買収、そして長さ

200ｍ弱となると相当な費用がかかりますよ。 

それよりは、町道横町３号線を改良することのほうが住民の長年の夢も叶い、

車も割とスムーズになれば一石二鳥じゃないですか。 

前回答弁で当該道路を整備するには、Ａコープ西側フェンスから 100ｍで

5,000 万円ぐらいの試算になるとの話がございました。100ｍございません。70

ｍです。 

これまで 39 年前からの経緯と地域住民の思いを私語ってきました。くどい

ようですが、もう一度お願いします。 

地域住民は、自分たちがお金を払って買った道路を町に夢を託し、道路整備

のことですね。道路の権利を放棄してる。 

そしてまた町としても工事に着手する方向で進めていますとはっきり言っ

ておられます。そして、整備に向けての青写真もできていた。 

この青写真が今どこにあるか分かりませんが、探してみる必要ありますね。

当時の責任者がしっかり確認してるんですよ、その青写真を。 

これらを踏まえた上でもう一度町長にお聞きします。当該道路の整備が必要

であるか否か。どう考えておられますか。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　１年９か月前に質問をして、その間何も考えていなかっ

たのかというお言葉を頂きましたが、その間議員から一言もこっちにも来ない

し、町長あれどうなってるっていうこともないですし、忘れてはいませんよ。

忘れてはいませんが、町長、どうにか早く急いで予算化でけんのかとか、そう
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いったところもございませんでしたよね。多分、私は記憶にございません。 

ですので、先ほど申し述べましたように議員も１年９か月ぶりにこの質問を

されて、やっぱりどうにかしてくれということでございますので、今度は現地

にも出向いていろいろ話もしながらちょっと検討する方向で調整をとってみ

ようと思いますという答弁をさせていただいたところでございます。 

ですので、必要性がないとは言及できませんが、そこも含めて共に現地に行

って、地域の方のお話も聞いたりしながらやっていく必要性はあるんだろうな

というふうに考える次第でございます。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　６番、永濵一則議員。 

○６番（永濵一則議員）　これはまた後で、２人きりで相談しましょうか。 

次の質問にまいります。県道 588 号線、屋久津地区整備に伴う休憩所の設置

についてですね、ちょっとお伺いをいたします。 

これは、校区民長年の懸案でありました未整備区域、全長約 700ｍのうち

400ｍの整備が始まりました。通学路であり、また大型車両の通行量も多いこ

とから県に対し再三のお願いをしてまいりました。 

何分にも土地の買収に難航し、現在に至っておりましたが、土地所有者、役

員一同の協力で整備ができるようになりました。 

最近ではサーフィンのメッカであり、また天気のよい日には間近に屋久島、

口之永良部島、竹島、硫黄島、馬毛島などが見え、また、穏やかな日には鹿児

島あるいは開聞岳まで見えます。 

夏の夕方になると煌々と輝き、海に入る真っ赤な夕日が幻想的な雰囲気を醸

し出しております。運がよければ、真っ赤な夕日が小型漁船で網を引く船人を

シルエットとして映しだし、情緒ある風景を見ながら一服、旅の疲れを癒やす

絶好の場所ではないかと私は思っております。 

島内で唯一 12 ㎞ある長浜海岸、ハマグリも今採れます。この魅力ある自然

を大々的にアピールをしながら、県の魅力ある観光地づくり事業というものが

ありますが、こういうのも活用しながらトイレ、そして駐車場を完備する休憩

所をつくる方向で町長、考えてもらえませんか。 

去年おととしですよね。町長以下、熊毛支庁、企画課長、計 18 名ぐらい来

て現場を見ながら説明を聞いたところでありましたが、その後、この話も私は

町長にはしてません。それは、分かってますよね。分かってますっていうかご

ざいましたよね。 

当時の県議会議長から県にはこういうふうな事業もありますよということ

で助言を頂きました。ぜひそういうことで魅力ある観光地づくり、こういうの

も頂きながら、ぜひ何とか休憩所をと思っておりますが、町長の考えをお願い

します。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　この御質問の件につきましては、共有地の皆様、そして

役員の皆様、そしてまた熊毛支庁の用地関係職員、必死の努力をしていただい

て、今、道路の改良工事が進められている用地のほうも無事滞りなく終わり、
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工事が着工されたところで、本当に長年の岩岡校区の皆さんの思い、そしてま

た野間島間港線の１番課題となっていたポイントの改修ということで、非常に

私としてもありがたいことだなというふうに皆様方に感謝を申し上げる次第

でございます。 

確かに私も現場に出向いて皆様方とも話をさせていただいたところでござ

います。そして御質問の県の駐車場及びトイレ、こういったものも県の事業等

も活用できないかということも、これまで検討してきました。 

そして、県の魅力ある観光地づくり事業というものがございます。これの申

請を本町では２件申請をしております。 

１件は、永濵議員おっしゃる駐車場及びトイレの整備、これを申請しました。

もう１件は、牧川の群集林に牧川集落の人たちが設置をした見学場所があるん

ですが、そこと２件、観光地づくりということで事業申請を行いました。 

ところが、今年度は県道 588 号線屋久津地区の整備の分は、ちょっと採択と

ならなかったところでございます。しかし、我々もそれは要望しております。 

ただ県としては、やっと用地が皆様の協力のもと解決した。ここで、まずは

道路をつくらせてくださいという県の方の思いもあるのだろうというふうに

思います。 

そういったところで、この道路が整備され次第我々再度これを申請、整備さ

れる前になるかもしれませんが、申請をして、私も議員と同じで、あそこの駐

車場、トイレ、そういったものの整備というのは観光振興、それからあの通り

を仕事で走られる皆さん、大型ダンプ、大型トラック、輸送、いろんなものを

される皆さんのトイレが、スパンがないので、そういったことも考えるべきだ

ろうなというふうに思っておりますので、ここは、永濵議員と方向性は全く同

じ方向です。 

ですので、しっかり対応していきたいと要請もしていきたいというふうに考

えておりますので、まずはこの件に関しましては、地域の皆様の共有地、そう

いったものの地権者の皆さん、そしてその共有地の役員の皆さん、そしてまた

校区の皆さん、そして熊毛支庁の建設部用地の係の皆さんの御尽力に心より敬

意を表し、早急な道路改良が行われることを期待したいと思います。 

以上でございます。 

○議長（迫田秀三議員）　６番、永濵一則議員。 

○６番（永濵一則議員）　いろいろ気を使っていただいているようですが、本当あ

りがとうございます。 

この事業に対しては、要望、アピールがちょっと、アピールの仕方にもよる

と思います。 

例えば観光地のこういう例えば西日がすごくきれいで、長浜海岸はハマグリ

もいるし、魅力いっぱいの場所であるということを、もうちょっと知らしめた

ほうがいいんじゃないかなというふうに私は思うわけでございます。これで諦

めずに、何度も何度も挑戦していただきたいというふうに思います。 

もし県からの予算が取れなければ、私町単独でもやっていいんじゃないかな
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というふうに思うんですが、町長その辺はどうですか。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　先ほどお答えした部分を聞いていただいていない部分も

あったのかもしれませんが、県は、まず道路を優先したいということで、施設

等に関しては、後からという意識でございます。 

全額県が出してくれるんですけど、町が計画を出さないといけないので、と

りあえず道路ができてからいきましょう、言ってくれというようなことだと思

うんです。これは私の推測にすぎませんが。 

ただ、本当に道路を早急に完成させたいという県の思いがありますので、今、

同時に採択されても工事もできませんし、正直、あと道路との取り合いという

のも道路ができないことにはなかなかこうイメージが湧きにくい部分もある

ので、そういったところも含めて可能性はないわけではないので、この事業を

使ってできるように努力をしていきますし、また、前県議会議長も現県議会議

長も熊毛選出の県議会議員の先生方でおられますので、そこら辺にも強くお願

いをしていきたいと思います。そういうことでよろしいでしょうか。 

○議長（迫田秀三議員）　６番、永濵一則議員。 

○６番（永濵一則議員）　私が思うに、結局、休憩所をつくるんであれば、道路整

備と並行したほうが出入口もつくったりとか、いいんじゃないかというふうに

私は思うわけですが、そう簡単にもいかないようでありますので、今後とも魅

力ある観光地づくりの助成を頂くために今後ともよろしくお願いをいたしま

す。お願いをしまして、私の質問を終わらせていただきます。ありがとうござ

いました。 

○議長（迫田秀三議員）　以上で通告による質問は全部終了いたしました。 

一般質問を終わります。 

ここでしばらく休憩します。 

再開はおおむね 16 時 35 分といたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩　午後４時27分 

再開　午後４時34分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（迫田秀三議員）　休憩前に引き続き会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第６　報告第１号　令和６年度中種子町一般会計繰越明許費繰越計算書に 

ついて 

○議長（迫田秀三議員）　日程第６、報告第１号、「令和６年度中種子町一般会計

繰越明許費繰越計算書について」を議題とします。 

報告を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　報告第１号について説明いたします。 

令和６年度一般会計補正予算（第８号）において、繰越明許費予算を計上し
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ておりましたが、今回その繰越額が確定し、歳出予算の経費を繰越しましたの

で、地方自治法施行令第 146 条第２項の規定により別紙繰越計算書に記載のと

おり報告するものでございます。 

繰越しとなりました事業は、住民税非課税世帯臨時特別給付金事業など計 11

件で、令和７年度への繰越額は１億 1,469 万８千円でございます。 

その財源につきましては、既収入特定財源が地方債 117 万２千円、今年度に

収入する国庫支出金地方債が１億 109 万４千円及び一般財源の 1,243 万２千

円となってございます。以上で報告を終わります。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

以上で報告を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

　日程第７　報告第２号　令和６年度中種子町一般会計事故繰越し繰越計算書に 

ついて 

○議長（迫田秀三議員）　日程第７、報告第２号、「令和６年度中種子町一般会計

事故繰越し繰越計算書について」を議題とします。 

報告を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　報告第２号について説明いたします。 

令和６年度において事故繰越しが発生したため、今回その繰越額を確定し歳

出予算の経費を繰越しましたので、地方自治法施行令第 150 条第３項の規定に

より別紙繰越計算書に記載のとおり報告するものでございます。 

繰越しとなりました事業は、令和６年度女洲川緊急自然災害防止事業で、令

和７年度への繰越額は 1,762 万８千円となっております。 

その財源につきましては、既収入特定財源が地方債の 1,760 万円及び一般財

源の２万８千円となっております。 

以上で報告を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。以上で報告を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

　日程第８　承認第１号　専決処分の承認を求めることについて 

　　　　　　　　　　　　（中種子町水道法施行条例の全部を改正する条例） 

○議長（迫田秀三議員）　日程第８、承認第１号、「専決処分の承認を求めること

について」を議題とします。 

本案について説明を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　承認第１号について説明いたします。 
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水道法施行令及び水道法施行規則に規定される布設工事監督者及び水道技

術管理者の資格要件の基準が改正され、令和７年４月１日から施行されたこと

に伴い条例を改正するもので、地方自治法第 179 条第１項の規定に基づき、令

和７年３月 31 日に専決処分をさせていただきましたので、同条第３項の規定

によりこれを報告し承認を求めるものでございます。 

改正内容は、布設工事監督者の資格では、学歴及び学科要件における土木工

学科、土木科以外に機械工学科、電気工学科、機械科、電気科課程の追加、土

木施工管理に係る一級の技術検定合格者の追加、技術上の実務経験年数の見直

しによる改正です。 

水道技術管理者の資格では、学歴及び学科要件における工学、理学、農学、

医学、薬学以外に土木工学科、土木科課程の追加、技術士、土木施工管理に係

る一級の技術検定合格者の追加、技術上の実務経験年数の見直しによる改正で

ございます。 

以上、御承認方よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、承認第１号を採決します。 

お諮りします。本件は承認することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、承認第１号は承認することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

　日程第９　承認第２号　専決処分の承認を求めることについて 

　　　　　　　　　　　　（中種子町税賦課徴収条例の一部を改正する条例） 

○議長（迫田秀三議員）　日程第９、承認第２号、「専決処分の承認を求めること

について」を議題とします。 

本案について説明を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　承認第２号について説明いたします。 

地方税法及び地方税法等の一部を改正する法律の一部を改正する法律、地方

税法施行令及び国有資産等所在市町村交付金法施行令の一部を改正する政令

及び地方税法施行規則の一部を改正する省令が令和７年３月 31 日に公布され

同年４月１日に施行されたことから、地方自治法第 179 条第１項の規定に基づ

き、３月 31 日に専決処分をさせていただきましたので、同条第３項の規定に



-78- 

よりこれを報告し承認を求めるものでございます。 

主な改正内容は、軽自動車種別割に係る税率及び減免の改正、新築住宅等に

対する固定資産税の減額のうち、一定の要件に該当する場合に特例を適用でき

ることとする規定を新設、平成 28 年熊本地震及び平成 30 年７月豪雨に係る固

定資産税の特例を適用する規定の削除等、地方税法の改正にあわせて条例を整

備するものでございます。 

詳細につきましては税務課長に説明させます。以上、御承認方よろしくお願

いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　税務課長。 

○税務課長（田平さやかさん）　中種子町税賦課徴収条例の一部を改正する条例に

ついて新旧対照表により御説明をいたします。 

それでは、議案書の 14 ページをお願いいたします。 

表の左側、第 36 条の２から第 63 条の２は、15 ページの中ほどまでになり

ますが、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する

法律の改正に伴い生じた引用条項のずれを修正するものでございます。 

同じく、第 82 条は、15 ページの中ほどから 16 ページの中ほどまでになり

ますが、軽自動車税種別割の標準税率の区分の見直しに伴い税率の区分を改正

するものでございます。 

同じく 16 ページの中ほど第 89 条第２項第２号は、行政手続における特定の

個人を識別するための番号の利用等に関する法律の改正に伴い生じた引用条

項のずれを修正するものでございます。 

17 ページをお願いいたします。上から３行目までになりますが、第 89 条第

２項第５号は、軽自動車税種別割の標準税率の区分の見直しに伴い、減免申請

書の記載事項に係る規定を整備するものでございます。 

同じく 17 ページの上段から 18 ページの中ほどまで、第 90 条はマイナ免許

証の運用開始に伴い、減免申請時の運転免許証の提示義務に係る規定等を整備

するものでございます。 

同じく 18 ページの中ほどから 19 ページの下段まで、第 139 条の３から第 147

条は、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法

律の改正に伴い生じた引用条項のずれを修正するものでございます。 

続きまして、附則の改正についてでございます。同じく 19 ページの下段か

ら 20 ページの中ほどまで、第 10 条の２は、地方税法の改正に伴い生じた引用

条項のずれを修正するものでございます。 

同じく 20 ページ中ほど、第 10 条の３は、特定マンションに係る特例につい

て申告書の提出がない場合でも、一定の要件に該当すると認められる場合には、

特例を適用できることとする規定を新設し、項のずれを修正するものでござい

ます。 

21 ページをお願いいたします。表の右側、第 10 条の４から 25 ページ中ほ

ど第 10 条の５までは、地方税法の改正に伴い規定を削除するものでございま

す。 



-79- 

同じく表の左側、25 ページの中ほどから対照表の最後の 27 ページ、第 10 条

の４は、地方税法の改正に伴い条のずれを修正するものでございます。 

以上、承認第２号に関する説明でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから承認第２号を採決します。 

お諮りします。本件は承認することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、承認第２号は承認することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

　日程第 10　承認第３号　専決処分の承認を求めることについて 

　　　　　　　　　　　　 （中種子町国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 

○議長（迫田秀三議員）　日程第 10、承認第３号、「専決処分の承認を求めること

について」を議題とします。 

本案について説明を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　承認第３号について御説明いたします。 

国民健康保険法施行令の一部を改正する政令が令和７年２月７日に公布さ

れ、同年４月１日に施行されたことから地方自治法第 179 条第１項の規定に基

づき３月 31 日に専決処分をさせていただきましたので、同条第３項の規定に

よりこれを報告し承認を求めるものでございます。 

改正内容といたしまして、保険料の基礎課税額及び後期高齢者支援金等課税

額の課税限度額の引き上げと低所得者、５割軽減及び２割軽減対象世帯の被保

険者均等割額及び世帯別平等割額を軽減する所得判定基準を引き上げたもの

でございます。 

以上、御承認方よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから承認第３号を採決します。 

お諮りします。本件は承認することに、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、承認第３号は承認することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

　日程第11　承認第４号　専決処分の承認を求めることについて 

                        （令和６年度中種子町一般会計補正予算（第９号）） 

○議長（迫田秀三議員）　日程第 11、承認第４号、「専決処分の承認を求めること

について」を議題とします。 

本案について説明を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　承認第４号について説明いたします。 

令和６年度一般会計予算につきましては、さきの３月定例会において補正予

算の議決を頂きましたが、その後、予算の調整を行う必要があり地方自治法第

179 条第１項の規定に基づき、３月 31 日に補正予算（第９号）を専決処分させ

ていただきましたので、同条第３項の規定により報告するものでございます。 

その結果、歳入歳出予算それぞれ２億 5,772 万２千円を減額し、補正後の予

算総額を 79 億 2,093 万１千円とするものでございます。 

以上の歳入歳出予算補正のほか、地方債の補正もあわせて計上しております。 

詳細につきましては総務課長に説明させます。以上、御審議御承認方よろし

くお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　総務課長。 

○総務課長（上田勝博君）　令和６年度中種子町一般会計補正予算（第９号）の事

項別明細書、歳入歳出予算の主なものについて御説明いたします。人件費につ

きましては省略をさせていただきます。 

歳出から御説明いたします。23 ページをお願いします。１番下の目の５財政

管理費、減額 918 万円は、次のページをお願いします。ふるさと応援基金予算

積立金の減額が主なものでございます。 

その下の目の６企画費、減額 944 万８千円は、コミュニティバス及び種子島

空港予約型タクシー実績に伴うものでございます。 

28 ページをお願いいたしします。１番下の目の１社会福祉総務費、減額

4,527 万６千円は、次のページをお願いします。障害福祉サービス事業実績及

び国保特別会計繰出金実績による減額が主でございます。 

32 ページをお願いします。上段の目の１老人福祉費、減額 1,147 万６千円

は、つまべに苑に係る老人保護措置費の実績によるものでございます。 

その下の目の２介護保険事業費、減額 1,680 万１千円は、次のページをお願

いします。介護給付費実績による特別会計繰出金の減額が主でございます。 

35 ページをお願いします。中ほどの目の７後期高齢者医療費、減額 742 万
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２千円は、事業実績による鹿児島県後期高齢者医療広域連合負担金の減額が主

でございます。 

37 ページをお願いします。中ほどの目の３園芸特作振興費、減額 1,463 万

５千円は、輸送コスト支援事業等実績による減額が主でございます。その下の

目の４畜産業費、減額 848 万５千円は、優良雌牛導入事業実績による減額が主

でございます。 

39 ページをお願いします。中ほどの目の４森林環境整備事業費増額 657 万

８千円は、森林環境譲与税基金積立金の増額によるものでございます。１番下

の目の２水産業振興費、減額 578 万８千円は、輸送コスト支援事業及び熊野漁

港船揚場上架装置取替事業実績による減額でございます。 

40 ページをお願いします。下段の目の２商工業振興費、減額 1,808 万２千

円は、ふるさと応援寄附金返礼品経費及び雇用機会拡充支援事業実績によるも

のでございます。 

44 ページをお願いします。１番下の目の２教育振興費、減額 509 万円は、デ

ジタル教科書利用実績による減額が主でございます。 

次に 47 ページをお願いします。１番下の目の３体育施設管理費、減額 1,230

万円は、種子島中央体育館改修工事実績による減額でございます。 

歳出は以上でございます。 

次に、歳入を説明します。８ページをお願いします。 

８ページから 10 ページにかけての町税、地方譲与税、各種交付金につきま

しては、収納見込み及び交付決定に伴う調整でございます。 

10 ページ下段の地方交付税は特別交付税１億 2,165 万５千円の増額でござ

います。 

次に、11 ページから 13 ページまでの分担金及び負担金、使用料及び手数料

は実績による調整でございます。 

13 ページ下段の国庫支出金から 18 ページ上段の県支出金までにつきまして

は、各事業の事業費確定による調整でございます。同ページ下段の目の１寄附

金、減額 808 万１千円は、ふるさと応援寄附金実績によるものでございます。 

19 ページをお願いします。１番上の款の 19 繰入金、項の１基金繰入金、減

額３億 5,699 万５千円につきましては、事業実績に伴う各基金繰入金の調整で

ございます。 

21 ページから次のページの款の 22 町債は、事業費の確定に伴い調整を行っ

たものでございます。 

歳入は以上でございます。 

７ページをお願いします。第２表地方債補正については、各事業実績に伴う

限度額の変更で、起債の方法、利率、償還の方法については変更はございませ

ん。 

最後に１ページをお願いします。第１条第１項は、既定予算総額から２億

5,772 万２千円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ 79 億 2,093 万１千

円とするものでございます。第２項は、補正後の歳入歳出予算の金額は第１表
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歳入歳出予算補正によることとするものでございます。第２条は地方債の補正

について規定するものでございます。 

地方自治法第 179 条第１項の規定により、令和７年３月 31 日専決処分させ

ていただきました。以上で説明を終わります。 

御承認方よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから承認第４号を採決します。 

お諮りします。本件は承認することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、承認第４号は承認することに決定しました。 

本日の会議時間については、都合によりあらかじめ延長します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第12　承認第５号　専決処分の承認を求めることについて 

                      （令和６年度中種子町国民健康保険事業勘定特別会計補

正予算（第６号）） 

○議長（迫田秀三議員）　日程第 12、承認第５号、「専決処分の承認を求めること

について」を議題とします。 

本案について説明を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　承認第５号について説明いたします。 

２ページ第１表歳入歳出予算補正を御説明いたします。 

まず歳入から説明いたします。国民健康保険税は 110 万３千円の減額。使用

料及び手数料は２万９千円の増額。県支出金は交付金の確定により３億 5,988

万５千円の減額。繰入金は他会計からの繰入金 1,504 万９千円の減額。諸収入

は、延滞金、加算金及び過料３万８千円の増額、預金利子１万円の増額、合わ

せて４万８千円の増額。 

次に、歳出予算を御説明いたします。３ページを御覧ください。 

総務費は総務管理費 60 万円の減額、徴収費 31 万４千円の減額、合わせて 91

万４千円の減額。保険給付費は実績の確定により３億 7,140 万円の減額。 

保健事業費は各種保健事業に係る委託料等の実績確定により合わせて 320

万７千円の減額、基金積立金は２千円の減額、公債費は 10 万円の減額、諸支

出金は保険税還付金の確定により 33 万７千円の減額。 
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その結果、歳入歳出予算それぞれ３億 7,596 万円を減額し、補正後の予算総

額を 10 億 5,160 万４千円とするものでございます。 

地方自治法第 179 条第１項の規定に基づき３月 31 日に専決処分させていた

だきましたので、同条第３項の規定によりこれを報告し承認を求めるものでご

ざいます。 

以上、御審議方、御承認方よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから承認第５号を採決します。 

お諮りします。本件は承認することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、承認第５号は承認することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第13　承認第６号　専決処分の承認を求めることについて 

　　　　　　　　　　　（令和６年度中種子町介護保険事業勘定特別会計補正 

予算（第６号）） 

○議長（迫田秀三議員）　日程第 13、承認第６号、「専決処分の承認を求めること

について」を議題とします。 

本案について説明を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　承認第６号について説明いたします。 

２ページ、第１表歳入歳出予算補正を御説明いたします。 

まず歳入から御説明いたします。 

保険料は第１号被保険者保険料実績による調整で 261 万１千円の増額、使用

料及び手数料は実績による調整で１万２千円の減額、国庫支出金は交付決定に

伴い 259 万円の増額。支払基金交付金は 1,400 万３千円の増額。県支出金は 82

万４千円の増額。繰入金は介護サービス等給付実績及び地域支援事業の確定に

伴い一般会計繰入金 1,632 万４千円の減額、基金繰入金 4,482 万８千円の減

額、合わせて 6,115 万２千円の減額、諸収入は実績による延滞金及び雑入の調

整６千円の増額を計上してございます。 

次に歳出予算を御説明いたします。３ページを御覧ください。 

総務費は、職員人件費、各種事業実績確定による調整 191 万４千円の減額。

保険給付費は、介護サービス費給付実績の確定による調整で、１億 3,193 万５
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千円の減額。地域支援事業費は実績の確定による調整で 322 万２千円の減額、

基金積立金は令和６年度の実績に伴う調整で、9,670 万５千円の増額を計上し

ております。 

その結果、歳入歳出予算それぞれ 4,112 万２千円を減額し、補正後の予算総

額を 11 億 9,620 万６千円とするものでございます。 

地方自治法第 179 条第１項の規定に基づき、３月 31 日に専決処分させてい

ただきましたので、同条第３項の規定によりこれを報告し承認を求めるもので

ございます。 

以上、御承認方よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから承認第６号を採決します。 

お諮りします。本件は承認することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、承認第６号は承認することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

　日程第14　承認第７号　専決処分の承認を求めることについて 

                        （令和６年度中種子町後期高齢者医療特別会計補正予算 

（第５号）） 

○議長（迫田秀三議員）　日程第 14、承認第７号、「専決処分の承認を求めること

について」を議題とします。 

本案について説明を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　承認第７号について説明いたします。２ページ第１表歳

入歳出予算補正を御説明いたします。 

まず歳入から説明いたします。 

後期高齢者医療保険料は保険料の確定に伴い特別徴収、普通徴収保険料 88

万８千円の減額、使用料及び手数料４千円の減額。繰入金は一般会計からの繰

入金 34 万５千円の減額。諸収入は保健事業の確定に伴う健康保持増進事業費

57 万９千円の減額など、合わせて 47 万６千円の減額を計上しております。 

次に歳出予算を御説明いたします。３ページを御覧ください。 

総務費は、徴収費実績見込みによる 31 万６千円の減額。後期高齢者医療広

域連合納付金は、広域連合納付金の見込みによる 90 万７千円の減額。保健事
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業費は実績確定により健康保持増進事業費 47 万８千円の減額、医療費適正化

事業費１万２千円の減額合わせて 49 万円の減額を計上しております。 

その結果、歳入歳出予算それぞれ 171 万３千円を減額し、補正後の予算総額

を１億 6,500 万５千円とするものでございます。 

地方自治法 179 条第１項の規定に基づき、３月 31 日に専決処分をさせてい

ただきましたので、同条第３項の規定によりこれを報告し、承認を求めるもの

でございます。 

以上、御承認方よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから承認第７号を採決します。 

お諮りします。本件は承認することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、承認第７号は、承認することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

　日程第15　議案第27号　公聴会，調査等に出頭又は参加した者に対する費用弁償 

に関する条例の一部を改正する条例 

○議長（迫田秀三議員）　日程第 15、議案第 27 号、「公聴会，調査等に出頭又は参

加した者に対する費用弁償に関する条例の一部を改正する条例」を議題としま

す。 

本案について提案理由の説明を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　議案第 27 号について説明いたします。 

令和６年４月に近年の社会情勢の変化に応じた旅費制度の運用を図るため、

中種子町職員の旅費支給条例の一部を改正しており、本条例についても同様な

運用を図るため改正するものでございます。 

改正内容は、宿泊料を 9,800 円から１万 2,000 円に改正するものでございま

す。 

以上、御審議方よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第 27 号を採決します。 

お諮りします。本件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、議案第 27 号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

　日程第16　議案第28号　中種子町移動等円滑化のために必要な特定公園施設の 

設置に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 

○議長（迫田秀三議員）　日程第 16、議案第 28 号、「中種子町移動等円滑化のため

に必要な特定公園施設の設置に関する基準を定める条例の一部を改正する条

例」を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　議案第 28 号について説明いたします。 

本条例に引用する高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律施

行令の一部改正に伴い、関係規定の整備を図るため、本条例の一部を改正する

ものでございます。 

以上、御審議方よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、議案第 28 号を採決します。 

お諮りします。本件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、議案第 28 号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

　日程第 17　議案第 29 号　中種子辺地に係る総合整備計画の策定について 

○議長（迫田秀三議員）　日程第 17、議案第 29 号、「中種子辺地に係る総合整備計

画の策定について」を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。町長。 
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〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　議案第 29 号について説明いたします。 

中種子町辺地に係る公共的施設の総合的な整備に関する財政上の計画を令

和７年度から令和 11 年度までの５ヵ年間、別紙のとおり策定したいので、辺

地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置法に関する法律第

３条第１項の規定に基づき、議会の議決を求めるものでございます。 

内容につきましては、交通通信施設といたしまして継続事業である町道坂井

熊野線、町道伊原線、町道旭町花房線の３路線をそれぞれ改良舗装する計画で

ございます。 

またさとうきび増産対策農道等補修事業を計画しております。 

次に教育文化施設といたしまして、南界小学校屋内運動場改修事業、給食セ

ンター調理機器整備事業、中央保育所照明ＬＥＤ化事業を計画しております。 

次に産業の振興といたしまして、中山間地域総合整備事業、農業用水路等長

寿命化事業を計画しております。 

次に、消防施設といたしまして、小型動力ポンプ付積載車を計画しておりま

す。 

なお本計画の策定につきましては、法律に基づき鹿児島県知事との協議の結

果、異議のない旨の回答を頂いているところでございます。 

以上、御審議方よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第 29 号を採決します。 

お諮りします。本件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、議案第 29 号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

　日程第 18　議案第 30 号　小型動力ポンプ付積載車購入契約について 

○議長（迫田秀三議員）　日程第 18、議案第 30 号、「小型動力ポンプ付積載車購入

契約について」を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　議案第 30 号について説明いたします。 

小型動力ポンプ付積載車購入に当たり地方自治法第 96 条第１項第８号及び
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議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規

定に基づき、議会の議決を求めるものでございます。 

契約の目的は小型動力ポンプ付積載車購入です。契約の方法は指名競争入札

による契約で、契約金額は 1,666 万５千円でございます。 

契約の相手方は鹿児島県鹿児島市松原町 12 番 32 号、鹿児島森田ポンプ株式

会社、代表取締役尾曲昭二でございます。 

以上、御審議方よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第 30 号を採決します。 

お諮りします。本件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、議案第 30 号は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

　日程第 19　議案第 31 号　細断型ホールクロップ収穫機購入契約について 

○議長（迫田秀三議員）　日程第 19、議案第 31 号、「細断型ホールクロップ収穫機

購入契約について」を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　議案第 31 号について説明いたします。 

細断型ホールクロップ収穫機購入にあたり、地方自治法第 96 条第１項第８

号及び議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３

条の規定に基づき、議会の議決を求めるものでございます。 

契約の目的は、細断型ホールクロップ収穫機購入です。 

契約の方法は指名競争入札による契約で、契約の金額は 1,889 万８千円で

す。 

契約の相手方は鹿児島県熊毛郡中種子町野間 5281 番地、種子屋久農業協同

組合代表理事組合長岩次則でございます。 

以上、御審議方よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、議案第 31 号を採決します。 

お諮りします。本件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、議案第 31 号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

　日程第 20　議案第 32 号　令和７年度中種子町一般会計補正予算（第１号） 

○議長（迫田秀三議員）　日程第 20、議案第 32 号、「令和７年度中種子町一般会計

補正予算（第１号）」を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　議案第 32 号について説明いたします。 

今回の補正は人事異動に伴う人件費の調整、当初予算以降必要となった経費

の追加、国県支出金の交付決定による調整が主なものでございます。 

その結果、歳入歳出予算にそれぞれ３億 2,719 万５千円を追加し、補正後の

予算総額を 84 億 5,119 万５千円とするものでございます。 

以上の歳入歳出予算補正のほか、地方債の補正を併せて計上しております。 

詳細につきましては総務課長に説明をさせます。 

以上、御審議方よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　総務課長。 

○総務課長（上田勝博君）　議案第 32 号、令和７年度中種子町一般会計補正予算

（第１号）の事項別明細書、歳入歳出予算の主なものについて御説明いたしま

す。人件費につきましては省略させていただきます。 

歳出のほうから説明いたします。 

11 ページをお願いします。１番下の目の 12 地域開発費、減額 370 万４千円

は、地域おこし協力隊活動支援委託費の減額が主なものでございます。 

12 ページをお願いします。１番上の目の 13 公共施設管理費、増額 343 万３

千円は、ふれあいの里黒糖づくり伝承館小型圧搾機修繕経費が主でございます。 

次に 14 ページをお願いします。下段の目の１社会福祉総務費、増額 297 万

１千円は、次のページをお願いします。子ども医療費等受給資格マイナンバー

登録とするためのシステム改修経費及び重層的支援体制整備事業確定による

精算支払金を計上するものでございます。 

16 ページをお願いします。中ほどの目の１児童福祉総務費、増額 363 万３

千円は、放課後児童クラブＩＣＴ化事業経費が主でございます。 

次に、25 ページをお願いします。１番上の目の２農道農地等維持補修費、増

額 3,353 万５千円は、農道修繕経費及び緊急自然災害農業水利施設補修事業採
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択による水路工２か所及び転倒堰２か所の工事費でございます。同ページ下段

の目の６農地耕作条件改善事業費、増額 510 万１千円は、サツマイモ基腐病対

策事業による排水対策経費でございます。その下の目の７地籍調査費、減額

683 万７千円は、次のページをお願いします。県補助金減額に伴い調査面積減

少によるものがおもでございます。 

同ページ下段の目の２商工業振興費、減額 1,893 万４千円は、雇用機会拡充

支援事業採択件数確定による減額でございます。 

28 ページをお願いします。１番上の目の３道路改良舗装費、増額 880 万円

は、町道旭町花房線改良工事に係る経費でございます。同ページ下段の目の２

公園管理費、減額 880 万円は、野球場流末排水路補修工事が起債事業の対象と

ならなかったため工事費を減額し、修繕料に組み替えるものでございます。 

33 ページをお願いします。１番下の目の３過年発生港湾施設災害復旧費、増

額３億円は、増田港災害復旧工事経費でございます。歳出は以上でございます。 

次に歳入を説明します。 

６ページをお願いします。中ほどの目の３災害復旧費国庫負担金、増額２億

6,550 万円は、増田港災害復旧事業に伴うものでございます。以下、国県支出

金につきましては、内示及び交付決定による調整でございます。 

７ページをお願いします。下段の目の１寄附金、増額 130 万円は、テクノ冷

熱株式会社及び岩崎奨学基金寄附金でございます。 

その下の項の１基金繰入金、次のページをお願いいたします。増額 588 万４

千円は、財源調整のための財政調整基金を減額及び各事業へ充当するため特定

目的基金からの繰入金増額でございます。 

次に８ページ下段から９ページにかけての款の 22 町債でございます。事業

の追加による増額でございます。歳入は以上でございます。 

５ページをお願いします。第２表地方債補正でございます。災害復旧事業債

の追加と各事業費の変更に伴い限度額をそれぞれ変更するものでございます。

起債の方法、利率、償還の方法には変更ございません。 

１ページをお願いします。第１条第１項は、既定予算に３億 2,719 万５千円

を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ 84 億 5,119 万５千円と規定するも

のでございます。第２項は、補正後の歳入歳出予算の金額は第１表歳入歳出予

算補正によることと規定するものでございます。 

第２条は地方債の補正について規定するものでございます。以上で説明を終

わります。 

議決方よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第 32 号を採決します。 

お諮りします。本件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、議案第 32 号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

　日程第21　議案第33号　令和７年度中種子町国民健康保険事業勘定特別会計補 

正予算（第１号） 

○議長（迫田秀三議員）　日程第 21、議案第 33 号、「令和７年度中種子町国民健康

保険事業勘定特別会計補正予算（第１号）」を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　議案第 33 号について説明いたします。２ページ、第１

表歳入歳出予算補正を御説明いたします。 

まず歳入から説明いたします。繰入金は職員給与費等繰入金の減額により、

他会計繰入金 19 万７千円の減額。 

次に歳出予算を御説明いたします。３ページを御覧ください。 

総務費は人事異動に伴う職員給与費等の減額、システム改修負担金の減額が

主なもので、合わせて 26 万３千円の減額、国民健康保険事業費納付金は納付

額の確定により 108 万４千円の増額、保健事業費は会計年度任用職員に係る共

済組合負担金の再試算により保健事業費 11 万円の増額。基金積立金は財源調

整のため 112 万８千円の減額。 

その結果、歳入歳出予算それぞれ 19 万７千円を減額し、補正後の予算総額

を 13 億 8,991 万８千円とするものでございます。 

以上、御審議方よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、議案第 33 号を採決します。 

お諮りします。本件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、議案第 33 号は原案のとおり可決されました。 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

　日程第22　議案第34号　令和７年度中種子町介護保険事業勘定特別会計補正予 

算（第１号） 

○議長（迫田秀三議員）　日程第 22、議案第 34 号、「令和７年度中種子町介護保険

事業勘定特別会計補正予算（第１号）」を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　議案第 34 号について説明いたします。 

２ページ第１表歳入歳出予算補正を御説明いたします。まず歳入から説明し

ます。 

県支出金は交付決定に伴う 821 万８千円の減額、繰入金は一般会計繰入金及

び基金繰入金の調整により 7,396 万６千円の増額。 

次に、歳出予算を御説明いたします。３ページを御覧ください。 

総務費は人件費等 158 万円の減額。地域支援事業費は、旅費改定に伴う１万

５千円の増額。諸支出金は前年度事業精算による国、県等への返還金で 6,731

万３千円の増額。 

その結果、歳入歳出予算にそれぞれ 6,574 万８千円を追加し、補正後の予算

総額を 12 億 7,650 万５千円とするものでございます。 

以上、御審議方よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、議案第 34 号を採決します。 

お諮りします。本件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、議案第 34 号は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

　日程第 23　議案第 35 号　令和７年度中種子町後期高齢者医療特別会計補正予算 

（第１号） 

○議長（迫田秀三議員）　日程第 23、議案第 35 号、「令和７年度中種子町後期高齢

者医療特別会計補正予算（第１号）」を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　議案第 35 号について説明いたします。 
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２ページ第１表歳入歳出予算補正を御説明いたします。まず歳入から説明し

ます。繰入金は一般管理費の増に伴う事務費繰入金 73 万７千円の増額。 

次に、歳出予算を御説明いたします。３ページを御覧ください。 

総務費は、子ども・子育て支援金制度システム改修負担金の増額、後期高齢

者に係る資格確認書の暫定運用の継続に伴う増額、合わせて 72 万８千円の増

額。保健事業費は、旅費精算変更に伴い９千円の増額。 

その結果歳入歳出予算にそれぞれ 73 万７千円を追加し、補正後の予算総額

を１億 6,566 万円とするものでございます。 

以上、御審議方よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、議案第 35 号を採決します。 

お諮りします。本件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、議案第 35 号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第 24　議案第 36 号　令和７年度中種子町水道事業会計補正予算（第１号） 

○議長（迫田秀三議員）　日程第 24、議案第 36 号、「令和７年度中種子町水道事業

会計補正予算（第１号）」を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　議案第 36 号について説明をいたします。４ページ補正

予算基礎資料を御覧ください。 

今回の補正予算は、収益的支出の営業費用では原水及び浄水費で人事異動に

伴う給料などの減額、高速船の運賃改定による旅費の増額で、合わせて 77 万

８千円の減額。配水及び給水費では高速船の運賃改定による旅費の増額、配水

管漏水修繕後の路面復旧か所が増えているため、修繕費から路面復旧費への組

み替えで合わせて１千円の増額。総係費では人事異動に伴う手当等の減額、高

速船の運賃改定による旅費の増額で、合わせて 19 万４千円を減額するもので

ございます。 

その結果、収益的支出を 97 万１千円減額し、収益的支出予算の総額を３億

2,532 万２千円とするものでございます。 

次に、資本的支出は、建設改良費の浄水設備改良費で、平鍋 90kW ポンプ導
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水管改修工事として工事費 800 万円を増額、配水設備改良費で配水管布設工事

の設計変更、その他工事箇所の見直しなどに伴い工事費を 1,300 万円減額し、

総額を１億 3,831 万円とするものです。 

資本的収入が資本的支出に対して不足する額 9,431 万円は、当年度分消費税

及び地方消費税資本的収支調整額 702 万９千円、当年度損益勘定留保資金

8,728 万１千円で補填するものでございます。 

次に補正予算書２ページ第５条に起債の目的、限度額、起債の方法、利率、

償還の方法を定めております。導・配水管整備事業の財源として借入れの限度

額を 4,000 万円とし、借入利率を３％以内で定めております。 

以上、御審議方よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、議案第 36 号を採決します。 

お諮りします。本件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、議案第 36 号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

　日程第 25　陳情第１号　議員定数削減について 

○議長（迫田秀三議員）　日程第 25、陳情第１号、「議員定数削減について」を議

題とします。 

お諮りします。この陳情については、会議規則第 92 条第１項の規定により、

11 人の委員で構成する議員報酬等調査特別委員会に付託して審査することに

したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、この陳情は、11 人の委員で構成する議員報酬等調査特別委員会

に付託して審査することに決定しました。 

○議長（迫田秀三議員）　以上で本日の議事日程は全部終了しました。 

明日から 18 日までは委員会開催などのため本会議は休会とし、19 日午前 10

時より本会議を開きます。 

本日はこれで散会します。御苦労さまでした。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会　午後５時29分 
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令和７年第２回中種子町議会定例会会議録（第２号） 

 

令和７年６月19日（木曜日）午前10時開議 

１．議事日程（第２号） 

第１　会議録署名議員の指名 

第２　議案第37号　令和７年度中種子町一般会計補正予算（第２号） 

第３　陳情第１号　議員定数削減について 

第４　発議第５号　中種子町議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定 

第５　常任委員会の閉会中の所管事務調査の件 

第６　議会運営委員会の閉会中の所管事務調査の件 

第７　議員派遣の件 

第８　議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

２．本日の会議に付したる事件 

　　　議事日程のとおりである。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

３．出席議員は次のとおりである。（12名） 

　　１番　　大町田　勇　希　議員　　　　　　２番　　梶　原　哲　朗　議員 

　　３番　　秋　田　澄　德　議員　　　　　　４番　　池　山　喜一郎　議員 

　　５番　　橋　口　　　渉　議員　　　　　　６番　　永　濵　一　則　議員 

　　７番　　池　山　朝　生　議員　　　　　　８番　　濵　脇　重　樹　議員 

　　９番　　日　髙　和　典　議員　　　　　　10番　　戸　田　和　代　議員 

　　11番　　浦　邊　和　昭　議員　　　　　　12番　　迫　田　秀　三　議員 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

４．欠席議員は次のとおりである。（０名） 

　　 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

５．説明のため出席した者の職氏名 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

６．職務のため出席した事務局職員の職氏名 

 

 

 

 

 町 長 田渕川　寿　広　君 副 町 長 阿世知　文　秋　君

 総 務 課 長 上　田　勝　博　君 地域福祉課長 浦　口　□　平　君

 
保 育 所 長 野　田　直　志　君 行 政 係 長 牧　　瀬　　亮　君

 財 政 係 長 東　郷　伸　也　君

 議 会 事 務 局 長 榎　元　卓　郎　君 議 事 係 長 髙　礒　俊　幸　君
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開会　午前10時00分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（迫田秀三君）　おはようございます。 

ただいまから本日の会議を開きます。本日の議事日程は、お配りした日程表

のとおりです。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

　日程第１　会議録署名議員の指名 

○議長（迫田秀三君）　日程第１、「会議録署名議員の指名」を行います。 

会議録署名議員は会議規則第 127 条の規定により、６番永濵一則議員、７番池

山朝生議員を指名します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２　議案第37号　令和７年度中種子町一般会計補正予算（第２号） 

○議長（迫田秀三議員）　日程第２、議案第 37 号、「令和７年度中種子町一般会計

補正予算（第２号）」を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　それでは、議案第 37 号について御説明いたします。 

今回の補正は、国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金による定額減

税不足額給付に関連する経費が主なものでございます。 

まず、歳出予算から御説明をいたします。総務費は、柏医院跡地の整備に要

する経費を追加しております。民生費は、定額減税補足給付金と関連事務費を

追加しております。また、中央保育所敷地内の暗渠補修に必要となる電柱移転

に要する経費を計上しております。 

次に、歳入予算について御説明いたします。国庫支出金につきましては、重

点支援地方創生臨時交付金を追加、繰入金は財源調整のため財政調整基金繰入

金を減額。公共施設等総合管理基金繰入金を増額しております。 

その結果、歳入歳出予算にそれぞれ 3,732 万８千円を追加し、補正後の予算

総額を 84 億 8,852 万３千円とするものでございます。 

以上、御審議方よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、議案第 37 号を採決します。 

お諮りします。本件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、議案第 37 号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

　日程第３　陳情第１号　議員定数削減について 

○議長（迫田秀三議員）　日程第３、陳情第１号、「議員定数削減について」を議

題とします。委員長の報告を求めます。 

議員報酬等調査特別委員長、梶原哲朗議員。 

〔議員報酬等調査特別委員長　梶原哲朗議員　登壇〕 

○議員報酬等調査特別委員長（梶原哲朗議員）　おはようございます。それでは、

議員報酬等調査特別委員会陳情審査報告書を申し上げます。 

本定例会において、当委員会に付託された陳情第１号議員定数削減について

の審査の経過と結果について報告します。 

当委員会は、６月 12 日議員控室において全委員出席のもと委員会を開催し、

審査を行いました。陳情第１号は、中種子町田島在住の永浜三津子氏から提出

されたものです。 

陳情の趣旨は、本町の人口を見ると、人口の割合において議員数が多いと考

えることから議員定数２名削減すべきである。 

農業の町である本町は、肥料、飼料、農業機械等の高騰で農家は厳しい生活

を余儀なくされている。 

このような観点から下記のとおり実現されるよう意見陳情するものである。 

１、町民が議員定数削減２名を望んでいる。 

２、町行財政改革になる。 

審査の結果、質疑、討論を行い、この陳情については、様々な関係機関、町

民との意見交換及び調査を実施しなければならないとの意見が多数あり継続

審査とすべきものと決定をいたしました。以上、報告を終わります。 

○議長（迫田秀三議員）　これで、議員報酬等調査特別委員長の審査報告を終わり

ます。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、陳情第１号を採決します。この陳情書に対する委員長の報告は、

継続審査です。 

お諮りします。この陳情書は、委員長報告のとおり継続審査とすることに御

異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、陳情第１号は委員長報告のとおり継続審査とすることに決定し

ました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

　日程第４　発議第５号　中種子町議会議員の請負の状況の公表に関する条例の 

制定 

○議長（迫田秀三議員）　日程第４、発議第５号、「中種子町議会議員の請負の状

況の公表に関する条例の制定」を議題とします。案文は配付しております。 

お諮りします。発議第５号は、会議規則第 39 条第２項の規定により趣旨説

明を省略したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。したがって、発議第５号は趣旨説

明を省略することに決定しました。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから発議第５号を採決します。本案は原案のとおり決定することに御異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、発議第５号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

　日程第５　常任委員会の閉会中の所管事務調査の件 

○議長（迫田秀三議員）　日程第５、「常任委員会の閉会中の所管事務調査の件」

を議題とします。 

産業厚生常任委員長から所管事務のうち、会議規則第 75 条の規定によって、

お配りしました所管事務の調査事項について、閉会中の継続調査の申出があり

ます。 

お諮りします。産業厚生常任委員長からの申出のとおり閉会中の継続調査と

することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、産業厚生常任委員長から申出のとおり閉会中の継続調査とする

ことに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
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　日程第６　議会運営委員会の閉会中の所管事務調査の件 

○議長（迫田秀三議員）　日程第６、「議会運営委員会の閉会中の所管事務調査の

件」を議題とします。 

議会運営委員長から所管事務のうち会議規則第 75 条の規定によって、お配

りしました所管事務の調査事項について閉会中の継続調査の申出があります。 

お諮りします。議会運営委員長からの申出のとおり閉会中の継続調査とする

ことに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、議会運営委員長から申出のとおり閉会中の継続調査とすること

に決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

　日程第７　議員派遣の件 

○議長（迫田秀三議員）　日程第７、「議員派遣の件」を議題とします。 

お諮りします。地方自治法第 100 条第 13 項及び会議規則第 129 条の規定に

よって、お配りしました会議及び研修会等へ議員を派遣したいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、議員派遣の件は派遣することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

　日程第８　議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件 

○議長（迫田秀三議員）　日程第８、「議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の

件」を議題とします。 

議会運営委員長から会議規則第 75 条の規定によって、お配りしました本会

議の会期日程等議会の運営に関する事項について閉会中の継続調査の申出が

あります。 

お諮りします。委員長から申出のとおり閉会中の継続調査とすることに御異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、委員長から申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定

しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（迫田秀三議員）　これで、今期定例会に提出されました議案などは、閉会

中の継続調査として議決になりましたものを除き、全部議了いたしました。 

以上をもちまして、令和７年第２回中種子町議会定例会を閉会します。御苦

労様でした。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

閉会　午前10時11分 
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地方自治法第123条第２項の規定により署名する。 
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